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　あとがき









　ことの始まり







　最近ウィルには、一日一回、決まった時刻に通る道がある。その道を通るときは、必ず一人で通る。

　そわそわしながら中央広場を過ぎ、金持ちの屋や敷しきがひしめきあうブロックをわずかに緊きん張ちようして歩く。シャンドス門跡あとに向かう路ろ地じを曲がれば、すぐに、

「ウィル」

　頭上から声をかけられ、仰あおぐと、横手の館やかたの二階から亜あ麻ま色いろの髪かみの少女が手を振ふっていた。ウィルも多少照れながら、手を振る。

　彼女の名はルミニタ。ウィルと同おない年どしだ。

　ルミニタは幼いときに奉ほう公こうに出され、以来、このドブラエ公こう爵しやくの別べつ宅たくで働いていると言った。遠い地から売られてきたようで、どことなく東方系の顔立ちをしている。つぶらな明るい茶色の瞳ひとみを持ち、絵に描かいたような愛らしい少女だった。

　ウィルが手を振り返すと、ルミニタは嬉うれしそうに笑え顔がおを見せた。

「ウィル、昨日きのう言ってた眼鏡めがねは見つかった？」

「うん、庭先のカラスの巣すの中にあった」

　二人が知り合ったきっかけは、ウィルが歩いていたらルミニタが上から花か瓶びんの水をぶっかけたという、よくある話だった。もっとも、ぶっかけられたのが花瓶の水でよかったというものだ。下水の整っていない下町だったら確実に屎し尿にようだった。それ以来、こうやって窓まど越ごしに話をする仲になった。

　ほとんど屋敷から出してもらえないルミニタは、近い年の友だちがいないらしく、ウィルと会うのを楽しみにしていた。そして、彼の仕事やちょっとした日常の話を聞いては、無む邪じや気きに喜んだ。

　ウィルも、年上の女性には縁えんがあるが、同い年の少女といえばマギーぐらいしかいなかったので、照れながらも、新しい友だちとの会話を楽しんでいた。

「ルミニタはなにか面おも白しろいことあった？」

「あのね、ゆうべは公爵さまがメルマールのオペラに行かれたのだけど……」

　くすくすとルミニタは笑いながら話す。鈴すずを振るような笑い声だ。

　ウィルは数分話し、そして、名残なごり惜おしそうなルミニタに手を振って別れた。彼の方はまだ時間はあるのだが、メイドであるルミニタはそうそう油を売っていられない。

（可愛かわいい子だよな）

　ウィルはアパートに向かいながら、知り合いに会わないよう祈いのった。紅こう潮ちようした顔をどう説明したらいいか分からなかったから。







　１　結けつ婚こんをブッ壊こわそう──もとい、旗をさがそう







「ゴーダさん、荷物だよ」

　そう言って運送屋が置いていった荷物は大きな木箱だった。

　ウィルとマギー、バズの三人は、アパートの玄げん関かん口ぐちにでん、と置かれた木箱の周まわりに集まった。

「なあに、これ。大きいわねえ」

「エドの荷物だろ」

「じゃあ、中身は発はつ掘くつ品ひんかなにかかな？」

　エドの仕し事ごと柄がら、大きな荷が内外から届とどくことはよくある。彼らの胸むな元もとまでの高さしかない今回の荷は、比ひ較かく的てき小さな方と言えた。

「差さし出だし人にんは？」

「荷に札ふだがどっかにない？」

　きょろきょろと三人は木箱を調べる。箱の表面に押おされた焼き印からみて、海外からいったん南の貿ぼう易えき港こうヒューゴに入り、そこから船で海路、川路を通ってゼフィッツイに送られてきたもののようだ。

「ふうん、キリワスから出されたもんだ」

「キリワスって？」

「東の、エキーナ半島にある国。シノン文明時代の遺い跡せきがよく出るんだよ」

「あれ？」

　バズが怪け訝げんそうな声を上げ、屈かがみこんだ。ウィルたちも覗のぞくと、荷札が木箱の下に挟はさまっていた。

「差出人、書いてあった？」

「差出人はないけど……宛あて先さきはウィルになっているよ」

　三人はてっきりエドのところに来た荷物だとばかり思っていたので、キョトンとした顔を見合わせた。

「俺おれ、キリワスに知り合いはいないと思ったけ──」

　ウィルは途と中ちゆうで言葉を切った。

　いないと思ったが、いるかもしれない奴やつはいた。しかし、そいつから荷が届くなんてありえないと思いこんでいたので、すぐには出てこなかったのだ。

（まさか）

「あれえ？」

　もう一度、バズが素すっ頓とん狂きような声を上げた。

「今度はなによ？」

「荷札の裏に、注意書きがあるんだけど……」

　バズは困こん惑わくした顔を二人に向ける。

「中身を開けたら、水を与あたえてください、だって」

「水を与えろだあ？」

　三人は再度顔を見合わせ、それからいっせいにさあっと顔を青ざめさせた。

「生きものだ！」

「きゃあっ、死んじゃう死んじゃう！」

「は、早く、釘くぎ抜ぬきを……」

　大おお騒さわぎしてアパートを駆かけ回り、やっと見つけた釘抜きで箱の解体にかかる。

　えっちらおっちら、釘抜きで奮ふん戦せんしているウィルに、マギーは尻しり込ごみしつつ、

「ねえ、これって船ふな荷にだったんでしょう？　キリワスって、どのくらい遠いの？」

「ヒューゴから実質、船で一週間。港で積み替かえとかやったら、半月や一ひと月つきなんて軽く過ぎるぜ」

「い、生きているかな」

　ウィルを手て伝つだうバズも、恐こわ々ごわと尋たずねる。ウィルは箱の上で作業を続けながら、

「臭におってこないから、まだ大だい丈じよう夫ぶだろ」

「に、臭うってなんだよお」

「腐くさるもんじゃないってこと。そんなに怯おびえることないと思うけどな、植物かもしれないんだし」

　泣きそうな表情のバズを尻しり目めに、ウィルは釘を数カ所外はずした。常じよう識しき的てきに考えて、船荷で腐るものが送られてくるはずはない。でなければ、腐るものなら船荷であるはずないのだ。

（腐るもんじゃないか、或あるいは船荷のフリをしてあるだけか）

　ウィルはそう考えていたので、他の二人ほど驚いても怯えてもいなかった。ただ、自分宛の荷物がロクなものではないと経験と直感から分かっていたので、腐った生モノが出てくる可能性も否定しきれなかったが。

　ウィルは釘を外し終えると、力を込めて箱の横よこ面めんを蹴けり外した。

　板はキュウッと釘を軋きしませて倒たおれた。その中から、どさりと大きな軟やわらかいものが出てきて、それを見たマギーとバズが飛び上がった。

「きゃっ！」

「わっ！　し、死体だ!?」

　一いち目もく散さんに廊ろう下かの向こうへと走って逃にげる二人。ウィルが憮ぶ然ぜんと、

「そんなに思いっきり逃げることないと思うけどな」

　ぶつぶつ文もん句くを言いながら、箱から飛び降り、出てきた「死体」を調べる。

「死体」は女だった。彼らより二、三歳年上といったところだ。下着姿で、すらりとした小麦色の手足が無む造ぞう作さに投げ出されている。

（まだ腐ってないよな……）

　顎あごのきゅっと締しまった娘むすめだった。鼻は高すぎず低すぎず、眉まゆは太めで、半開きの口から真っ白に輝かがやく歯が覗のぞいていた。南の人間特有の健康美に溢あふれている。体はまだ育ちきっていないのか、胸は小さく少年のようだった。大人おとなびた容よう貌ぼうと若い体がひどくアンバランスだ。だが、上半身にまとわりつく黒くろ髪かみの間から細い肩かたが見えて、それがどきりとするほど魅み惑わく的てきだった。

　そう、死体でなければ。

　ウィルは娘の顔に手をかざしてみた。

　わずかだが鼻息を感じる。眠ねむっているだけのようだ。
















「なんだ、やっぱり生きてるじゃんか」

　死体にしては臭いもしないし唇くちびるも赤く、変だと思っていたので、ウィルはホッとした。階段の裏からこちらを窺うかがっている二人の幼なじみに、

「マギー、水持ってきて」

「死体じゃないの!?」

「生きてるよ。バズ、なんかエドの服持ってきて。これじゃ目のやり場に困るや」




　水を与えても一向に目を覚ます気け配はいがなかったので、三人は骨を折りながら、「荷物」を上の部へ屋やに運んだ。とりあえずエドのベッドに寝ねかせる。

「……それで、なんでこの人生きてるの？」

　薄うす気き味み悪わるそうにマギーがウィルに尋たずねる。ウィルは荷札を眺ながめながら、

「まさか、本当に船ふな便びんで来たわけないだろ」

「どういうこと？」

「例えば密みつ航こう者しやだとかさ。積み荷に紛まぎれ込んで船に乗るだろ、んで、降りるときにもう一回積み荷に化けりゃいいんだ。別に驚おどろくことないと思うけどな。あと、手の込んだいたずらって可能性もある」

「いたずらだって？」

　目をぱちくりさせて聞き返すバズ。ウィルは片目をつむった。

「船便のように見せかけて、本当は隣となりの家から送られてきたとかさ」

「……そんな、ありえそうなこと言うなよ」

　シンシアなら確かにやりかねないだろう。意味のないいたずらで相手を混乱させるのも、彼女の優ゆう雅がな趣しゆ味みの一つだ。

「どっちにしろ、キリワスからうちまで半月以上かかるんだ。なのに箱の中が全然汚よごれてないんだから、閉じこめられてたって可能性はないよ」

「それで、結局この人誰だれなの？　差出人に心当たりは？」

「さあね。彼女が起きたら分かるさ」

　ウィルがそう言ったところで、玄げん関かんの呼び鈴りんが鳴った。

「あっ、お客さまだ」

「はあい、今行きまあす！」

　ぱたぱたとバズとマギーが部へ屋やを出ていく。ウィルもそのあとについて部屋を出ようとしたが、ちらりと、死んだように動かない「荷物」を振ふり返った。

（キリワスからだって？　まさか……くそ親おや父じから？）

　今まで三年間音信不通だったトリックならば、キリワスにいる可能性がある。だが、ようやく連れん絡らくを取る気になったからといって、なにも、「女」を送ってくることはないではないか。

（いや、あのクソ親父ならやりかねないな。これはさっさと起きてもらって、話を聞かないと）

　ともかく彼女が起きてくれれば話は済すむことである。ウィルは頰ほおを叩たたくと、目め先さきの仕事へと強ごう引いんに意識を移した。




　居い間まに通された依い頼らい人にんは、いかにもお坊ぼつちゃま育ちの青年と、これまたいかにも裕ゆう福ふくな家の子し女じよといった娘の二人組だった。

　栗くり毛げを丁てい寧ねいに撫なでつけた、見るからに好青年らしい依頼人の片われは、眩まぶしい笑え顔がおで、

「初めまして、ウィル・ゴーダ！　君の活かつ躍やくはぼくもサロンでよく聞いているよ。ぼくはウオルフガング・ザンダー、ウオルフと呼んでくれ。こちらはレディ・ステラ、ステラ・ブリックス嬢じようだ」

「はあ、どうも」

　元げん気き潑はつ剌らつな青年に、ウィルは少々面めん食くらいながら挨あい拶さつした。

　ウオルフは二十歳はたち前後の、甘いマスクと優しい目を持つ青年だった。にこにこと人の良さそうな笑みを浮かべているが、この手の笑顔はなかなか本当の性格が摑つかめないものだ。その隣に座るステラ嬢は、赤い巻き毛でシニヨンを作った、シャープな顎あごと鼻はな筋すじの持ち主だった。仏ぶつ頂ちよう面づらで、まるで自分には関係ないと言わんばかりにそっぽ向いている。

　二人とも身なりも立りつ派ぱだし、サロンというからには上流階級の人間なのだろう。容よう姿し端たん麗れいのカップルが二人で来る例はあまりないので、ウィルは興味を引かれた。

「それで、ご用件は……」

「うん、ぼくたちの結けつ婚こんをぶち壊こわしてほしいんだっ」

　笑顔で意い気き揚よう々よう、ウオルフは言いきった。ウィルは耳を疑って聞き返そうとしたが、その前にステラが手にしていた孔く雀じやくの羽は根ね飾かざりの扇せん子すで、ウオルフの頭をばしっと叩き飛ばした。

　ギョッとするウィルたちを尻しり目めに、ステラは目をつり上げ、

「ウオルフ、それでは他人には分からないわよっ。それに言ったでしょう、ここは捜さがし屋だって！」

「いやあ、そうだったね、ごめんごめん」

　ウオルフは叩かれたことなど屁へとも思っていない様よう子すで、笑いながら謝った。そして、呆あつ気けにとられているウィルたちに向かって、

「ぼくとステラは幼なじみなんだけど、実じつは来月いきなり結婚させられる羽は目めになっちゃったんだ。それをぶち壊す為ために君たちに捜してもらいたいものがあるんだよ」

「来月、いきなり結婚？」

　さらに啞あ然ぜんとして、ウィルは聞き返した。ウオルフとステラが申し合わせたように頷うなずく。

　ステラは椅い子すから立ち上がり、ばんっとテーブルを叩くと、

「酷ひどいでしょう、いきなりよ、いきなり！　今までそんな話もなかったのに、しかも、このウオルフとよ！」

「この、と言われても……」

「そうだよ、酷ひどいなあ、ステラ」

　ウィルに同調し、拗すねたようにウオルフも言い返す。だが、ステラはもう一度ウオルフの頭を扇子でびしっと叩くと、

「なに言っているのよ、あなたがちゃんとおじさまにはっきり断らないから、こんな面めん倒どうなことになったんでしょう！　私はしっかりとお父さまに反対したのに！」

「はっはっは、ちょうどニッパーズの新聞を買いにいくところだったんだ。まさか結婚の話とは思わなかったんだよ」

「ほら、やっぱりあなたが悪いんじゃない！」

　悪わるびれもせず胸を張って笑うウオルフの頭に、さらにステラはびしばし扇子を叩きつける。

　ウィルとバズは身を引き、そして互たがいを見て、自分たちが同じことを考えていると察した。

（こ、この女の人、マギーに似てる……）

　当のマギーはそんなことは露つゆにも思わないようで、慌あわてて、

「ちょ、ちょっと待って！　結婚をぶち壊せなんて、正しよう気きなの!?」

「もちろんっ」

「ええ！」

　こくこくと、息もぴったりにウオルフとステラはもう一度頷く。しかし、エンゼル・ハートクラブの会長たるマギーには、そんな依頼はもってのほかだった。彼女は真まっ青さおになり、

「信じらんない……！　この、恋こいのお助け天使に向かって、結婚をぶち壊せだなんて！」

「マ、マギー、落ちついて」

　自分の悲劇的世界に陶とう酔すいし、ふらふらとよろめくマギーを、バズが支える。マギーは彼をまったく無視して、両手を組んで目をうるうるさせると、

「こ、これはあたしに対する挑ちよう戦せんなのかしら？　それとも神さまの試練？　世の中には常識が通じない変わった人がいるという証あかしなの？」

「彼女のことはかまわないでください」

　ウィルが愛あい想そ笑わらいを浮かべながら客に言った。だが、ステラは憮ぶ然ぜんと、

「別に私たち、恋人でもなんでもないのよ」

　しっかりマギーにかまう。マギーは釈しやく然ぜんとしない顔をステラに向けた。

「私たちはただの幼なじみ。確かに付き合いは長いけど、だからって結婚しなくちゃならない理由はないでしょう？」

「じゃあ、もしかして、二人には別に好きな人がいるとか!?」

　ショック状態に陥おちいっていたマギーは一転して、ぱあっと顔を輝かがやかせて聞き返した。それならばエンゼル・ハートクラブの出番だ。

　しかしながら、ウオルフとステラはやはり揃そろえたように首を振ると、

「別に二人ともそういう人はいないんだ。ねっ」

「ええ。私たち、お互い歩みたい道が違ちがうの。ウオルフは暗黒大陸で山やま師しになりたいし、私はこの街でデザイナーになりたいの。だから結婚はできないのよ」

「いやだなあ、ステラ。山師じゃないよ、香こう木ぼく採集屋だって」

「どっちだって似たようなものじゃない」

　わははと笑うウオルフに、すげなく言い返すステラ。マギーはさらに目眩めまいを起こし、尻しりもちをつくように椅い子すに座すわった。そして、この世の終わりが天から降ってきたかのように、絶望的なまなざしで天てん井じようを仰あおぐ。

「ああ、あたし、気分が悪くなってきたわ」

「マギー、しっかり」

「それで、なにを捜さがしてほしいんですか」

　これ以上マギーに余計なことを言わせない為ため、ウィルは強ごう引いんに話を促うながした。ウオルフはポンと手を叩いて、

「そうそう、それをまだ言ってなかったよ、ステラ」

「もう、ウオルフはすぐ大事なことを忘れるんだから！　あなたは昔っから──」

「だから、二人で納なつ得とくしてないで、俺に話してくれない？」

　ウィルは辟へき易えきして二人の会話に割り込んだ。このままではいつまで経たっても話が進まない。

　ようやくウオルフも真しん剣けんな表情になり、

「捜してほしいのは、旗なんだ」

「旗」

「ぼくの実じつの父親が持っていたものでね、それを見つけたら結婚は破談にできるんだ。よろしく頼たのむよ」

「あのお、全然話が分からないんですけど……」

　マギーの世せ話わをしていたバズが、おずおずと口を挟はさむ。バズでなくても分かるはずがない。

　ステラがパチンと扇子を鳴らすと、苛いら立だたしげに、

「ウオルフなんかに話を任まかせてたら埒らちがあかないわっ。いいこと、ウオルフはザンダー家の長男だけど、本当はベルンハルトおじさまの先妻、ベティおばさまの連つれ子ごなのよ。ベルンハルトおじさまは自分の子供だって言い張っているけど、ウオルフはベティおばさまが亡なくなられる直前にその話を聞かされたの。おまえはベルンハルトおじさまと出会う前に身ごもった子だってね！　それでウオルフの実父の旗があれば、彼はザンダー家の正式な跡あと取とりじゃないって証明できるのよ。そうしたら結婚は破談になるじゃない」

　一気に捲まくし立てるステラ。ポイントしか話さないウオルフとは正反対だ。あんまり一気に説明されたので、ウィルたちは目を白黒させた。

「ちょ、ちょっと待って。つまりウオルフのお父さんは、あなたが実の子だって信じてる──っていうか、信じさせようとしてるわけ？」

「そうなんだ。いやあ、まいったねえ」

　ウオルフが笑いながら頷うなずく。

「それを、彼女と結婚したくない為に、お父さんの気持ちも考えないで、否定材料を突つきつけちゃっていいわけ？　家庭が壊れることになるんだよ？」

「だって事実なんだよ」

　けろりとした顔でウオルフは答えた。

「ぼくも二十一年間、実の子として育ててくれたのはとてもありがたく思っているよ。でも、ぼくたちにはこれしか打つ手がないんだ。よく考えてごらん、ぼくたちが旗を捜さがし出そうとするだろ？　そうしたら父は困って、ぼくたちの結婚を破談にさせてくれるかもしれないじゃないか。ほーら、一いつ石せき二に鳥ちよう、万ばん事じうまくいくだろう」

「私の父はとても厳格な人なの。ウオルフがザンダー家の嫡ちやく男なんじゃないって分かったら、結婚を解消せざるを得ないわ」

　ウオルフとステラ、二人で熱のこもった説明をし、最後に顔を見合わせて「ねーっ」と頷き合う。

　ウィルは少々尻しり込ごみしながら、

「でも、やっぱりお父さんに悪いんじゃないかな。弱みにつけこむようで……」

「この場合、一方的に結婚を押しつけた父が悪いんだよ。向こうが弱みにつけこんできたんだ。だったら、ぼくたちも対たい抗こうするしかない。君が気にすることじゃないさ」

「大だい丈じよう夫ぶよ、ウィル・ゴーダ。この人とベルンハルトおじさまは、昔からそのことで言いあっているんだから。今さらどうってことないわよ」

　けらけらとステラも笑って補足する。

　その二人をウィルは眺ながめながら、

（うーん。なんて息がぴったりなんだ）

　これで恋人同士でないのが残念なくらいだ。まあ、これだけ兄きよう弟だいのように息がぴったりだからこそ、互たがいを結婚相手などと見られないのだろうが。

（こういうパターンはよくない気がするんだけど、気がするんだけど……）

　捜してもらいたい人がいる一方で、捜してもらいたくない人がいることを忘れてはいけない。それはウィルが最近肝きもに銘めいじていることだ。むろん、相手が悪人なら知ったことではないが、今回の場合、どう聞いても相手はいい「お父さん」のようだ。

　しかし、結婚したくないこの二人の気持ちも、なるほど、分かると言えば分かる。

（可哀かわい相そうって気はしないんだけど、でも、親の言いなりになりたくないってのは、分かるよな）

　どことなくズレてはいるが、自分の目標をしっかり持っている二人に、ウィルは親しみを覚えた。なんとか自分たちで力になれるならなってやりたいものだ。

　ウィルは少し考えると、

「じゃあ、さ、こうしない？　俺たち、あなたたち二人の結婚を壊す手伝いするよ。もちろん、その旗も捜すけど、それは最後の切り札ってことにしない？」

「最後の切り札？」

「だから、もっと別の方法で破談にさせようよ。どうしてもダメだったら、しかたないから旗で脅おどすってことでさ。そのくらいしてあげないと可哀相じゃん、お父さん」

　ウィルの意見に、ウオルフとステラは顔を見合わせた。

「まあ、別の方法でうまくいけば、それにこしたことはないね」

「ことは急を要するのよ。ちゃんと旗も捜してくれるならいいわ」

　二人の同意を得られて、ウィルは安あん堵どした。いちばんの問題がクリアできると、早さつ速そく捜し屋の本ほん性しようがむくむくと頭をもたげてくる。

「それで、旗はどういう謂いわれのもので、どんな形で、最後にあったとされる場所はどこ？」

　ウィルが聞き込こみに入ると、マギーの為ために水を汲くみにいっていたバズが、焦あせって駆かけ込んできた。

「ウィル、抜ぬけ駆がけは許さないぞ！」

「大丈夫、まだなんにも聞いてないよ──それで？」

「ぼくが旗を実際に見たのは、母が死ぬ直前、十年前の一度きりなんだ。葬そう式しきのあと捜したんだけど、行ゆく方えが知れなくてね。大きさはこのくらいで」

　ウオルフは空中に四角を描いてみせた。おおよそ五十センチ四方の、旗にしては小さい方だ。

「緑みどり地じに紋もん章しようが描かれてあって、紋章はクレストに金のカモメ、正面向きのヘルメット、赤のマントに盾たては──」

「ちょ、ちょっと待った。紙に描かいてよっ」

　口頭で説明するウオルフに、ウィルは慌あわてて紙とペンを差し出した。

「盾の中身はよく覚えてないんだ、金のカモメっていうのはすごく記き憶おくにあるんだけど。なんだろう、頭が牛で尻尾しつぽが魚みたいなサポーターもいた気がするなあ。うーん、船のチャージだったかなあ。ボーデュアがあったような、なかったような」

　羽は根ねペンを握にぎりしめながら、ぶつぶつとウオルフは記憶を辿たどる。どうもあまり画才はないようで、

「ちょっと、なんでカモメに耳が生はえているのよっ。もう、ウオルフったら本当に絵が下へ手たなんだから！」

　カモメというよりは猫ねこにしか見えない絵に、業ごうを煮にやしたステラがペンを奪うばった。

「ステラさんは見たことあるの？」

「ないわ。でも、この人の言いたいことなんか大たい抵てい分かるわよ」

　言葉のとおり、すらすらと描いていくステラ。その横でウオルフがひどく感心して覗のぞき込こんでいる。

「たぶん、こんなところでしょう。はい」

「ああ、やっぱりすごいなあ、ステラは」

「ウオルフが下手なだけよ。あなた、本当にそれで暗黒大陸になんか行けるの？」

「やだなあ、絵を描く才能と採集はあんまり関係ないよ」

　すぐに二人だけの世界に入るステラとウオルフは放っておいて、ウィルとバズは手て渡わたされた絵を見た。猫のようなカモメの下に、牛の頭に魚の尾を持ったモンスターが二匹、それぞれ外向きに並び、真ん中に斜ななめの盾たてが配されてある。盾の上には正面向きの兜かぶとと梢こずえのようなものが乗せられているが、波のようにも見えた。盾には黒い縁ふちどりが飾され、内部は四分割されてそれぞれの対角に船の絵と花の絵が描かれてある。そして、その中央にもう一つ小さな盾があり、そこには海に浮かぶ島が描かれてあった。なるほど、それらしい立派な紋章だ。

「…………？」

　ウィルはなにか心に引っかかった。話が妙みような気がしたのだ。

　隣となりのバズを見てみると、紋章の形を覚えようと、真剣な表情でぶつぶつ呟つぶやいている。まだ違い和わ感かんに気づいていないようだ。

（なんだろう？　なんか矛む盾じゆんした感じがするけど……）

　ウィルの戸と惑まどいとは裏うら腹はらに、バズは大きく頷うなずいた。

「分かりました！　この旗を捜せばいいんですねっ」

「うん、よろしく頼むよ」

　それからウオルフたちは、今後のことを二、三話し合うと、去っていった。もちろん、最後の最後まで、

「もうっ、ウオルフったらもっとちゃんと説明しなくちゃダメでしょう！」

「あははは、ステラがいるからぼくは助かるなあ」

　などと、ボケと突っ込みをかましながら。

　二人が消えると、ウィルはどっとテーブルにつっぷした。

「な、なんか疲つかれた」

「元気な人たちだったね」

　バズも疲れたように椅い子すに座すわる。さっきから元気のないマギーは、すでにテーブルに上半身を投げ出しており、しばらくしてエドが帰ってきて、

「うわっ。おまえたち、なにをしたんだ？」

　目を円まるくして尋たずねるほど、三人してなにもしていないのに疲ひ労ろう困こん憊ぱいになっていたのだった。







　２　ザンダー家の人々







　エドは積み荷として送られてきた娘むすめを見ても、まったく心当たりがないと言った。しかし、キリワスからの焼き印を見て、案あんの定じよう顔をしかめた。

「ウィル、ちょっと」

　孫一人を台所に手て招まねく。マギーたちが聞き耳立てていないのを確かく認にんしてから、声をひそめて、

「これはトリック絡がらみかもしれんな」

「エドもそう思う？」

「私を誰だれだと思っている。悪いがおまえよりあのバカ息子むすことの付き合いは長いぞ」

　胸を反そらしてエドは言うが、そんなことは当たり前だ。

「大体、こんなものを送ってくるといえば、トリックかシンシアぐらいしかおらんよ。まあ、この子が目を覚ませば分かることだろう、それまではここで寝ねかしておきなさい」

「うん……」

　そう返事はしたものの、ウィルにはどうにも嫌いやな予感がしてならなかった。




　翌日から、名付けて「ウオルフ＆ステラの結けつ婚こんブッ壊こわし大作戦」は開始された。誰が名付けたかというと、昨日きのうとは打って変わってやる気になったマギーである。

「そうよ、意識の転てん換かんが必要だわ！　これは恋こい人びとたちを引き裂さく仕事じゃなくて、新あらたな人生を歩もうとしている人たちの手助けをする仕事なのよ！　そして、新たな世界で運命の人を捜さがす旅に出るんだわ。それを応おう援えんするのも、立りつ派ぱなエンゼル・ハートクラブの仕事じゃない！」

　などと、手を組んで力りき説せつする。立派な意識転換だ。

　ともかく、大作戦の決行である。

　ウオルフの父親ベルンハルト・ザンダーは、東部の出身の、小麦取り引きで財をなした豪ごう商しようだった。先代は煙草たばこ問どん屋やだったが彼は三男だった為ため、自力で家か業ぎようを興おこした、立志伝の中の人物である。

　そしてステラの父親は、ウィルたちは知りもしなかったが、騎き士しの称しよう号ごうを戴いただくチャールズ・ブリックス将軍──現王国軍の将軍閣かつ下かなのだった。

「財産申し分ない子し息そくと、家いえ柄がら申し分ない子し女じよの結婚かあ」

　通りに面したザンダー家の立派な扉とびらを見上げながら、ウィルは呟つぶやいた。

　ゼフィッツイの中心、サンパリス広場からさほど離はなれていないブロックに、ザンダー家はあった。ここら辺は一等地なので、美観法によって小さな中庭しかない、街並みに合わせたのっぺりした建物ばかりが並んでいる。ここに住むことはブルジョワのステータスの一つになっている。

　まぐさ石に、円に水みず煙草たばこの容器をあしらった紋もん章しようが掲かかげられてあった。なるほど、先代の煙草問屋の流れを汲くむことが一ひと目めで分かる。

　マギーがそれを指し、

「あれがこの家の紋章ね？」

「ウオルフさんが描いた紋章と比べると、ずいぶんシンプルだね」

「うーん。そうなんだよなあ」

　ウィルは昨日から続く違い和わ感かんに唸うなりながら、ともかく裏手に回り、勝かつ手て口ぐちを叩たたいた。

　中から太ふとった、とうの立った女が現れ、

「なんだい？　押おし売りならごめんだよ」

「押し売りじゃないよ。ウオルフと約束があるんだけど」

「お坊ぼつちゃまと？」

　女は疑わしそうに三人を見み下おろした。

「そこで待ってな、話を伺うかがってこよう」

　そう言って奥おくに引っ込む。

　しばらくして、ウオルフが走って現れた。彼は笑え顔がおで、

「やあ、捜し屋の諸君！　なんだ、表おもて玄げん関かんから入ってくればよかったのに！　君たちはぼくの大事なお客さまなんだから！」

「わあっ！」

　よく通る大声で喋しやべるウオルフに、三人は焦あせってわあわあと騒さわいだ。ウィルが目をつり上げて、小声でウオルフを叱しかる。

「ウオルフ！　んなでかい声で喋ったら、筒つつ抜ぬけだろ！」

「え？　なにかいけないのかい？」

「俺おれたちが来たってばれたら、ウオルフの親おや父じさんが警けい戒かいするに決まってるだろっ。そしたら見つかるもんも見つからなくなっちまわあ」

「なんで？」

　キョトンとして聞き返すウオルフ。やはり天てん然ねんボケらしい。ウィルは調ちよう子し狂くるいながら、

「旗を持ってるのはウオルフの親父さんに決まってるからだろ。それくらい分かってるんだろ？」

「ええ！　そうなのかい!?」

　初めてその可能性に気づいたとばかりに、ウオルフは目を円くして聞き返した。これにはマギーもバズも、どっと倒たおれそうになった。

「あたしでも話を聞いたときそう思ったわよ」

「ウ、ウオルフさんはお父さんを疑うなんて考えもつかなかったんですよねっ」

　バズがフォローするが、あまりフォローになっておらず、マギーに腕うでをつねられてしまった。

　しかし、ウオルフ当人はあまり気にしていないようで、

「ああ、そうかあ。よく考えてみればお父さんが隠かくした可能性が高いよなあ。やっぱり君たちは捜し物に関しちゃ天才なんだねえ」

「このくらいで感心されても……」

「ともかく中に入ってくれよ。キャリー、ぼくの部へ屋やにお茶を三つ」

「はい、お坊ちゃま。しかして、その子供たちはなんなのです？」

　応対に出た太めの女が、怪け訝げんそうに尋たずねる。ウオルフは笑顔で、

「ぼくが嫡ちやく男なんでないことを証明する為ために、例のお母さんの旗を捜す手伝いをしてくれる捜し屋の子供たちだよ。彼らが家をうろついても不ふ審しんがらないよう、みんなに伝えといておくれ。さあ、行こうか」

　ウオルフに背を押おされ、三人は屋や敷しきの奥へと入る。

　ウィルは後ろを振ふり返り振り返り、不安を抱いだきながら、

「ウオルフ、今のおばさん、ウオルフの味み方かた？」

「メイド頭がしらのキャリーだよ。とても忠実な女で、ぼくは小さいころから世せ話わになっているんだ。君たちもなにか入り用なものがあったら、彼女に頼たのんでくれ」

「そうじゃなくてさ──もし、ウオルフとウオルフのお父さんが喧けん嘩かしたとしたら、どっちの味方になる人？」

「そりゃあ決まっているじゃないか、彼女はこの家に勤めてもう二十五年になるベテランだよ？」

　自信を持って言うウオルフに、ウィルはホッとしようとしたが、そのあとに続いた言葉に絶句してしまった。

「彼女は絶対お父さんの味方になるね。彼女はぼくが生まれたときのことを知っているはずなのに、一言も話してくれないんだ」

「それってまずいんじゃないの!?」

　口のきけないウィルに代わって、マギーが仰ぎよう天てんして聞き返した。だが、やっぱりウオルフは分かってないようで、なんのことかと首を傾かしげる。

　ベルンハルト寄りのメイド頭に話を聞かれたということは、そのままベルンハルトに話が筒抜けということだ。そのことをウオルフはまったく考えてないようである。

　マギーもさっきウィルが質問した理由が分かったらしく、

「ねえ、この家にウオルフの味方っているの!?」

「みんなぼくの味方だよ？」

「もうっ、そうじゃなくて！」

　マギーが拳こぶしを握にぎりしめた。なるほど、ステラでなくともウオルフをびしばし叩たたくのは理に適かなった行動なのだ。

　癇かん癪しやく玉だまを破は裂れつさせかけているマギーをウィルは押しやって、予想した答えが八十パーセント当たることを確信しながら、

「この家に旗捜しを協力してくれる人っている？」

「ああ、そういう意味なら誰もいないよ。みーんなお父さんの味方だものねえ。もし味方がいたら、君たちに依頼しにいかないと思わないかい？」

「それもそうだな」

　ウィルたちは顔を見合わせると、深くため息をついた。




　最近、我わが家をうろちょろする子供たちがいる。

　鼻の下の髭ひげも凜り々りしい、四十九歳のザンダー家当主、ベルンハルトはそう頭を痛めていた。子供たちの正体は分かっている。これがかの噂うわさの「捜し屋」だ。天才トレジャーハンター、トリック・ゴーダの息子むすこにして、「化け物貴婦人」シンシア・ラズボーンのお気に入り、ウィル・ゴーダ。サロンでもよく聞く名だ。噂と違ちがって、おまけが二人付いているが、それは大したことではない。

　キャリーから話を聞いたベルンハルトは、「またか」と頭を抱かかえた。長男ウオルフガングは年に数回、「自分は血のつながりがないのだから廃はい嫡ちやくしてほしい」と言いだすのだ。しかし、いつも証しよう拠こがなく、ウオルフが言いくるめられておしまいになるのだった。あの性格である、丸め込むのは暖だん炉ろの火を消すより簡単だ。

　だが、今回は捜し屋などを連れてきたぐらいであるから、意気込みが違うようだ。

（やはりステラのことが効いたようだな）

　彼もまた、ちょっと結婚は性急な話だったと思う。確かに、ステラの父親チャールズとは以前からそういった話を冗じよう談だんでしていたが、あのヌケサク息子に一人ひとり娘むすめであるステラを、などとは、彼からはとても切り出せるものではなかった。

　だが、せっかくこうして向こうから言いだしてくれたのだから、チャンスを逃のがす手はない。ステラはかなり気が強いが、ヌケサクにはちょうどぴったりである。

「そうだ、これが奴やつの最後のチャンスなのだ。これを逃したら、あのヌケサクのことだから、どんなスカを摑つかまされるか分かったもんじゃない！　絶対結婚させてみせるぞ！」

　拳こぶしを握にぎりしめ、ベルンハルトは息いき巻まいた。書しよ斎さいに集めた執しつ事じとメイド頭、その他大勢の使用人がいっせいに頷うなずく。彼の言葉に同意したということは、主人の息子に対してひどい印象を持っているということであるが、実際その通りだったので、ベルンハルトも文もん句くは言わなかった。

　ただ一人、

「あなた、いくらなんでもそのような言い方をなされては、ウオルフが可哀かわい相そうですわ」

　美しい顔に困こん惑わくを浮かべ、彼の妻ロートラントが窘たしなめた。夫よりもその息子の方に年が近い彼女は、金きん髪ぱつの巻き毛を揺ゆらしながら、

「ウオルフも心の整理が付かないのでしょう、今まで親友だったステラと結婚しろなんて言われても、ピンと来ないに決まってますわ。あなたの親心は分かりますが、人の恋こい路じを邪じや魔ますると馬に蹴けられてしまいますわよ」

「恋路もなにも、あいつには女っ気けの一つもありはせんっ」

　仏ぶつ頂ちよう面づらでベルンハルトは反論したが、彼はこの二十歳も年下の妻にデレデレだったので、強く否定することはできなかった。

「でも、ここで頭ごなしに言いつけたら、今度こそウオルフは出ていってしまいますわ」

「むむむ……」

「結婚を強要して跡あと取とりを失ってしまったら、元もとも子こもないではありませんか。彼はああ見えても、色々と自分なりの考えを持って行動している人です。もう少し信用してあげてはいかがかしら？」

　妻の言い分ももっともだったので、ベルンハルトは唸うなった。

「しかし、チャールズとの約束もあるのだ。あのお堅かたい人間が私に泣きついてきたのだぞ、結婚してもらわなくては私も立つ瀬せがない」

「そうですわねえ」

　夫ふう婦ふは大きくため息をついた。どちらにせよ、ウオルフの暗黒大陸行きの話は考こう慮りよの範はん疇ちゆう外がいだった。

「あのう、旦だん那なさま」

　メイド頭のキャリーが口を挟はさんだ。

「なんだ、キャリー。いい考えでもあるか」

「はい。お坊ちゃまは例の『旗』をお捜しなのですから、それが見つからなければ、諦あきらめて結婚を了りよう承しようすると思います。お坊ちゃまはそういう方です」

　きっぱりと断言するキャリー。それを聞いたベルンハルトは、ウオルフが笑いながら、

「やあ、見つからなかったよ、ステラ。しかたない、諦めて結婚しよう」

　と言っている姿を明めい瞭りように思い浮うかべることができた。そして、それに続いてステラが、

「まったく、なんてあなたってボケナスなの、ウオルフ！」

　愛用の扇せん子すで叩たたきのめしている姿も、はっきり思い描えがくこともできた。おそらく、部屋に居合わせた全員が同じ光景を思い浮かべたことだろう。しかし、それは屋敷で繰くり広げられるいつもの光景だったので、誰も可哀相とも思わなかったようだ。

「なるほど、挙式まであと一ひと月つき、あの旗の在あり処かを隠かくし通せばいいということだな。問題はステラの方だが、あっちは、まあ、チャールズの話を聞いたらどうにかなるだろう」

「そうですわねえ。いかにステラがウオルフのことを恋れん愛あいの対象外と見ていても、あの話ばかりは、ウオルフでもいいと思うようになるでしょうからねえ」

　おっとりした顔で、ロートラントも義理の息子のことを言いたい放題である。だが、彼女が義理の息子を邪じや魔ま者もの扱あつかいしたりしない人間だと、ベルンハルトも使用人たちも分かっていたので、嫌いやみには聞こえなかった。

　ベルンハルトは咳せき払ばらいすると、使用人たちに向かって、

「ではみんな、結婚式までウオルフには協力しないように。捜し屋の子供たちも──邪じや険けんにすると変な噂うわさが立つからな、放っておけ。以上だ、持ち場に帰れ」




　ザンダー家の家や捜さがしを始めてから三日目、ウィルたちはさっぱり旗の手がかりを見つけられず、腐くさっていた。

　都心とはいえ、ザンダー家の部屋数は大小合わせて二十一、廊ろう下かや中庭まで考えると、三人で家捜しするには広すぎる。

「あーあ、ヨルカ村なら人じん海かい戦術が取れるのにい」

　ぶつぶつと、ソファに寝ねそべりながらマギーは文もん句くを垂れた。

　部屋には金を潤じゆん沢たくに使って製作された調ちよう度ど品ひんや、うまいのかどうかよく分からない絵がずらりと並んでいた。ほかの部屋も大体同じようなもので、豪ごう勢せいといえば豪勢だが、ラズボーン家に見慣れてしまった彼らには、あまり感かん銘めいするものはなかった。逆に、ちょっと色しき彩さいセンスがないかなと、批ひ評ひようできてしまうほどだ。

　バズがくるぶしまで埋うまる絨じゆう毯たんをめくりながら、

「でも、ここで全室制せい覇はだよっ。三日で制覇なんて早くなったよね！」

「制覇しても旗が見つかんなかったら意味ないだろ」

　自分たちすらフォローするバズに、ウィルの鋭するどい突つっ込こみが入る。

　ウィルは壁かべの絵を掛かけ直すと、天てん井じようを仰あおいで、

「やっぱり家捜しじゃ無理かなあ」

「どうして？」

「ザンダー氏が肌はだ身み離はなさず持ち歩いてたらどうするんだよ。大体、別べつ荘そうだって三つあるって言ってたし、燃やしちゃったりしてたらもうお手上げだぜ」

　ウィルの言葉に、マギーもバズも腕を組んで「うーん」と唸うなった。

「そうだね、使用人の人たちもぼくたちにわざとらしく無関心だもんな。見つけられっこないって余よ裕ゆうを感じるよ」

「それが分かってたなら、どうして家捜ししてたの？」

「この家の事情を見ようと思ってさ」

　ウィルは素そっ気けなく言った。彼がなぜそんなに慎しん重ちようになっているか、マギーもバズも分かっていたので、それ以上は追つい及きゆうしなかった。

「主人のザンダー氏──ベルンハルトさんは、ちょっとおっかなそうだけどいい人だし、奥さんのロートラントさんも優しそうな人だし、使用人たちも俺たちには冷たいけど邪じや魔まをするわけでなし、仕事はしっかりやるし、嫌いやみなところはないし。みーんないい人でさ、なんか俺たちが悪人みたい」

「で、でも、ぼくたちは頼たのまれた仕事をこなしているだけであって、別に悪いことなんかしてないよっ」

　またウィルが落ち込んでしまうのではないかと、焦あせってバズが反論する。ライバルと自じ称しようしながらも気を遣つかってしまうのは、彼の人の良さの表れだ。

　だが、ウィルはけろりとした顔で、

「当たり前じゃん、子供の人生を親なんかに決められてたまるかっ。俺は断然ウオルフを応おう援えんするもんね。よしっ、そろそろ第二の作戦に移ろう」

「第二の作戦？」

「バズの好きな、聞き込みあーんど、尾び行こう調査だぜい」

　そう言って、ウィルは片目をつむってみせた。




　最近、私の周まわりをうろちょろする子供たちがいる。

　ベルンハルト・ザンダーはそう頭を痛めっぱなしだった。

　評判通り家捜しに明け暮れていた捜し屋の子供たちは、さすがに旗が「しまい忘れた」のではなく、「誰かが隠している」ことに気づいたらしく、一昨日おとといから方針を転てん換かんさせた。つまり、機械的な家捜しから、推理によって在あり処かを突つき止とめることにしたのだ。

　よって、彼らは家の者たちに聞き込みを始めた。まあ、それはいい。家か人じんはじめ、使用人たちには固く口止めをしてある。皆、古くから勤めている信しん頼らいのある者たちばかりだ。彼らから情報が洩もれることはないだろう。

　問題は──

「あっ、本を閉とじたわっ。きっと食堂に行くんだわ」

「そうかなあ。新しい本を取りに、図書室に行くと思うよ」

「バカね、バズったら。もう三時よ、上流階級の人はここでお茶をしないと気がすまないの。特に成なり金きんは貴族の真ま似ねをしたがるものなんだから」

「お茶だったら、部へ屋やに運ばせるんじゃ──いたっ！　ひ、ひどい、マギい」

　ベルンハルトはため息をつき、本を閉じて椅い子すから立ち上がった。

　捜し屋のおまけの二人が彼を一日中監かん視ししているのである。ボソボソと聞こえてくる会話から、マギーとバズという名であるのは分かった。彼の行くところ行くところ、コソコソとついてくるのだが、話し声が大きくてまったく尾び行こうになっていない。しかも、その会話ときたら、

（まるでウオルフとステラの幼いころの会話のようだ）

　はあ、ともう一度ため息をつく。

（いや、ウオルフの方がもっとヌケサクだったな。あいつは昔からステラに殴なぐられても、へらへら笑っているような子供だった）

　ネジが一本足りないのではないかと心配もしたが、あれは息子の性格なのだと、ベルンハルトは早そう々そうに諦あきらめていた。ウオルフに家か業ぎようを任まかせるのは大変心配だが、ステラとならうまくやってくれるだろう。

（うむ、やっぱりウオルフにはステラがお似合いだな。あれ以上いいコンビもそうそうはいまいて）

　カップルというよりはコンビとしか思っていない自分自身に、ベルンハルトは気づくこともなく、書しよ斎さいを出た。少年の方が推測したように図書館に行くつもりだったが、その通りにするのも癪しやくだったので、トイレに行くことにした。

　だが、子供たちがそこまでついてこようとするので、いい加か減げん頭に来て、くるりと振ふり返り、

「ええいっ、トイレにまでついてくるな！」

「きゃっ、ばれてる！」

「ご、ごめんなさい！」

　ばたばたと騒そう々ぞうしく逃げていく子供たち。あれでよく「ばれてる」などと言えたものだ。

　ベルンハルトは呆あきれながら、ともかく用を済すまし、部屋に戻もどろうとした。

（そう言えば、もう一人はどこに行ったのだ？）

　トリック・ゴーダの息子、ウィル・ゴーダを一昨日から見ていない。

（まさか、もう「旗」の隠かくし場所を見つけたのか？）

　不安になって、きょろきょろと屋や敷しきの中を見回していると、

「お父さん！」

　息を弾はずませ、頰ほおを紅潮させたウオルフが廊下の向こうから走ってきた。その手には彼が今捜していた少年が、引きずられるようにつながれている。

　この息子が気合いを入れてくると、ろくなことを言いださないに決まっている。ベルンハルトは露ろ骨こつに顔をしかめた。

「どうした、ウオルフガング」

「お父さん、ぼくはステラと結婚できないのです！　なぜなら、ぼくたちにはお互たがいほかに好きな人がいるからです！」
















　笑顔でウオルフは言う。隣となりでぜいぜいと息を切らしている少年を哀あわれに思いながら、ベルンハルトは表情を変えず、

「なるほど。それで、おまえの好きなお嬢じようさんというのは、どこの誰で、どういう人なんだ？」

「年は鬼おにも恥はじらう十八歳さい、箸はしが転ころげても笑顔を絶やさず、番茶も出で花ばな、目はぱっちりとして澄すみ渡わたり、歯は真しん珠じゆのごとく白く輝かがやき、流れる緑の黒くろ髪かみ、美しいすらりと伸のびた足、すべてが非のうちどころのない女性なのです！　ぼくは彼女の恋の奴ど隷れいなのです！」

　腕うでを広げ、嬉き々きと説明するウオルフ。そんな息子をベルンハルトはじっと眺ながめた。

（こいつ、なにかを丸暗記したな）

　おそらく、言葉の意味なんかまったく考えずに喋しやべっているのだろう。頭を抱かかえたい衝しよう動どうにかられたが、それはすでにウィル・ゴーダがやってくれているので、彼はなんとか威い厳げんを保った。

「それで、家いえ柄がらは？」

「お父さん、あなたは家柄にこだわらないとぼくは信じていますよ！　なにせぼくの実母は大衆劇場の歌手だったというじゃないですか！」

「もちろんだとも、ウオルフガング。ベティは貧しい出でだったが、誇ほこり高い女だった。おまえの嫁よめにそういった女ではいかんなどと、口が裂さけても言わん。一度連れてきなさい」

「ありがとう、お父さん！　ぼくはあなたを尊敬します。でも、彼女は今回の結けつ婚こん騒さわぎにショックを受けて寝ね込こんでしまっていて、とても会わせられる状態ではないのですよ。ですから、すぐに婚こん約やくを破は棄きして、ブリックス家ともいざこざがないようにうまく収まったら、紹しよう介かいします」

　自信満々にウオルフは言う。隣ではらはら心配そうに見ている少年を尻しり目めに、ベルンハルトは逐ちく一いち頷うなずきながら、最後に、

「よし、おまえの意見は分かった。それで、その設定を作ったのは誰なんだ？」

「マギーちゃんですよ。彼女は夢見る少女ですねえ、もっとすばらしいロマンスを考えてくれたんですけど、お父さんの許きよ容よう範はん囲いを考えると、これくらいがいいかなって思って選んだんです」

「あちゃあ」

　捜し屋の少年が額ひたいを押おさえて天を仰あおいだ。ウオルフの方はまだ自分の失敗に気づいてないようで、にこにこと満面の笑顔でいる。

（バカな子ほど可愛かわいいもんだ。そうだとも）

　ベルンハルトは自分に言い聞かせると、力を込めて息子の肩かたを叩たたき、

「ウオルフガング、結婚式は三週間後だからな」

「ええー、ぼくたちの仲を許してくれないんですか！」

「ウオルフ、もうダメだってばさ」

　どちらが年上なのか分からないウィル・ゴーダの言葉をあとに、ベルンハルトは自室に向かって歩き出した。ため息をつく気にもなれなかった。







　３　紋もん章しようを追う







　その後、ウオルフは果か敢かんに「結けつ婚こんブッ壊こわし大作戦」を実行していたが、ことごとく墓ぼ穴けつを掘ほって失敗した。さすがは二十一年間親をやっているだけあって、ベルンハルトはウオルフの言動パターンを熟じゆく知ちしているようだ。

　ステラもステラで、顔を合わせるたびに父親に食ってかかったらしいが、まったく相手は聞く耳を持ってくれなかったようで、結果はウオルフと同じだった。




「ベルンハルト、なにやら我々のあとをくっついてくる子供が二人いるが」

　通りを肩かたを並べて歩いていたチャールズ・ブリックスが、後ろにちらちらと視線をやりながら、ベルンハルトに言った。

「身なりはまあまあだから、スリといった感じではないな」

「いや、最近、私の周まわりをうろちょろする子供がいるんだ。害はないから気にせんでくれ」

　ベルンハルトはきりきりする胃を押おさえながら、無理に笑え顔がおを作った。

　ステラの父親チャールズは、国王の信しん頼らいも厚い、王国軍の将しよう軍ぐんである。その肩かた書がきどおり、厳格を絵にして貼はりつけたような顔をしている。中でも山や羊ぎのようにピンと垂れ下がった顎あご髭ひげが特とく徴ちよう的てきだ。ベルンハルトも髭を生やしているので、二人で並んでいると髭コンビとも呼ばれる。

　二人はサンパリス広場に面したサンファリス教会に、結婚式の打ち合わせに行った帰りだった。話があるからとベルンハルトがチャールズを誘さそい、家までの距きよ離りを一いつ緒しよに歩いて帰ることにしたのだ。

　チャールズは少し考え、顔をしかめると、

「もしかして、ウオルフが付けたのか？」

「まあ、そんなところだ。やはりあんなヌケサクでも、急な話に仰ぎよう天てんしたらしくてなあ」

　はあ、とベルンハルトはため息をつく。もちろん、自分たちの計画に子供たちが従わないことに対してのため息ではなく、破は壊かい工作に出る息子むすこのマヌケぶりに情けなくてため息がでるのだ。

（もしかして、私に呆あきれられるように、わざとヌケサクのフリをして──いや、あの息子にかぎってそれだけはありえんか）

　あの息子は物もの心ごころ付く前からああだった。そう思うとため息、これから結婚式まで続くであろうマヌケぶりにため息、ため息ため息の連続である。

　そして、チャールズもまた然しかりだった。彼はいかめしい顔で大きくため息をつくと、

「ステラもまったく儂わしの言うことを聞かんのだ。どうしたものか」

「あのことは話したんだろう、チャールズ」

「言ったとも。そうしたら、どっちも冗じよう談だんじゃないと喚わめいて、儂の大切にしていたオールをばきばきに折っていったわ。まったく儂らの若いころは、親に逆さからうなんて考えられなかったのに、時代は変わったもんだ」

　嘆たん息そくするチャールズ。ヌケサクの息子に凶きよう暴ぼうな娘むすめ。果たしてどちらを持った方が楽だったか、ベルンハルトは考えてみたが、考えただけで虚むなしくなったのでやめた。代わりに、

「うちの息子と君の娘は、それは誰が見てもぴったりだと思うのだがなあ」

「儂もそう思う。なのになぜ当人たちはそれに気づかないのだろう」

　うーむ、と不ふ思し議ぎがる二人。そこへ、

「お父さま！」

「お父さん！」

　聞き慣れた声が背中にぶつかって、二人はぎくりと身を縮ちぢめた。噂うわさをすればなんとやらだ。

　できればこのまま無視して帰りたいとベルンハルトは思ったが、そうもいかず、引きつる顔をしかめっ面つらにしてごまかし、振り返った。

　案あんの定じよう、通りの真ん中にウオルフとステラが仁に王おう立だちになっていた。ここは目め抜ぬき通りではないが、街の主要な通りの一つである。大勢の通行人が「どうしたどうした」と好こう奇き心しんを剝むき出しにして、彼らの間を空あけてくれた。

　彼らの周まわりに、あっという間に人ひと垣がきができる。

　ステラは男装して、細い剣けんを握にぎりしめていた。ウオルフもしかりだ。

「ああ、我わが娘ながらみっともない」

　チャールズが隣で嘆なげいているのを横目にして、ベルンハルトも情けなくなりながらも、衆人の前では威厳を保とうと背筋を凜りんと伸ばした。

「なんだ、二人とも」

「ぼくたちは結婚できません！」

「私たち、今まで隠かくしてきたけれど憎にくみあっているの！」

　ステラの言葉に、観衆が「おおーっ」とどよめいた。

　果たしてこの観衆の中に、どのくらい二人の言葉に騙だまされてくれる人がいるだろうか。ベルンハルトは要いらぬ心配をしながら、

「では二人に聞こう、憎しみあう理由はなんだ」

「あれは忘れもしませんわ！　六歳の春、こいつが私のキャンディを盗ぬすんで全部食べちゃったんです！」

「それは酷ひどいなあ、ステラ。あれは君がぼくのケーキを丸ごと食べてしまったから、しかたなくキャンディで我が慢まんしたんだよ」

「信じられない！　あれはあなたが食べていいって言ったんでしょ！」

「ふつう丸ごとは食べないよ。でも、さすがステラだってぼくは感心したね。それから、ぼくが楽しみにしていた庭になっていたリンゴを、全部一人で食べたのにもびっくりしたよ。でも、そのあと一週間おなか壊こわしたのに、今でも食くい意い地じは変わらないのは見み事ごとなものだなあ」

「な、なによ、そんなこと今ばらさなくたっていいじゃない！　あのとき私がせっかく誘さそったのに、ウオルフは私のお人にん形ぎようで遊んでいたくせに！」

　侃かん々かん諤がく々がく、くだらない言い争いを始める二人。このまま放ほうっておくと本当に憎しみあってきそうだったので、ベルンハルトは喧けん嘩かに割って入った。

「まあ待て、二人とも。それでなにが言いたいんだ？」

「そうですわ！　おじさま、お父さま、私たちの婚約を破は棄きしてください！　でないと、この場で私たちは決けつ闘とうしますわ！　このうるさい口を塞ふさぐ為ために！」

　すらりと剣を鞘さやから抜ぬき、ステラは宣言する。それを見て、くだらない口喧嘩に興味を失いかけていた観衆たちが、再び「わあーっ」と歓かん声せいを上げた。

「やれやれえっ」

「よっ、娘さん、いなせだね！」

「嫌いやな奴やつと結婚するとあとで泣く羽は目めになるよ！　応おう援えんするよ、あたしがついてるからね！」

　無責任な応援と野や次じが飛ぶ。

　ベルンハルトは隣となりのチャールズを一いち瞥べつした。彼は顔を真まっ青さおにして、

「やめなさい、ステラ！　そんなみっともないこと！」

「いいえ、このバカには一度ぎゃふんと言わせないと！　さあ、ウオルフ、剣を抜きなさい！」

　どうもステラの頭は本題からズレてしまったようだが、彼女はウオルフに鋭するどい突つきを食らわせた。

　さすがにマヌケながら、剣術の稽けい古こはみっちりさせておいただけあって、ウオルフは細い切きっ先さきをよけつつ、抜ばつ刀とうした。そして、

「ぎゃふんってなんだい、ステラ」

　ステラの剣を受け流し、逆に切り込む。それをステラがよけざま攻こう撃げきを仕し掛かける。

　幾いく度どとなく剣を交まじえる二人を、ベルンハルトは眺ながめて、

（ふうむ。うちの息子もやるではないか）

　昔はステラにこてんぱんにやられていたが、さすがに二十歳はたちを過ぎると、ウオルフの方が体に肉が付いていない分有利になったようだ。ステラの剣を受け流し、戦いが終わらないよう、フォームを保ちながらあしらっている。

　ちょっとした息子の成長ぶりを見て、ベルンハルトは顔が緩ゆるむのを感じた。だが、ここが往来で、隣では親友が今にも倒たおれそうな顔でいるのを思いだし、慌あわてて顔を引き締しめる。

　二人の優ゆう雅がな戦いは、どちらが勝利を収めるか決めておかなかったらしく、いつまでも続いた。

「どうしたのさ、ステラ。剣が下がっているよ」

「うるさいわね！　ウオルフのくせに、私に意見するなんて生なま意い気きよ！」

「いやだなあ、ステラ。これは意見じゃなくて警告だって」

　カンカン、と、刀身がぶつかる音もリズミカルに、はたから見るとまるで「決闘」という名のダンスを見ているようだ。観客たちも始めは「やれやれ！」などとかけ声をかけていたが、息の合った二人の剣つるぎの舞まいに「ほおー」と感嘆する始し末まつだった。

　そして、駄だ目め押おしのように、

「あの二人、まじめに結婚をぶち壊す気あるのかしら？」

「で、でも、まじめだからこそ、ああなっちゃうんじゃないかな。だって二人とも、本当はとても気が合っているんだもの」

「あーあ、あの二人でくっついちゃえばいいのに。きっとあの二人、お互たがい以上にぴったりな人なんていないわよ、ねえ」

　喧けん噪そうの中から、ひときわ通る子供の声が。

　バッとベルンハルトとチャールズは振り返った。すぐうしろで「こそこそ」と怒ど鳴なりあっていた例の捜し屋の子供たちが、ぎょっと顔を引きつらせる。

　チャールズは目を潤うるませると、

「こ、こんな子供にまで心配されるなんて……！」

　ワッと彼は泣き出すと、群衆を突つき飛ばして逃にげていってしまった。勇ゆう猛もう果か敢かんで近きん隣りんにその名を畏おそれられる将軍閣かつ下かも、一人娘のこととなると、てんでただの親ばかになってしまうのだ。

　ベルンハルトは慌てて、

「待ちたまえ、チャーリー！　ああ、まったく！」

　彼は息子たちを諫いさめるか、チャールズを追いかけるか、逡しゆん巡じゆんした。結局、ばつが悪そうに佇たたずむ捜し屋の子供たちの腕うでを摑つかみ、

「おい、おまえたち、いい加減あのバカどもを止めてやってくれ。私はブリックス将軍を追いかける、いいな!?」

「えっ？　あ、は、はい」

　少年の方が目を白黒させて頷うなずく。それは当然だろう、尾び行こうしていた相手に頼たのみごとをされたのでは。だが、そんなことはかまっていられなかった。

「おい、チャールズ！」

　群衆をあとにして、ベルンハルトは親友を追いかけた。




　ウィルからウオルフとステラの話を聞くと、アシュレイ家の美しき相続人メイベル・アシュレイは声を立てて笑った。

「それは災難だったな、ウィル・ゴーダ」

「ホントだよ、依頼人にまったく自覚がないんだもん。ああいうのがいちばん困るよ」

　ウィルは仏ぶつ頂ちよう面づらで答える。

　ウィルは週に二度、教きよう皇こう聖せい騎き士し団の一員メイベル・アシュレイの家か臣しん、ブルーノの元もとでバルキース語を学んでいる、アシュレイ家の屋や敷しきの図書室で、勉強会は行われていた。

　アシュレイ家は封ほう土どこそ狭せまいが、昔から続く由ゆい緒しよ正しい家だ。男装の麗れい人じんと、若い貴婦人にもてはやされているメイベルは、男物のシャツとパンツをばっちり着こなした立りつ派ぱな騎士である。彼女なら紋もん章しようのことには詳くわしいはずと、ウィルは話を聞くことにしたのだ。

　メイベルは例の紋章の描えがかれた紙を受け取りながら、

「ザンダー家と言えば、先代までは煙草たばこ業を営んでいた家だ。死んだ父があそこのブレンドを気に入っていたが、今は話を聞かんな。ブルーノ、おまえも飲んでいなかったか？」

「いえ、最近は私は」

　ウィルとテーブルを挟はさんで対面に座っていた、彫ほりの深い顔立ちの男──ブルーノは、苦笑して頭を振ふった。メイベルは「ああ」と思いだしたようで、

「おまえは父に付き合ってくれていたのだったな……ふん、金のカモメか。港に関係する一族かな」

　紋章を見ていたメイベルが眉び宇うを寄せた。

「ウィル・ゴーダ、これは貴族の紋章だぞ」
















「だよなあ、やっぱり」

　ウィルも釈しやく然ぜんとせず言い返す。派は手で派は手でしいその絵を見れば、ウィルでなくとも貴族クラスの紋章だと分かる。

　メイベルはテーブルに紙を広げた。そして、描かれたヘルメットを指して、

「この国ではヘルメットは王おう侯こう貴族、準貴族、騎士、郷ごう士しにのみ許されたものだ」

「そういう決まりがあるの？」

「この国には紋章院というものがあってな、紋章を新しく作ったときには、そこに申しん請せいして許可証を得ないかぎり、公的な紋章とは認められないのだ。その紋章院が逐ちく一いち規定を作っている」

　メイベルは棚たなに並べられてあった分ぶ厚あつい本を取りだした。厚みは十センチ近くもある。

「これが規定の総覧だ」

「ひええ、これ全部？」

　目を円まるくするウィルに、メイベルは笑った。

「この中には主おも立だった家の、基本的な紋章も描かれてあるからな。

　もともと紋章というものは、戦地で誰が誰だと一ひと目めで区別できるよう、盾たてに個人の印しるしを付けたのが始まりと言われているのだ。だから、基本的には過去から現在に至るまで、絶対に同じ紋章を持つ個人は存在してはならない。そうなると、膨ぼう大だいな数のバリエーションが必要であろう？　しかも、一目見てすぐに分かるように、色の数だって限定されている。それを管理し、指導するのが紋章院の仕事だ」

　メイベルは本の一ページ目をめくり、最初に載のっている大紋章を指した。

「これは我わが王家の紋章だ。頭にある双そう頭とうのユニコーンがクレスト、これは一門を表している。その下の王冠は当人の地位を表し、ヘルメット、マント、この盾を支ささえる二人の男はサポーターと呼ばれるもので、この場合は建国神話の『二人の兄きよう弟だい』からとられたものだ。そして、リボンの中に書かれている文字は、まあ、座ざ右ゆうの銘めいといったものだな。こういったアクセサリーは、言葉のとおり飾かざりであって、それほど重要なものではない。もっとも重要なのは、この盾だ。狭きよう義ぎでは紋章といえばこの盾のことを言う」

　とんとんと、人差し指で大紋章の真ん中に描かれた盾を指す。ウィルは首を傾かしげた。

「じゃあほかのものはなんの為ためにあるのさ？」

「地位や身分を表す為だ。それからも個人を推測することはできるがな。さて、問題の紋章だが」

　メイベルはステラが描いた紋章に指を移した。

「この紋章では、クレストは金のカモメ、王おう冠かんはなし、リースがついているはずだが、描いてないのは忘れただけだろう。マントと牛ぎゆう頭とう魚ぎよ尾びのサポーターに、盾は四分割とインエスカッシャン──インエスカッシャンに島みたいなものが描かれてあるな」

「これのこと？」

　ウィルは盾の中に描かれてある小さな盾を指した。メイベルが頷うなずく。

「第一、第四クォーターに船、第二、第三クォーターに花──豆か？　の、チャージ。ボーデュアがあるということは、元はどこかの分家だな。船の形からみると、最近出てきた一族の紋章だと思うが、どうだ？」

「どうだって聞かれても、さっぱり分からないよ」

　ウィルは仏ぶつ頂ちよう面づらで、降参して手を挙げた。なにがなにやらだ。メイベルも笑った。

「まあ、紋章学は一昼夜で分かるものではないからな。この国はバルキースと違ちがって、かなり適当に付けているところがあるし」

「え？　国によって規定が違うの？」

　冗じよう談だんじゃないぞと、ウィルは目の前のブルーノを見た。彼は口をへの字にさせたまま頷いて、

「バルキースではチャージとして描かれる絵え柄がらまで、地位によって制限されているのだ。婚こん姻いんによって紋章を組み合わせるときにも、複雑な規定があって、その通りに継けい承しようしていかなければならん。それになんといっても、民衆はどんなに金を持っていても、紋章を持つことは許されていない」

　いかめしい顔をさらに不ふ機き嫌げんそうに歪ゆがめて、ブルーノは言った。ブルーノは東方の国バルキースから亡ぼう命めいしてきた男だ。バルキースは文化の遅おくれた、魔ま術じゆつと古い封ほう建けん制度の残る国と言われているので、古くさい因いん習しゆうが残っているらしい。

　メイベルがおかしそうに、ブルーノの言葉を引き継ついだ。

「この国では金を払はらえば誰だれでも紋章を持つことができるのだ。もっとも、ヘルメットや冠かんむりや盾を使うことは許されないがな」

「ははあ、そういうことか」

　ウィルは深く頷いたが、「む？」と眉み間けんにしわを作った。

「それくらいなら、ウオルフはともかく、ステラはこれが貴族の紋章だって分かったんじゃないかな？」

「当然だな。ウィル・ゴーダ、その男は旗に出生の秘密が隠かくされていると言ったのだろう？　もしこの紋章のことを言っているなら、彼は貴族の息子ということになるぞ」

　メイベルも不可解そうに指し摘てきする。ウィルは腕うでを組んで、

「とある貴族のご落らく胤いんなんて言われたら、そりゃ結婚どころじゃなくなっていいかもしれないけど、事態はもっと難しくなっちまうよなあ。まさか、そのことに気づかないで捜さがせとか言ってるわけじゃないだろうし……」

　そう言いながら、ふと、

（いや、あのウオルフならありえるか？）

　と胸中に不安がよぎったが、ステラまで気づかないはずないと思いなおした。

「それならば、考えられるのは二つだろう」

　ブルーノが指を折ってみせる。

「一つは旗捜しの真意は別のところにある。つまり、その青年は自分が貴族の息子であることを認めてもらいたいと思っている」

「そうかなあ？」

「もう一つは、別に紋章は彼の出しゆつ自じと関係ない。旗自体になにかがある」

「なにかって？」

「たとえば、本当の父親の名の縫ぬい取りがされてあるとか、そういうことだ」

「うーん」

　ウィルは天てん井じようを仰あおいで唸うなった。どう考えても前者はありえないだろう。あのウオルフが「貴族になりたい！」なんて思うだろうか。

（人は見かけで判断しちゃいけないって分かってるけど、どう考えてもあれは見かけどおりだよなあ）

　そうは思いつつも、万が一、という場合もある。ウィルは予測しうるすべての可能性に備えておこうと、気を引き締しめた。

「たぶん、前者はないと思うけど、一応この紋章がどこの誰のものか、知っておきたいんだ」

「絵自体がいい加減なものだから、はっきりしたことが分かるわけではないが」

　メイベルは難しい顔を作った。

「手がかりとしては、この豆の花は名門シャーランド伯はくの紋章だ。数代前にシャーランド家から嫁とついだ女性がいるようだな──いや、シャーランド家の分家の相続者のようだ。当人も直系ではないと。だが、ある程度の地位を持っているようだ。そう、植民地関係の地位を」

「…………」

　ぽかんとウィルは美しい女騎士を凝ぎよう視しした。その視線に気づいて、メイベルが珍めずらしく戸と惑まどった様よう子すで、

「どうした、私の顔になにかついているか」

「いやあ……どーしてそういうことが分かるのかなあ、って、感心して」

「ある程度紋章を見慣れていれば、これくらいは分かるようになる」

　憮ぶ然ぜんと、だが、やはり褒ほめられて悪い気はしなかったのだろう、わずかに頰ほおを紅こう潮ちようさせながらメイベルは答えた。

「だが、外国には同じ豆の花を使った紋章もあるだろうし、一いち概がいにはシャーランド伯の関係筋すじとは言えんぞ。それに、我がアシュレイ家のように、世代交代するたびに紋章院に改かい廃はいの届けを出して、先祖代々同じ紋章を使う一族も多い。その時点で個人を表す当初の意味は失うせているからな、紋章から個人を特定するのは難しいぞ。

　でも、このインエスカッションの島のチャージ、これに旗がついていたとしたら、それは植民地関係の職務に就つく人間に送られる名めい誉よ紋もんだ。最近制定された制度で──最近といっても、この百年の間にだがな。そこから調べていけば、なんとか見つけられるだろう。紋章院に足を運んでみろ。

　ただし、この旗が外国から持ち込こまれたものだとしたら、よっぽど由ゆい緒しよある家いえ柄がらでないかぎり、突つき止めることはできないと思え」

「ちょ、ちょっと待って」

　慌あわててメモを取るウィルに、ブルーノが、

「ウィル、そのメモもバルキース語で書き取れ」

「えーっ」

「そういえば、ウィル・ゴーダ」

　ふと思い出したように、メイベルが言葉を続けた。

「その相手の、ブリックス将軍のご令れい嬢じようのことだが、興味深い噂うわさを聞いたぞ」

「噂？」

　ウィルはキョトンとして聞き返した。




　アシュレイ家で紋章の手がかりを得たウィルが、アパートに戻ってくると、ベルンハルトの監かん視しを頼たのんだマギーとバズが、ぐったりとテーブルに身を投げ出していた。

「？　どうしたんだよ、二人とも」

「ウィルうう。あたし今回の仕事、イヤ」

　げんなりとマギーが顔を上げ、情けない顔で訴うつたえる。なんとなく彼女の言い分は聞かなくても分かったので、

「ある程度は目をつぶってやれよ。ウオルフの天てん然ねんボケをサポートするのが俺おれたちの役目だろ」

「ウオルフ一人ならまだ我が慢まんできたわよっ」

　マギーは憤ふん然ぜんと、今日の往来での「決けつ闘とう」をつぶさに語った。

「そりゃ、親の前で決闘してみせろって言ったのはあたしたちよ？　でも、別に往来でやれとは言わなかったし、本気でやれとも言わなかったわ！」

「あたし『たち』？」

　提案して強ごう引いんに勧すすめたのはマギーだけだったような気がしたが、ウィルはそれを指し摘てきするほど愚おろかではなかった。掌てのひらを広げて彼女の怒いかりを制して、

「まあまあ、そんな調子だからうちに依い頼らいに来たんだろ。上客なんだから──ところで、バズは寝ねてるのか？」

「起きてるわよ。顔見られたくなくて寝ねたふりしてるの」

「顔？」

　ウィルはバズの髪かみを摑つかんで顔を上げさせようとしたが、マギーの言うとおり、バズはばたばたと手を振ふって、それを拒こばんだ。

「なんだよ、起きてるなら起きてるって言えよ」

「うっ、うるさい！　触さわるなよ！」

　そう怒ど鳴なる声がくぐもっている。ウィルは訝いぶかり、力ちから任まかせにバズの顎あごを摑んで顔を見た。そして、ブッと噴き出す。

　バズは哀あわれにも、左半分の頰から下がぶっくりと膨ふくらんでいた。真まっ赤かに腫はれた姿は、まるで冬ごもりをする為ために木の実を口いっぱいに頰ばったリスのようで、見ると可哀かわい相そうというよりはおかしさがこみ上げてくるほどだ。

　ウィルに笑われると、バズは耳みみ朶たぶまで真っ赤にして、涙なみだ目めで、

「わっ、笑うなよ！　ぼくは必死だったんだぞ！」

「悪い悪い。でも、なにしてそうなったんだよ」

「……ベルンハルトさんに頼まれて決闘を止めようとしたら、ステラさんの拳こぶしが」

「バズったら、ほーんとトロくさいんだから」

　呆あきれ返ってマギーが言う。バズは泣きそうな顔で、恨うらめしそうに彼女を見上げた。それを無視してマギーはため息をつくと、

「なーんか、まじめに仕事する気なくなるわよねえ。勝手にやってろって気分」

「それを言っちゃおしまいだろ。確かに、お似合いの二人だけどさ」

「ウィルもそう思うでしょ!?　あれは犬も食わない夫ふう婦ふ喧げん嘩かよね！」

　ぼそっと付け足したウィルの言葉に反応して、マギーはテーブルに身を乗り出して断言した。やはり意識の転てん換かんとか言いながら、二人をくっつけることに執しゆう心しんらしい。

　ウィルは椅い子すの背もたれ側を前に馬乗りになって、

「そのことなんだけどさあ、メイベルさんからすっげえ面おも白しろい話聞いてきたんだ」

「面白い話？」

「なんでも、ステラにはベッサリオーネ侯こうという求きゆう婚こん者しやがいるらしいぜ」

　わざとらしくまじめな顔で、ウィルは人差し指を立てながら二人に伝えた。狙ねらいどおり、二人は目を円くする。

　マギーが、自分の好みの展開になってきたとばかりに目を輝かがやかせて、

「侯こう爵しやくさまの求婚！　ステラのお父さんはナイトなんでしょう？　それじゃあ断れないじゃない！」

「でも、この侯爵さまってのが、御おん年とし六十六になるエロじじい──じゃなくて、精力ご盛さかんな男の中の男で、子こ煩ぼん悩のうのブリックス将軍は自分より年上の、下へ手たをすれば自分の父親と同じくらいの男に、大事な一人ひとり娘むすめを渡わたせるものかって、連日連夜頭を抱かかえているそうだ」

「じゃあ、ウオルフさんとの結婚っていうのは……」

　ふがふがとバズが言う。ウィルは頷うなずいた。

「その求婚を断る口実さ。そりゃ、そこら辺から連れてきた男なら、侯爵さまの力でどうにでもできるだろうけど、ザンダー家はかなり金持ちだし、それに昔からの幼なじみがいいなずけなら、情じようにも訴うつたえられるからな。侯爵さまも『それなら』って言いだしやすいじゃないか」

「それで急に結婚が決まったのね！」

　マギーがやけに納なつ得とくする。

「ステラはこのこと知ってるのかしら。あたしだったら四十五も年上の侯爵さまより、まだウオルフの方がマシだと思うけどな」

「ステラなら、どっちもイヤだって言いそうだぜ」

　それには言ったウィル当人も含ふくめて、三人して深く頷うなずいてしまった。

「でも、たぶん知ってるだろ。ブリックス将軍もステラに結婚を承知させる為に、説得しているんだろうから」

「なんか、もう一度あの二人と話し合っておいた方がいいんじゃないかな」

　バズがおずおずと提案する。いつもはバズの意見など無視しているが、今回ばかりは同感のウィルとマギーだった。







　４　ロマンスだ、エンゼル・ハートクラブ！







　ともかく、旗を直接捜さがすよりは、旗の唯ゆい一いつの手がかりである紋もん章しようが誰だれのものか特定した方が「面おも白しろそう」なので、決けつ闘とうの翌日、ウィルたちはメイベルの教えに従って紋章院へと向かった。結けつ婚こんブッ壊こわし大作戦は、ウオルフとステラに勝かつ手てにやってもらうことにする。

「結婚式まであと半月以上あるんだから、一日くらいかまわないだろ」

　と、いつものように脱だつ線せんするウィルに、マギーもバズもこれ以上あの二人のバカ騒さわぎを見ていたくなかったので、一いつ緒しよに紋章院についていった。

　アシュレイ家の紹しよう介かい状じようを見た初老の紋章官は、少々胡う散さん臭くさそうに三人を見て、

「調べたいというなら、調べてもよいが」

　そう言って案内したのは、膨ぼう大だいな数の本が並ぶ書庫だった。その数、千冊近くはあるだろう。

　子供たちは口をあんぐりと開けて、落ちてきそうなほどの量の本を眺ながめた。

「あのお、これ、全部紋章なんですか？」

　バズがおそるおそる尋たずねる。紋章官は骨張った指を振ふって、

「いや、紋章許可証を出すときに調査した、申しん請せい者しやの家系や身分の記録も併へい記きされておる」

「ですよね」

　三人はホッと安あん堵どの息をついた。本のページの一枚一枚がすべて紋章だとしたら、一年かけても見つからないだろう。

　紋章官は書庫の奥おくを指して、

「あちらの方から年代順に来ておる。このインエスカッシャンが本当に植民地栄えい誉よ紋もんだとしたら、このいちばん新しい棚たなを調べれば見つかるだろう」

　そう言って教えてくれた棚にも、すでに分ぶ厚あつく大きい本が数十冊並んでいた。

　ウィルは、ステラの描かいた紋章の絵を見ている紋章官に向かって、

「その豆の花は、シャーランド伯の家系のものだって聞いたんだけど」

「特に有名ということだ。シャーランド家は古くからこのチャージを使っているから、分家して今ではまったく違ちがう家いえ柄がらになっていても、チャージの痕こん跡せきが残る場合はある。名門だから、紋章を改かい廃はいするときも残す場合が多いのだ」

「ひえええ」

　聞けば聞くほどややこしくなってくる紋章の成り立ちに、三人は調べる前からどっと疲つかれてしまった。マギーが口をへの字にして、

「ねえ、なんかもっと手がかりはないの？」

「シャーランド伯の家系を追っていけばよかろう。分ぶん家け筋すじで、途と中ちゆうで家系が途と絶だえたところが捜し目だね。そういうところは血ち筋すじが途絶えたか、紋章を剝はく奪だつされたか、ほかの家に吸きゆう収しゆうされたかだ」

「相続人が別の有力な家と結婚したりして？」

「そうだ」

　なかなか分かっているではないかといった面おももちで、紋章官は頷うなずいた。

「なあに、そうがっかりすることはない、わしも手て伝つだってやろう。新しいものなら比ひ較かく的てき楽に見つかるよ。ああ、そうだ、誰か人事院に行って、植民地に派は遣けんされた貴族のリストを写してきなさい」

　ウィルの付け焼き刃ばの知識が効果あったようで、紋章官はさっきまでの胡う乱ろんそうな態度を改めて、少々親したしげに彼らの肩かたを叩たたいた。




　なにかを調べようとするたび、さらに調べなければならない事こと柄がらが増えるのは、いつものことだが、今回はそれがネズミ算式に増えていく気がしてならないウィルだった。

　紋章院にバズとマギーを置いて、教えられたとおり人事院に来たはいいが、今回は紹介状を持っていなかったので、

「子供は帰った帰った！」

　とまったく取り合ってくれなかったのである。だが、これはしょっちゅうあることだったので、ウィルは人事官に食い下がった。

「そんなこと言わないでさ、人助けだと思って頼たのむよ。植民地関係の職務に就ついた人の名前を写させてくれるだけでいいんだ」

「平民はそんなことに興きよう味みを持たなくていい！　つまみ出せ！」

　まだ人事院の玄げん関かんをくぐったばかりなのに、あっさりつまみ出されそうになって、ウィルは焦あせった。こうなっては、アシュレイ家に行ってもう一つ紹介状を書いてもらうか、それともここでラズボーン家の名を出すか。できれば後者は避さけたい。

　襟えり首くびを摑つかまれながら、ウィルは必死に柱にしがみついて、

「あー、ちょっと、ホント、ねえ、頼むからさ！」

「どうしてもというなら、誰か名の通った人物に紹介状を書いてきてもらえっ。でないと──」

「一体なんの騒さわぎだ！」

　第三者の叱しつ責せきがロビーに響ひびきわたった。ウィルを摑んでいた警備兵が慌あわてて手を離し、口論の相手の人事官も慌てて敬礼する。

　声のした方を見ると、正面階段を顎あご髭ひげの立りつ派ぱな、威い風ふう堂どう々どうとした壮そう年ねんの男が下りてくるところだった。腰こしに下さげた剣けんと制服と無数の勲くん章しようからいって、軍の高官だろう。

　人事官が頰ほおを紅潮させて、

「も、申しわけございませんっ、ブリックス将軍！　この、捜し屋とかなんとかいう子供が、植民地に任務された方のリストを見せろと押おしかけてきまして」

「げっ、ブリックス将軍」

「捜し屋か！」

　ウィルとブリックス将軍は同時に声を上げた。双そう方ほう、互たがいを見るのは初めてだったが、ウィルはマギーとバズから聞いていたし、将軍の方はベルンハルト・ザンダーから彼のことを聞いていたらしい。

「えへ、へへ……どうも」

　ウィルは一度絡からみあった視線を離はなすに離せず、引きつった愛あい想そ笑わらいを浮かべた。ブリックス将軍もひくひくと頰を引きつらせて、

「な──なにをしに、ここに来た？」

「えーっ、と、そのお」

　ウィルがぽりぽりと頭を搔かいて、この将軍はどこまでザンダー家の事情を知っているのだろうと、考えたときだった。

「大変です、閣かつ下か！」

　人事院の建物の中に、一人の若い軍人が飛び込んできた。やはり軍服にはたくさんの勲章が縫ぬいつけられてある。彼は転こけつまろびつ、動転もあらわにブリックス将軍の前まで飛んできた。

「どうした、騒そう々ぞうしい」

　威い厳げんを復活させて、ブリックス将軍は部下らしき青年を窘たしなめる。青年は顔を真まっ青さおにして、

「た、たった今、王宮警察から連れん絡らくがありまして、閣下のお嬢じようさまが、レディ・ステラが、王宮に忍しのび込こんで逮たい捕ほされたとのことです！」

「まじっ!?」

　叫んだのはウィルだった。そんな話は一度も聞いていない！

（いや、したか？　犯罪者になれば結婚も延期だって、冗じよう談だんで誰か言ったぞ！）

　冗談を本気にしたのだろうか。ありえることだ、あの二人なら！　ウィルは焦あせってブリックス将軍を見上げた。

　将軍は顔をしかめたまま、立ち尽つくしていた。

「？」

　将軍がなんの反応も示さないので、その場にいる全員が訝いぶかしげに将軍を覗のぞき込こんだ。将軍は皆が見ている前で、すーっと、糸で引っ張られるようにうしろに倒たおれていった。

　どさん、と音がする。

「わっ！　失しつ神しんした！」

「し、しっかりしてください、閣下！」

　その後、人事院が大おお騒さわぎになったのは言うまでもなかった。




　チャールズ・ブリックスが人事院の玄関で倒れたと聞いたとき、ベルンハルトは「ついにステラがなにかやったか！」と、即そく座ざに考えた。いつかチャールズは寝ね込こむだろうと心配していたのだ。だから、その報告を聞いたとき、驚おどろく一方で「やっぱりそうなったか」とため息もついたのだ。

　そして、取るものも取り敢あえず、急いでブリックス家に見み舞まいに駆かけつけたのだが、玄関で顔なじみの執しつ事じに親友が倒れた原因を聞いたとき、彼自身も卒そつ倒とうしそうになってしまった。
















　まさか、国を外敵から守る役目に就いている将軍閣下の令嬢が、王宮に忍びこんだとは！

　王宮警察からの連絡によると、ステラは今流は行やりの王おう妃ひ御ご用よう達たしデザイナー、ミランドリーナを熱ねつ烈れつに私し淑しゆくしており、彼女の最新作のデザインを誰だれよりも早く知りたいが為ために、王宮の彼女の工こう房ぼうに忍びこんだらしかった。

　だが、そんなでまかせを信じるベルンハルトではなかった。これはステラと彼の息子むすこが繰くり広げている結けつ婚こん破は壊かい工こう作さくの一いつ環かんに違ちがいない。犯罪者になれば結婚どころではなくなると企たくらんだのだろう。

　後あと先さきを考えない息子と未来の娘に、ベルンハルトは頭がくらくらしたが、

（いかんいかん、私まで倒れては誰がこの事態を乗り切るのだ！）

　自分に気合いを入れ直すと、ベルンハルトは親友の寝しん室しつへと入った。

　チャールズは大きな天てん蓋がい付きのベッドの中で、小さく丸まっていた。あまりの情けなさに世せ間けんに顔向けできないといった様よう子すだ。

「チャールズ、私だ。気分はどうだ？」

　布ふ団とん越ごしにベルンハルトが声をかけると、中から消え入りそうな、弱々しい声で、

「ああ、ベルンハルト……儂わしはもう駄だ目めだ。もう表おもてを歩けん」

　本当に今にも首を吊つってしまいそうな声だ。ベルンハルトはため息をついて、そばに置いてあった椅い子すに座った。

「ケントから聞いたよ。まったく、ステラも思い切ったことをしたもんだな」

「将軍の娘が盗人ぬすつとなどと、前ぜん代だい未み聞もんだ。獅し子し身しん中ちゆうの虫とはこのことだよ、ベルンハルト。あの娘はしてはいけないことの区別がまったくついておらん。しかし、それを育てたのはこの儂だ。儂が至いたらなかったばかりに……」

　しくしくと布団の中で泣き出すチャールズ。王国軍にこの人ありと畏おそれられるブリックス将軍は影も形もない。ベルンハルトは同情半分、呆あきれ半分で、親友を見下ろした。

（まったく、ステラのことになると、こいつは寄宿学校時代と変わらんな）

　二人の仲は今をさかのぼること四十年前、寄宿学校時代からだ。騎き士しの家系に生まれながらひ弱よわで泣き虫だったチャールズは、格かつ好こうのカモとして寄宿舎仲間に苛いじめられていた。それを助けていたのが、年のわりには体が大きく、喧けん嘩かも強かったベルンハルトだった。彼は平民の出だったが、寄宿学校では入学してしまえば身分の差は意味を持たなかった。そういう学風なのだ。

　あの泣き虫小こ僧ぞうが今では将軍閣下と呼ばれて畏おそれられているなどと、考えただけでベルンハルトは笑えたが、こうも昔のように泣かれると困ってしまう。

（しかたあるまい、あの手で行くか）

　ベルンハルトは気合いを入れて立ち上がると、布団を勢いよく剝はがした。青虫のように丸まっているチャールズに、

「チャーリー、そんなことじゃ奴やつらに一生勝てねえぞ！」

　昔を思い出して怒ど鳴なりつける。チャールズは目を白黒させて彼を見た。

「あいつらが油断してる今がチャンスじゃねえか！　こっちに体力がないなら、頭を使うんだ、喧けん嘩かは気合いとここだぜ、ここ！」

　ベルンハルトは禿はげ上がってきたチャールズの額ひたいに、思いっきりデコピンをかました。チャールズは唸うなって、額を押おさえる。

　彼は傲ごう然ぜんと仁に王おう立だちになって、

「どうだっ、やる気になったか」

「あ、ああ……すまんな、ベルンハルト。儂わしが不ふ甲が斐いないばかりに」

「いいってことさ。私たちの仲じゃないか」

　ニッとベルンハルトが大人おとなの顔で笑ってみせると、だーっとチャールズは号ごう泣きゆうして、彼の手を握にぎりしめた。

「ベルンハルト、頼たのむからうちのバカ娘を見捨てんでくれ！」

「なに、バカさ加か減げんではうちのヌケサクの方が上うわ回まわっているさ。しかし、今回はちと度が過ぎる。こんなに親に心配かけて。少しお仕置きせんといかんな」

　ベルンハルトは親友の分までステラに立腹して言った。えぐえぐ泣きながら、チャールズが、

「どう反はん撃げきに出るつもりだ？」

「それは私に任まかせておけ。君は体力を復活させておくんだ──そうだ、うちに君が倒れたことを知らせにきたのが、例の捜し屋の少年だったのだが」

　血けつ相そうを変えて家に飛び込んできた捜し屋の少年を思いだして、ベルンハルトは尋たずねた。自分だけでなくチャールズも監かん視しされていたのかと思ったのだ。

　チャールズはようやく気が落ちついたようで、

「いや、偶ぐう然ぜん人事院で会ってな……色々と世話をしてくれたんだ。いい子だよ、ありがとうと伝えておいてくれ」

「しかし……いや、そうだな。私も悪い子供たちとは思わん。ウオルフに辛しん抱ぼう強づよく付き合ってくれているのを見ても分かる」

「彼らは例の旗を捜しているのだろう？　大分苦労しているようだが。言ってあげたらどうだね、旗なんか捜し出しても無意味だと。儂らは四十年来の親友で、ウオルフが生まれたときのことももちろん儂は知っているんだから」

　ウィルたちが聞いたら腰こし砕くだけになりそうなことを、チャールズは言った。確かに、ベルンハルトも一生懸命旗を捜している子供たちは、可哀かわい相そうだと思う。見つけても「だからどうなのだ」と言うだけの代しろ物ものでしかないのだから。

　だが、ここで同情は禁きん物もつだ。

「いや、彼らは仕事で捜しているんだからいいだろう。それに、旗に最後の望みを託たくしている間は、ウオルフも無茶しないでくれるはずだ。その為ためにも黙だまっておくよ」

「ウオルフはいいなあ、素す直なおで。そこへいくと、うちの娘ときたら、最後の切り札もてんで効き目がなくて」

　はあ、と大きくため息をつくチャールズ。最後の切り札とは、もちろん老侯こう爵しやくの求婚話だ。四十も年上の老人との結婚か、幼なじみとの結婚か、どちらがいいとステラに迫せまったが、どちらもイヤだと突つっぱねられたらしい。

　旗が無意味なことに気づかないウオルフも問題だと、ベルンハルトは言おうと思ったが、やめた。チャールズの言葉をヒントに、いい反撃の方法が閃ひらめいたのだ。

「じゃあ、私は早さつ速そく反撃の根ね回まわしをしてくる。チャールズ、ステラのことも私に任せておけ、明あ日すには出てこれるはずさ」

　そう言うと、ベルンハルトはせかせかと部へ屋やを出た。




　ステラが捕つかまった翌日、ウィルたちが外に出ると、街はステラとウオルフの話で持ちきりだった。

「なんだあ？」

　ウィル以下三名、わけが分からず、きょときょとと様よう子すを窺うかがう。

　街はそう表現してもおかしくない騒さわぎだった。通りを歩く人々の会話からは、「ステラ」と「ウオルフ」という言葉が何度も繰くり返されている。右を向いても左を向いても、みな同じだ。

「や、やっぱり、将軍閣下の令れい嬢じようが王宮に忍しのび込こんだなんて、一大センセーションだったんだよ」

「ちょっと乱暴だったけど、ステラの読みは当たったみたいね」

「これで結婚は流れることになるのかな」

　などと囁ささやきあう。ともかく話題の源みなもととなっている、街角で飛ぶように売れているゴシップ新聞を買ってみて、いっせいに、

「うへえっ」「なにこれ!?」「こ、これは……」

　妙みような声を上げ、三人は絶句してしまった。

　そこには、「ブリックス将軍の愛まな娘むすめレディ・ステラの犯行は、侯爵の強引な求婚を断る為の苦く肉にくの策！」という見出しがあった。その記事の中では、ステラには昔からのいいなずけで愛する青年ウオルフ・ザンダー氏がいて、そこに侯爵から求婚されたが、ザンダー家は所しよ詮せんは平民、侯爵家と争えば勝ち目はない。困り果てた彼女は、犯罪者になれば侯爵も引き下がらざるを得ないと思い詰つめ、王宮に忍び込んだ──ということになっていた。

　つまり、これはステラとウオルフのロマンスなのだ。

「……話がすり替かわってる」

「どうしてこんなことになったのかしら」

「でも、この方が話は分かりやすいよね」

　バズの意見に、ウィルとマギーは「確かに」と頷うなずいた。ウオルフもイヤ、侯爵もイヤ、よりは、ウオルフの為に侯爵の求婚を断ろうとしての犯行、の方が、断だん然ぜん世間受けするはずである。現に、街は二人のロマンスで持ちきりだ。

「きっとロマンス好きの貴族の奥さま方がたが噂うわさを流したんだぜ。ブリックス将軍が侯爵さまの求婚に悩なやんでたってのは、王宮では有名な話らしいからな」

　ウィルは呆あきれて言った。誰かが工作した感じがしないでもないが、あの奥さま方の口にかかれば、犬を助けに小川に飛び込んだ話が、外国から逃にげてきた姫ひめ君ぎみを助ける為に荒あら海うみに飛び込んだ男の話になってしまうのだから、それを言い立ててもしかたがないだろう。

　バズが上うわ目め遣づかいに、不安そうに、

「これって、ステラさんの行動が裏うら目めに出たってことになるのかな」

「だろうなあ。きっと今ごろ、奥さま方が嘆たん願がん書しよを出して、ステラは保ほ釈しやくされてるだろうな。あの人たち、嘆願書好きだから」

「じゃあ、早く捕まえて次の対策を考えないと」

「今日は戻もどってこれないさ。保釈の代だい償しように、彼女たちのいいおもちゃにされるだろうから」

　そう言うと、ウィルは新聞を折り畳たたんだ。




　ウィルの予想どおり、ステラが王宮から帰ってきたのは翌日だった。

　ゴーダ家のアパートにウオルフとともに現れたステラは、今までのみなぎるパワーはどこへやら、ひどく憔しよう悴すいした様子だった。貴族のご婦人方にさんざんオモチャにされ、疲ひ労ろう困こん憊ぱいのようだ。

「もう、信じられないわ。王宮中の名のあるご婦人方、全員が、結婚式に是ぜ非ひ呼んでくださいねって言うのよ」

　ゴーダ家のテーブルに身を投げ出して、今にも沈ちん没ぼつしてしまいそうな憂ゆう鬱うつな声で言う。

「王おう妃ひさままで、結婚式に付けるティアラを貸してあげましょうなんておっしゃるし、もう、どうしてこんなことになったのかしら！」

　ドン！　とテーブルを強く叩たたくステラ。子供たちはびくっと飛び上がったが、なにも言わなかった。触さわらぬ神に崇たたりなしだ。

　だが、荒あらぶる神を畏おそれないヌケサクが、すがすがしい笑顔で、

「はっはっは、ステラ、これはお父さんたちの陰いん謀ぼうに決まっているじゃないか。ほかに考えられないだろう？」

「分かっているならなぜ止めなかったのよ！」

　すぱこーん、と、ステラは孔く雀じやくの羽は根ね飾かざりの扇せん子すで、笑うウオルフの頭を叩き飛ばした。だが、痛みを感じる神経が鈍にぶいのか、ウオルフは笑顔を崩くずさず、

「だってステラ、王宮に忍び込むなんて教えてくれなかったじゃないか」

「あなたに言ったって、なんの役にも立たないからでしょう！」
















「だから、ぼくはなにも役に立たなかっただろ？」

　けろりと言うウオルフ。ステラは言葉に窮きゆうして、顔を真まっ赤かにした。

　ウオルフはさらに、

「おかげでぼくは君から話を聞くまで、巷ちまたの噂うわさを信じていたよ。いやあ、ぼくの為に悪いなあと心を痛めていたんだけど、違ちがってよかったよかった」

「今までの展開から、どうしてそう思えるのよ！」

　ステラはヒステリックな声で怒ど鳴なり、びしばしウオルフを扇子で殴なぐった。そして、

「もう信じられない！　あなたの顔なんか見たくもないわ、絶交よ！」

　そう叫ぶと、頭から湯ゆ気げを出しそうなほど怒おこりながら、部屋を出ていく。

「いやあ、ステラは怒りんぼだなあ」

「……いいの、追いかけなくて？」

　一応ウィルは尋たずねてみた。ろくな返事は来ないと思っていたが、案あんの定じよう、ウオルフは、

「なんの為に？」

「謝るとかさ」

「そんなことをしなくても大だい丈じよう夫ぶだよ、いつものことだから。それじゃあぼくも行くかな、旗のことをよろしくね」

　と言って去ってしまった。

　残された子供たちは、災さい禍かが過ぎ去った気分で呆ぼう然ぜんとしていた。

「とうとう仲間割れかあ」

　ウィルがぼりぼりと頭を搔かく。あまり深刻に考える気にならないのは、ウオルフの言うとおり、そのうちどうにかなるだろうと思えるからだ。あの二人にとって絶交の有効期限は、丸一日が限度だろう。

　マギーが真しん剣けんな表情で考え込こみ、

「ねえ、もしかしてあの二人は愛し合ってるんじゃないかしら？」

「あの状態を見て、どうしてそう言えるんだ？」

　あくまでもエンゼル・ハートクラブの会長であり続けるマギーに、ウィルは閉へい口こうして聞き返した。だが、彼女は手を組み、陶とう然ぜんと、

「だってウオルフったら、ステラに殴られても一度も抵てい抗こうしないのよ？　そんなの、愛がなければやってられないわ！」

「バズのように？」

　すかさずウィルが突つっ込む。バズはぽっと赤せき面めんしたが、マギーは訝いぶかしげに、

「なんでバズが例たとえで出てくるの？」

「マギー、本気で言ってる？」

　以前から一度聞いてみたかったことをウィルは口にしたが、マギーはなんのことかさっぱり分からないといった面おももちだった。ということは、彼女がバズを殴るのは無意識のうちか、それとも記き憶おくに残らないほど自然なことらしい。

　がっくり肩かたを落とすバズに、

（バズ、哀あわれな奴やつ）

　とウィルは同情したが、それでもバズを例えにしてみれば、ウオルフがステラを愛しているかもしれないというマギーの主張は、納なつ得とくができた。

　では、ステラは？

「その論法で行くと、ステラは好きな奴ほど苛いじめたいってわけか？」

「そうよ！　ウィルも分かってるんじゃない！」

「そりゃあ、まあ、ねえ」

　じろじろとマギーを眺ながめ、曖あい昧まいに答える。まさか、手て近ぢかにあった叩きやすいものとしか見ていない、なんて、バズの為ために口が裂さけても言えなかった。

「まあ二人が愛し合っていたっていいよ。きっと、旗が見つかってもどうにかなるとも思えないし」

「どういうことだよ、ウィル」

「たぶん、ブリックス将軍はウオルフがベルンハルトさんの息むす子こじゃないって知ってるよ。あの二人、子供んときからの親友だって、ブリックス家の執しつ事じさんに聞いたから」

　ウィルは肩をすくめて答えた。バズが瞠どう目もくして、

「じゃあ、ぼくたちはベルンハルトさんたちの掌てのひらで踊おどらされているだけか!?」

「ぼくたち、じゃなくて、あの二人が、だよ」

　ウィルはウオルフとステラが出ていった玄げん関かんを指した。

「だから、なるようにしかならないってことさ。あの二人だって、本気で結婚がイヤなら、家出でもなんでもすりゃいいんだ。それをしないってことは、結婚なんて考えてもみなかった相手だけど、いつも一いつ緒しよにいた仲間が近い未来、別れ別れになるなんてのも考えられない、どうしようって迷ってるって感じじゃねえ？　天に運を任せるというか、結婚がブッ壊せたらそれで良しとしよう、ブッ壊せなかったらしかたないから結婚するか、ってな感じ」

「そうよ、本気じゃないから結婚ブッ壊し大作戦も失敗してるのよ！」

　珍めずらしくウィルが賛同しているせいか、マギーは意い気き込ごんで断言した。だが、バズはやはり釈しやく然ぜんとしない面おももちで、

「でもそれならさ、ウオルフさんは最初から結婚に反対しないと思わない？」

「なによ、バズ、あたしたちの意見に文句あるの？」

　低い声で脅おどすマギーに、慌あわててバズは首を振ふる。

「そうじゃないけど、ウオルフさんの性格って、そんな迷う人じゃないと思わない？」

「そーいやあ、そうだなあ。『ステラと結婚？　はっはっは、まいったなあ』とか笑って、簡単に承知しちゃう気がする」

　ウィルがウオルフの口くち真ま似ねをした。そして腕うでを組む。

「なんだろう、その理由が分かれば、ウオルフの方は簡単に落ちる気がするな」

「調べてみましょうか？」

「そうだなあ……よし、マギーはそのことの担たん当とうな。バズはステラの攻こう略りやく方法を探さぐってくれ。俺おれはもうちょっと紋もん章しようのこと調べるから」

　ウィルの分ぶん担たんの決定に、バズは怪け訝げんそうに顔をしかめた。

「攻略って、なんの攻略だよ」

「だから、どうやったらステラがウオルフとの結婚を認めるか、って意味だよ」

「ぼくたち、結婚を壊すのが仕事じゃなかったっけ？」

「あれ？」

「あら？」

　いつの間にか問題がすり替かわっている自分たちに、三人は首を傾かしげた。







　５　錬れん金きん術じゆつと銅貨







　なぜ、というよりは、バズが最初っからおおよそこうなるだろうと踏ふんでいたとおり、目的は逆転した。あのマギーが「女の子の一生の夢」たる結けつ婚こん式しきをブッ壊こわすなんてことに協力するはずがなく、そして、一度脇わき道みちに逸それたら帰ってこないウィル、この二人が今回はタッグを組んだのだ。これでまともに依い頼らいを遂すい行こうできる方がおかしい。

（でも、これでいいのかなあ）

　律りち儀ぎなバズは、二人の意見──ウオルフとステラの仲は満まん更ざらでもないということ──には賛成だったが、だからといって依い頼らいを無視して敵に寝ね返がえるのは、倫りん理り的てきによろしくないと思っていた。だが、反対することもできなかったので、こうして釈しやく然ぜんとしないながらも一人でチャールズ・ブリックスの尾び行こうを行っていた。

　本当ならステラの尾行をしたかったのだが、彼女ときたら、昨日きのうゴーダ家のアパートを飛び出して以来、鉄てつ砲ぽう玉だまのごとく消えてしまい、しかたなくブリックス将軍のあとをつけているのである。

　といっても、ブリックス将軍は家を出るとまっすぐ王宮に行ってしまい、それ以上はバズにはどうすることもできなかった。

　市街から王宮に続く通りの道ばたに座すわり込み、ブリックス家の馬車が戻もどってくるのをひたすら待つ。

（あーあ、ぼくも紋もん章しよう調べの方がよかったなあ）

　ああいう地じ道みちな作業は得意なのだ。逆に言えば、積極性を必要とする仕事は苦にが手てである。こんなところで油を売っているくらいなら、ブリックス家に乗り込こんでステラの攻こう略りやく法ほうを嗅かぎ回ればいいものだが、一人で見知らぬ屋や敷しきに乗り込んでいける勇気がバズにあるわけがなかった。

　最近はマギーも、煙けむたがられながらもウィルにひっついているよりは、一人でちょこちょこと言いつけられた任務を遂行し、褒ほめられる方が断だん然ぜんいいということに気づいたらしく、積極的に動き回っている。マギーの積極性をもってすれば、ウオルフの攻略法なんかあっという間に探さぐり当ててしまうだろう。

「ぼくはもともと、こういう足で捜そう査さするようなことは苦手なんだよな。頭を使うのが専門なんだ。こういう色いろ恋こい沙ざ汰たの仕事じゃあ、ぼくの灰色の脳のう味み噌そもつるつるになっちゃうよ」

　ぶつぶつと独ひとりごちるバズ。

「そうだよ、ぼくはウィルと違ちがって、野性の勘かんに頼たよっているんじゃないんだ。理知的に、まるで数学の公式のように美しく、論理的な推測と判断でもって答えを導き出す人間なんだ。よしっ、ここはぼくの明めい晰せきな頭ず脳のうでもって、ステラさんの攻略法を導き出してみせようじゃないかっ。ふっふっふ、ウィルめ、ぼくのすばらしい推理を聞かせて、今度こそぎゃふんと言わせてやる！」

　拳こぶしを握にぎり、不ふ敵てきな笑みを浮かべて断言するバズだが、「今度こそ」というところに必要以上に力がこもっているのが、哀あい愁しゆうを漂ただよわせていた。

　そこへ、目の前を、市街に向かって一人の怪あやしい娘むすめが通っていった。

「あれ？」

　慌あわてて視線で追う。

　その娘はこの熱気漂う七月に、春先にはやった淡あわいピンクのショールを頭からかぶり、見るからに人目を避さけて歩いていた。通りを一人で歩く娘にしては、身なりがよすぎるし、かといって邪じや魔まな通行人を突つき飛ばして歩いているさまは、良りよう家けの子し女じよとは言いがたい。

　そして、ショールの下から見え隠かくれする、見み事ごとな赤毛のシニヨン。

「……ステラさん？」

　十中八、九、ステラと見て間ま違ちがいないだろう。人相書き入りのゴシップ新聞が出回った今、彼女にはコソコソ人ひと目めを忍しのばなければならない理由は山ほどある。

（王宮の帰りかな？）

　彼女が歩いてきた方をバズは見る。このままブリックス将しよう軍ぐんを待つか、一番最初の標的であるステラを追いかけるか、さんざん逡しゆん巡じゆんして、だがステラが人ひと波なみに消えそうになったので、慌てて彼女を追いかけた。

　ステラは周囲の好奇の目を集めながら、ずんずん街の中心へと歩いていった。バズが小こ走ばしりになるほど、歩みが早い。

（どうして馬車とか使わないんだろう）

　市街からちょっと外れたところにある王宮まで行くには、徒かちだとけっこう時間がかかる。バズのような平民ならともかく、ステラは仮にも上流階級の娘だ、歩く必要はないと思うのだが。

　バズが訝いぶかっていると、ステラは自宅には向かわず、途と中ちゆうで通りを曲がってしまった。そして、一いつ軒けんの大きな屋や敷しきの正面で立ち止まった。

「？」

　じっと屋敷を見上げていたかと思うと、コソコソと横の路ろ地じに回り、そこから屋敷の玄げん関かんを窺うかがっている。まるで張り込みだ。

（なにしているんだろう？）

　バズも少し離はなれたところからその屋敷を見上げた。

　ゼフィッツイ市には幾いくつか、上流階級の人間が住むお屋敷街がある。貴族の館やかたがひしめきあう東の地区、大貴族の広大な屋敷がある街の周辺部、そして、庭はないが大きな館が軒のきを連つらねる街の中心部。ここら辺は三番目の地区で、もう二ブロック行けばザンダー家の屋敷もあった。ステラの家は国を守る将軍の家ということで、それらのどこの地区にも属さない、官庁街の近くにある。

　そして、彼女が今見張っている屋敷は、この辺りでも特に立りつ派ぱな建物だった。五階建てで、洗練された窓まど飾かざりのデザインも美しい、見るからに上流階級そうな家だ。

（あっ、紋章がある）

　玄関の大きな扉とびらに掲かかげられたプレートを見て、バズは付け焼き刃ばの紋章知識を掘ほり起こした。

（クレストが……剣を刺さされた生なま首くび？　あっ、クラウンがある。じゃあ爵しやく位いのある貴族だ！　バー・ヘルメットだし、うわあ、すっごい分割）

　中心にある盾たては、五分割どころではなく、大小さまざま、複雑に分割されてある。その各ポイントに、目がチカチカしてくるほど小さな図ず柄がらが描かき込こまれてある。つまり、この家は数代にわたって紋章を持つ家々を併へい合ごうしてきた──あるいは領土を奪うばってきた、名めい家かということだ。

（一体この家になんの用があるんだろう？）

　不意に、ステラが動き出した。走って路地の奥おくへ行こうとするので、バズも慌てて追いかける。

　だが、なにを思ったか、ステラが急に反転したので、勢い余ってバズは彼女にぶつかってしまった。

「うわっ！」

「きゃっ!?　あ、あなたは！」

　ショールが落ち、ステラが驚おどろきの声を上げる。バズはゴム鞠まりのように弾はじき飛ばされ、ゴロゴロと転ころがってしまった。

「大だい丈じよう夫ぶ？　えっと……」

「バズ、バズ・フェナットです」

　差し出されたステラの手を、バズはためらいながらも、その親切を断るのは紳しん士しらしくないと思って握にぎった。予想以上に強い力でステラは立たせてくれる。

　ステラは当とう惑わくしながら、

「どうしてここに？」

「えっ、えーっと、それは」

　まさか、ステラのあとをつけていたとは言えず、バズは焦あせって言いわけを考えた。

「その、そうだ、ステラさんが昨日きのう飛び出していっちゃったんで、これからどうするのか話し合う為ために捜さがしていたんです！」

　これは本当である。疑わしそうなまなざしのステラに、バズは慌てて、

「ステラさんこそここでなにしているんですか？　このお屋敷を監かん視ししていたみたいですけど……」

「えっ！　わ、私はっ」

　ステラもまた慌てて、手をわたわたと振ふった。だが、観かん念ねんしたように息をつくと、ショールを拾いつつ、

「そう、見られていたならしかたないわね……誰だれにも言っちゃダメよ？」

　ずいっと人差し指を鼻先に突きつけられて、バズは慌てて頷うなずく。ステラはバズを引っ張って屋敷から少し離れると、真剣な顔を近づけて、

「あの屋敷はドブラエ公こう爵しやくの別宅──以前は愛あい妾しようを住まわせていた家なんだけど、今は公爵自身が正妻から逃にげる為に住んでいるわ」

「公爵さまの屋敷だったんですか」

　なるほど、それなら立派な紋章も頷ける。

「そうよ。それで今、若い娘が誘ゆう拐かいされて消えてしまう事件がちまたで騒さわぎになっているでしょう？」

「騒ぎになっているのは、ステラさんとウオルフさんのロマンスだと思いますけど」

　皮ひ肉にくでもなんでもなく、バズは真ま顔がおで指し摘てきしたが、当然のごとくステラの扇せん子すで思いっきり頭をはたかれた。その痛さときたら、とても子供相手とは思えない力である。

「い、痛い」

「あっ、ごめんなさい！　ついウオルフと同じ調子で叩たたいちゃった！」

　頭を押おさえて涙なみだをにじませるバズに、ステラは慌あわてて謝った。これがいつも通りなら、ウオルフはかなり頭が頑がん丈じようなのだろう。そして、孔く雀じやくの羽根のついた扇子も、武器として通用するくらい頑丈のようだ。

　バズもマギーに鍛きたえられているので、手を振って、

「い、いえ、大丈夫です……それで、その事件がどうしたんですか」

　聞いたことのない事件だが、バズは自分があまり噂うわさ話ばなしに聞き耳を立てる性格ではないと分かっていたので、それで知らないのだろうと判断した。

　ステラはバズの耳元に口を近づけると、小声で、

「その黒くろ幕まくがドブラエ公爵じゃないかってことよ！」

　バズは驚いて彼女を見上げた。

「本当ですか？」

「本当よ！　私がこの二カ月間、調査した結果だもの！　ドブラエ公爵は町中の犬や猫ねこをさらって、怪あやしげな錬れん金きん術じゆつの実験を行っているって噂があるのよ。これはかなり信しん憑ぴよう性せいの高い噂なの。現に私は、犬猫を集めていた男が、この屋敷に入っていくのを目もく撃げきしたわ」

　自信満々にステラは答える。錬金術。医者を父に持ち、自分もそれを目指すバズには聞き慣れた単語だったが、それが実際どんなものかまでは知らなかった。鉄から金を造り出そうとしている、昔流は行やったいんちき学問というイメージしかない。

「あのお、その話が本当だとして、公爵さまはなにをしようとしているんですか？」

　おずおずと尋たずねると、ステラはそんなことも知らないのかと、憮ぶ然ぜんと、

「もちろん、鉄から金を造り出すのよ！」

「はあ……」

「しかも、その実験には若い娘の血が必要らしいの。だから若い娘を誘拐して、秘密の工こう房ぼうで解体して──それ以上はいくら私でも言えないわ」

　ぶるっと身を震ふるわすステラ。だが、怯おびえているわりには目がキラキラと輝かがやいているのはなぜだろう。そう、まるで色いろ恋こいネタを聞いたときのマギーのように。

　バズはイヤな予感がしながら、それでも聞かずにはいられずに、

「それで……その、なんでステラさんがそんなことを調べているんです？」

「実じつは──本当に誰にも言っちゃダメよ？──デザイナーの卵とは世を忍しのぶ仮の姿、私は探たん偵ていの卵なの！」

　誇ほこらしげに胸を張り、ステラは宣言した。反対に、バズはくらりと目眩めまいがする。

（た、探偵の卵……）

　自分たちも捜し屋などという怪あやしげな仕事をしているが、もともとはエドの仕事だし、第一それで食っているのだから文もん句くを言われる筋すじ合あいはない。

　だが、ステラは由ゆい緒しよ正しい家いえ柄がらの娘で、食うには困らない生活をしているはずである。なのに、よりによって探偵とは。

「た、探偵って、夫の浮うわ気きを調べるとか」

「迷めい宮きゆう入いりの殺人事件を解決するとかよっ」

　認にん識しきの食い違いに、ステラは憤ふん然ぜんと訂てい正せいした。

「半年前からゴルサカ通りのシーモア探偵事務所に見習いとして入っているの。なにか一つ仕事をこなしたら、正規の助手として雇やとってもらえる約束なのよ」

　ウキウキと音が聞こえそうな弾はずんだ口く調ちようで、ステラは説明する。バズは困こん惑わくして、

「それって、体ていよく追い払はらわれたんじゃ……」

「そんなわけないでしょっ」

　言葉の途と中ちゆうで、またまた扇せん子すでブッ叩たたかれる。

「ともかく、これで分かったでしょう？　私はこのチャンスを逃のがしたくないの。探偵になるのは小さいころからの夢だったわ、それをウオルフなんかとの結婚でフイにしたくないのよ！」

「あのう……なんで探偵になりたいって思ったんですか？」

「少女探偵アンジェという本を読んで、とても感動したのよ！　わずかな事こと柄がらから推測して、危険をかいくぐり、ついには犯人を追い詰つめる！　ああ、なんてステキなの！」

　うっとりと扇子を握にぎりしめ、ステラは力りき説せつした。どうも彼女は探偵と警察の仕事を混同しているようだ。

（あああ、なんかすばらしく思いこみが激しい人かもしんないーっ）

　バズはこのまま逃にげてしまいたい衝しよう動どうに駆かられたが、

「あっ、公こう爵しやくが出かけるわ！　ついてらっしゃい、ウオルフ！」

　むんずとステラに襟えり首くびを摑つかまれ、引きずられる。彼女はバズをウオルフと呼び間ま違ちがえたことにも気づいていないようだ。

（なんか、未来のマギーを見ているような気がしてきた……）

　飼い主に逆さからえない犬よろしく、バズは力なくずるずると引きずられていくのだった。




　そのころ、引き続き紋もん章しよう院いんで紋章を調べていたウィルは、幾いくつかのそれらしきものをピックアップしていた。

　なにせウオルフの記憶自体、曖あい昧まいなものである。似たようなものはこの五十年間に限っても十四もあったが、その中でウィルが気になったのは、とある植民地の総そう督とくだった男の紋章だった。

　男の名はジェラルド・モーティマー。生きていれば今年で六十三歳さいだ。百年前に勃ぼつ発ぱつしたカツミレ戦争の功績でエイボン伯はくに任じられたモーティマー家の、先代当主の四番目の弟に当たる。跡あと取とりでなかったので、軍に入隊、その後はトントン拍びよう子しに出世し、植民地の総督にまで登り詰めた。そして、三年前に死亡している。

　その植民地というのは、キリワスだった。

「俺おれ、植民地って、暗黒大陸か東洋にしかないと思ってた」

　ウィルは一いつ緒しよに調べてくれた紋章官に、憮ぶ然ぜんと言った。キリワスは陸続きの、同じ文明圏けんにある国だ。

　紋章官はウィルの手て元もとの本を覗のぞき込こんで、

「そんなことはない、むしろその逆だね。ここら辺で行われていた植民地政策が、航海技術の発達で暗黒大陸や東洋まで拡張されたと考えればいい」

「この人だと思う？」

「エイボン伯は五代前に、シャーランド伯の分家ロンゲペー家の一人ひとり娘むすめを妻にもらっている。モーティマー家はもともと漁師だから、金のカモメも船も頷うなずけるな。有力候こう補ほとして見ていいのではないかね」

　満足そうに紋章官は頷いた。




　早さつ速そくウィルはモーティマー家に確かく認にんを取ることにした。当人はすでに亡なくなっているので、その甥おいが今は当主だと言う。

　ゼフィッツイのモーティマー家に行く道みち々みち、ウィルは顔をしかめっぱなしだった。こんなところでキリワスの名を聞くとは思わなかったのだ。

（キリワス──あの荷物の差し出し場所）

　ウィルはエドのベッドで眠ねむり続ける「船ふな荷に」を頭に浮うかべた。

　アパートに運び込まれてからもう十二日経たっているが、彼女は一向に目を覚ます気け配はいがなかった。水は口に流し込めば飲むが、食べ物は受けつけない。いくらなんでも死んでしまうと思ったが、彼女は健すこやかに、緩ゆるやかに寝ね息いきを立てて生きていた。水だけでもちっとも瘦やせないし、脈を取ってみると、心しん拍ぱく数すうが極きよく端たんに低く、体も夏だというのに薄うす気き味み悪わるいほど冷えていた。

（まるで冬とう眠みんしているみたいだな）

　延々と眠る病気にでもかかっているのだろうか。それにしても、排はい泄せつ物ぶつがまったくないというのはどういうことだ？　食べていないからか？

（きれいだけど気味の悪い人だよな。本当にクソ親おや父じが送ってきたとしたら、ちょっと変わってるのは当たり前かもしれないけど）

　東洋には、一年間首から下を地面に埋うめて過ごす修しゆ行ぎよう者しやがいるという。その手のたぐいかもしれない。

　きっと今回の紋章は偶ぐう然ぜんだろう。ウィルは自分自身に言い聞かせた。例の紋章がジェラルド・モーティマー氏のものでない可能性も高いのだ。

（きっと俺がキリワスという国に敏びん感かんになってるから、この人が目に付いたんだな。うん、そうだ）

　大体、本当にそうだったとしても、なんだというのだ。ジェラルド・モーティマー氏はすでに三年前に死んでいる。あの子が送られてきたのは十二日前だ。

（三年前？）

　ウィルはぎくりとして、思わず足を止めた。

　トリックが蒸発したのは何年前だ？

「…………」

　ウィルは頭を振ふると、走り出した。まずは確認してからだ。推測は推測の域いきを出ない。

　街の外れにあるモーティマー家の屋や敷しきへとたどり着く。大きな屋敷で、故人の生せい前ぜんの繁はん栄えいぶりを充じゆう分ぶんに表していた。

　だが今は窓という窓が閉め切られ、庭も今年の夏草が生はえっぱなしになっている。

（なんか、廃はい屋おくっぽいような……）

　だが、廃屋というにはまだまだ小ぎれいだ。庭にわ師しが不ぶ精しよう者ものだったとも言える。

（当主が本宅の方に帰ってるのかな？　今のエイボン伯の八男だっていう話だし）

　だが、管理人くらいはいるはずだろう。ウィルは躊ちゆう躇ちよすることなく、通用門から敷しき地ち内ないに入り、勝かつ手て口ぐちの扉とびらを叩たたいた。

　返事がない。誰もいないのだろうかと訝いぶかるころになって、ようやく木き戸どが開いた。

　中から背の高い、こんな勝手口に現れる人間にしては身なりのいい若い男が顔を出した。彼は猛もう禽きん類るいの鋭するどいまなざしで、じろりとウィルを見下ろした。

（この人……？）

「誰だ」

「あの……ちょっと尋たずねたいことがあってきたんだけど」

「なんだ」

　少々たじろぎながら話を切りだすウィルに、男は居い丈たけ高だかに聞き返した。表情が変わらない。

　ウィルの胸中に不安が湧わいてきた。上流階級にはこの手の陰いん気きな人間はよくいる。そう自分に言い聞かせたが、彼の鋭い第六感が、「危険」を察知していた。

（コノ男ハヤバイ。関かかワルナ）

　だが、話を切りだしてしまった以上、あとには引けず、ウィルはステラの描かいた紋章を男に見せた。

「この紋章は、この家の？」

「……先代の、ジェラルド・モーティマー氏の紋章に似てなくもない」

　むっつりと男は答える。ウィルは男の態度に当とう惑わくした。さっさとウィルを追い払はらいたいようでもあるし、だが、こうしてきちんと応対してくれるのはなぜだろう。

「旗の色は、緑みどり地じ？」

　ウィルが尋ねた途と端たん、男の顔色が露ろ骨こつに変わった。灰青色の目を大きく開き、怒おこりだす一歩手前の表情になる。

（あっ、なんかヤバイかも）

「あの、俺っ──」

「旗はどうした」

　とっさに逃げようとしたウィルに、男が低い声で尋ねた。意外にもその声には怒りは含まれていなかった。ウィルは拍ひよう子し抜ぬけして、

「えっ──あの、その、なくしちゃって……」

　正しくもないが間違ってもいないことを口走ってしまう。男はじっとウィルを見下ろしていたが、くいっと顎あごで屋敷の中を指し、

「入れ」

　有う無むを言わさぬ強い口く調ちようで命令し、中に姿を消す。

　ウィルはためらったが、職業病的好奇心がむくむくと湧わき上がり、ついには不安を押おしのけてしまった。

（やっぱり旗にはなにかあるんだ）

　それがウオルフに関係することなのかどうかは分からないが、ともかくせっかくなにか摑つかめそうなのに、ここで回れ右をして逃げる手はない。

　ウィルは用心しながら、屋敷の中に入った。

　中は静まり返っていた。大きな屋敷にふさわしく、いくつも部屋が並んでいる。だが、人の気け配はいはまったくなかった。使用人もいない。美しい市いち松まつ模も様ようの廊ろう下かもうっすらと埃ほこりを被かぶり、掃そう除じを何日もしていないことを窺うかがわせた。

　だが、それは数日、数カ月の単位であって、決して一年以上でないことも分かる。

　男は奥おくの部へ屋やに行くかと思われたが、食堂に入っていった。ウィルも続いて入り、ぎょっと足を止める。

　そこには二十人近くの男が待ちかまえていた。席に座ってはいるが、もちろんランチを食べているのでもお茶会をしているのでもない。ワインもない大きなテーブルに行ぎよう儀ぎよく座り、ウィルが入ってくるといっせいに視線を向けた。

　じろりと、ウィルを案内した男と同じ、猛もう禽きんのまなざしを向ける。ウィルは思わずあとずさった。

　皆、やはり身なりはいい。顔立ちにも気き品ひんや威い厳げんがあり、人の上に立つ人間の面つら構がまえだ。年はてんでバラバラで、さっきの男がいちばん若いようだった。杖つえをテーブルに立てかけている老人もいる。

　全員、にこりともせず、仮面のような無表情を向けていた。怒りも嘲あざけりも軽けい蔑べつも感じられない。無感動にウィルを見ている。

（な、なんだ、この人たち……）

　不ぶ気き味みな集団に、ウィルはここに来たことを早くも後こう悔かいしていた。暴力的な臭においはないが、違ちがう意味の怖こわさが充満していた。

　ここは普通の人間の来るところではない。

「旗を」

　誰かが口をきいた。低い声だ。ウィルはびくっと身を縮め、素す早ばやく誰が喋しやべったか探さぐったが、全員口は閉とざされ、分からなかった。無む駄だ口ぐちは叩たたかない人々らしい。

「旗はなくしたそうです」

　案内した若い男が面おも白しろくもなんともなさそうに、くそまじめな顔で答える。そのときだけ、男たちがざわっと小さく言葉を交わし合ったが、すぐに消えてしまった。

　テーブルの主席に座っていた老人が、

「では、あれを出せ」

「あれ？」

　思わず聞き返してから、ウィルは対応を間違えたことに気がついた。男たちの無表情が崩くずれ、不ふ審しんそうな色が浮かんだからだ。

「……小こ僧ぞう、なぜこの家にやってきた」

　老人の隣に座っていた黒くろ髪かみの男が鋭するどく問うた。ウィルはこうなった以上は、なにも分からない子供を演じた方が得とく策さくだと考え直し、

「えっと、知らないおじさんに、旗をなくしたから捜さがしてるって、そう伝えてくれって、頼たのまれたから……」

　ウィルは上うわ目め遣づかいに男たちを見ながら、おどおどと怯おびえたふりをして口から出まかせを言った。男たちは視線を交わしていたが、

「ご苦労だったな。これを」

　黒髪の男がウィルの足あし下もとになにかを投げる。銅貨だった。ウィルはそれを拾うと、すぐさま逃げ出した。

　ココニイテハイケナイ。

　その忠告が捜し屋の星の言葉なのか、それとももっと体の奥深いところから来る警告だったのか、分からなかった。







　６　きざし







　ステラのドブラエ公こう爵しやくの張り込こみにむりやり付き合わされたバズは、彼女とともに、郊外の公爵の別べつ荘そうに忍しのび込んでいる真まっ最さい中ちゆうだった。

　湖を裏に控ひかえた別荘は、密集した市内の屋や敷しきと違ちがい、公爵の肩かた書がきにふさわしい大きな、広々とした建物だった。庭園も広く、青々とした林に囲まれている。

　湖の青、森の緑、夏の白い雲。風ふう光こう明めい媚び、かつ市街からもっとも手て近ぢかにある、まさに一等地のお手軽な別荘である。そこに二人は潜せん入にゆうしていた。

　窓から忍び込み、屈かがんで部へ屋やから部屋へと進む。

　内部は外観通り、豪ごう奢しやな造りになっていた。調ちよう度ども壁かべに掛かけられた絵も、シャンデリアも、ラズボーン家に勝まさるとも劣おとらない重厚さである。潤じゆん沢たくに金を使ったというならばザンダー家もそうだが、伝統に裏うら打うちされたセンスのよさはまるっきり違った。調度品一つ一つが、古い歴史を感じさせるアンティークなのだ。

　だが、屋敷全体に染みついたような、青くさい匂においはなんだろう。時とき折おり鼻を刺さすような刺し激げき臭しゆうを感じるのは気のせいだろうか。

　陽光が差し込む明るい屋敷に、どこか暗い陰かげがある。

「娘むすめたちはどこに閉じこめられているのかしら」

　壁に張りつき、鋭するどいまなざしでステラは辺りを窺うかがう。バズも彼女に倣ならいながら、めいっぱい不安そうに顔を歪ゆがめて、

「ステラさん、なんか、ぼくたち、泥どろ棒ぼうみたいなんですけど……」

「なに言っているのよっ、あなたもお屋敷から連れ出された三人の娘を見たでしょう!?」

　きっと眉まゆをつり上げ、ステラは小声でバズを叱しかりつける。

　確かにドブラエ公爵は、市内の屋敷から顔面蒼そう白はくの、今にも倒たおれそうな娘たちを三人、自分の馬車に押し込めていた。そして、そのままこの別荘に来たのだから、あの娘たちもここにいることは間違いない。

「身なりからいって、あの娘たちはただの町まち娘むすめ、決して公爵の娘なんかじゃないわね」

「はあ……」

「あのふらつき具合は、きっと薬を嗅かがされたのよ。意識不明になったところをこの別荘に連れ込んで監かん禁きんして、生き血を絞しぼって実験に使うのよ！」

「実験……？」

「錬れん金きん術じゆつのに決まっているでしょう！」

　今ひとつ事態を理解していないバズの額ひたいに、バシッと扇せん子すが激げき突とつする。すでにステラには、相手がつい最近知り合ったばかりの子供だという遠えん慮りよがなくなっていた。

「い、痛い」

「もう、あんまりスカタンなこと言わないでちょうだいねっ。手が痛くなっちゃったわ」

　仏ぶつ頂ちよう面づらで右手を振ふるステラ。自分の声が大きくなっていることにも気づいていないようである。

　他人に厳しく自分に甘あまい。まさにマギーがそのまま大きくなったようだ。

（もしマギーがあのまま大きくなったとしたら、ぼくはウオルフさんみたいに泰たい然ぜん自じ若じやくとしてなくちゃならないのかな）

　それを考えるとため息が出てくるバズだったが、幸運にも、それほど悩なやみは続かなかった。

「そこにいるのは誰だれだ！」

　突とつ然ぜん、第三者の怒ど号ごうが飛んできて、二人は飛び上がった。飛び上がると同時に、バズは、

（やっぱりこれだけ騒さわいでいれば見つかるよなあ）

　と諦あきらめ顔になるのだった。




　モーティマー家を逃にげ出したウィルは、だがしかし、敷しき地ちの外までは出ていかなかった。勝かつ手て口ぐちから食堂が見える中庭へと回る。そして、隠れるのにちょうどいい木を捜さがすと、彼らに見つからないよう細心の注意を払って登った。

　ここで帰ったら、捜し屋としての名が廃すたるというものだ。

　大きな枝に腰こし掛かけ、食堂の様よう子すを窺うかがう。

（おーおー、よく見える見える）

　男たちはさっきと同じように椅い子すに腰掛けたまま、会話する様子もなく、じっとなにかを待っていた。おそらくジェラルド・モーティマーの紋もん章しよう旗きを持った人間を、だ。

（でも、妙みようだな）

　ウィルは考え込んだ。彼が捜している旗はウオルフの実じつ父ぷが持っていたもの、つまり二十二年前のものだ。まさか二十二年前からあの男たちは、こうして食堂で待っていたわけではあるまい。そうなると怪かい談だんの域いきである。

（やっぱり、なにかを待ってるんだよな。旗がその合い言葉みたいなもんだったんだ）

（となると、やっぱりウオルフの本当の父親とは関係ない事態ってことか……）

　妙なところに来合わせてしまったものだと、ウィルは顔をしかめた。よくよく自分は幸運なのか、それとも不運なのか。

（でも、あの男たち）

　一体何者だろう。モーティマー家の当主はいるのだろうか。いるのだったら、なぜ家を荒あれたままにさせておくのだろう。

　ざっとメンバーの顔を覚えてきたが、二人、見覚えのある人物がいた。

　一人はピタール家の当主、ジョン・ピタール。国で一、二を争う造船業者だと思った。

　そして、もう一人は──

（あれは、オリヴァ・グロースター卿だ）

　現国王の叔お父じであるオリヴァを、以前に一度見たことがあった。ラズボーン家主しゆ催さいの夜や会かいかなにかでだ。国王より二つ年下で、前国王の数多い兄きよう弟だいの中で、唯ゆい一いつ生き残っている人だった。

　そんな偉えらい身分の人が、なぜこんなところにいるのだろう。貴族庶しよ民みん入り交じっての集まりらしいが、王族が来るとなれば、掃そう除じの一つや二つ、しておかねばならないのが当然ではないか。

（お忍びで来てるとしても……なんか変だな）

　募つのっていく不安の中、ウィルはメンバーが誰だれも彼のことを知らなくてよかったとホッとした。なにかあったとき、王族絡がらみとあってはただごとではすまされない。

　ウィルは木の上でひたすら待った。食堂の男たちとともに。




　日が傾かたむき、うとうとしかけたころ、食堂に動きがあった。

　ぱたん、と軽く扉とびらが閉まる音でウィルは目を覚ました。慌あわてて身を乗り出すと、食堂にメンバーとは違ちがう、貧ひん相そうな男が入ってきた。薄うす汚よごれた服を着て、下から人を睨にらむような、目つきの悪い男だ。

「…………」

「…………」

　彼らはなにか会話しているようだった。だが、締しめ切った窓に妨さまたげられ、声は聞こえなかった。

　目つきの悪い男が、胸むな元もとから包みを取りだした。緑の包みだ。

　男が包みを広げ、両手で摘つまんでみせる。ウィルは目を細めた。

　ジェラルド・モーティマー氏の紋もん章しよう旗だ。

　そして、包みの中から、男がなにかを取りだす──

　突とつ然ぜん、ドカン！　と大きな音がして、蹴け破やぶられた食堂の扉から、わあっと大勢の人間が突とつ入にゆうしてきた。

「な、なんだあ？」

　いきなりの展開に、ウィルは目を白黒させた。それでも彼らに見つかるまいと、幹に身を隠かくす。

　わあわあと悲ひ鳴めいが窓を越こえて聞こえてきて、男たちと襲しゆう撃げき者しやたちの乱らん闘とうが始まった。突然の襲撃にもかかわらず、男たちはそれを予測していたのか、すぐさま反はん撃げきに出た。剣けんやナイフがぶつかり合い、銃じゆう声せいも轟とどろきわたる。

（じょ、じょーだんだろっ、どうしてこんなことになるんだ!?）

　ウィルは襲撃者たちの顔を覚えようとしたが、銃じゆう弾だんが窓を破って飛んできたので、慌てて首を引っ込めた。

　食堂は広かったが、四十人近い人間が暴れるには狭せますぎて、外から見てもなにがなんだか分からなかった。全員男なので、区別といえば立りつ派ぱな身なりか大してそうでもないかぐらいしかなく、どちらが優勢なのか分からない。

　窓がバッと開かれた。必死に外に逃げだそうとする男は、さっき顔を覚えた奴やつだ。庭をこちらに向かって走ってくる男にウィルはギョッとしたが、窓から襲撃者の一人が拳けん銃じゆうをかまえたのを見て、

（危ない！）

　ウィルはとっさに怒ど鳴なろうとしたが、すんでのことで自分の口を手で押おさえた。

　乾かわいた銃声がして、走っていた男が頭から血を噴ふきながら倒たおれる。

　ウィルはどきどきする心臓を押さえ、身を縮めた。襲撃者が自分に気づかないよう必死に祈いのる。

　幸さいわい、襲撃者は木の上のウィルには気づかず、食堂の乱闘の中に戻もどった。それを確かめてから、ウィルは素す早ばやく木から飛び降りた。

（確か今）

　身を伏ふせ、夏草に隠れながら、銃殺された男のそばに寄る。そして、男の手からこぼれたものを発見した。

　ガラス玉の首くび飾かざりだった。さっき、目つきの悪い男が旗に包んで持ってきたものだ。

（これ……？）

　ウィルは目を細めたが、詳しく調べている場合でも迷っている場合でもないと自分を叱しつ咤たし、首飾りをふところに突つっ込こんで逃げ出した。もちろん、男たちに気づかれないよう、慎しん重ちように慎重を重ねながら。



















　最近、私の周まわりにうろちょろしていた子供たちは、めっきりその姿を現さなくなった──

　捜し屋にまとわりつかれて閉へい口こうしていたベルンハルトだが、あの「決けつ闘とう」以来、子供たちは来なくなってしまった。うざったい子供たちだったが、いなくなったらいなくなったで、なんだか物もの寂さびしい。あれくらいの子供が理由はともあれ、一いつ生しよう懸けん命めい仕事をしている姿を見ると、ほほえましく思ってしまう。そう、彼はとある理由からあの年とし頃ごろの子供がとても気になるのだ。

　ところが、昨日きのうから再び、自分に尾び行こうがつくようになった。今回は女の子一人だけだ。ベルンハルトは「やれやれ」とため息をつくのと同時に、ホッとしていた。

　だが、さすがに一人では騒さわぐこともなく静かでいいのだが、日がな一日じーっと扉の隙すき間まから見つめられては、仕事も落ちついてできない。

「…………」

　どうしたものかと頭を悩なやませていると、扉の外から、

「ちょっとごめんなさいね。どいてくださるかしら」

「あっ、ごめんなさーい」

　彼の妻と少女の会話が聞こえて、それからノックがされる。

（一体これはなんだろう？　尾行か？　それとも観察か？）

「あなたさま、お茶の用意をしてまいりましたわ」

　妻のロートラントが盆ぼんを手に書しよ斎さいに入ってくる。テーブルの上にカチャカチャとアフタヌーンティの支し度たくをする妻を、ベルンハルトは憮ぶ然ぜんと眺めていたが、

「……ロートラント」

「はい？」

「外のあの子も連れてきなさい。尾行にも体力が必要だろう」

「はい」

　ロートラントはくすくす笑いながら、部へ屋やの外へ行った。彼女に手を引かれ、捜し屋の少女がおずおずと書斎に入ってくる。

（名前はなんといったか──そう、マギーだった）

「椅い子すに座りなさい、マギー。疲れただろう」

「……はい」

　おずおずしながらも警けい戒かいしているのが、その目を見れば分かる。ベルンハルトがなにを考えているのか分からないのだろう。

　ベルンハルトは妻からティカップを受け取りながら、

「そう緊きん張ちようすることはない。ときには敵に塩を送ることも大事だ」

「塩……？」

「いいのよ、遠えん慮りよしないで食べてね」

　ロートラントが菓か子しの並んだ皿をマギーに勧すすめる。マギーは納なつ得とくしていない表情だったが、食欲には勝てなかったらしく、ぱくぱくと食べ始めた。

（ふうむ、物もの怖おじせんな）

　ベルンハルトは感心した。この年とし頃ごろの平民の娘なら、彼くらい地位のある人間を前にしたらものなんか食べられないはずだ。

「どんどん食べてね。この人も私もあまり甘いものが好きではないのだけど、残すと料理長のザブレグが悲しむから、いつも無理しているの」

「はあいっ」

　ローラントの言葉に、少女は嬉うれしそうに明るく返事をする。それを見て、ベルンハルトは良心が痛んだ。

（私なんか見張っていてもあの旗は見つからないというのに、可哀かわい相そうなことだ）

　第一、チャールズに指し摘てきされたとおり、万一旗が見つけられたとしても、それでどうなるというものでもない。まさに骨折り損ぞんのくたびれ儲もうけといったところだ。

　それでも、彼女たちは仕事でしているのだから、報ほう酬しゆうは得られるだろう。旗が見つからなかったからとウオルフが支し払はらいを拒きよ否ひしても、ベルンハルトは自分が敢かん闘とう賞の意味をこめて渡わたすつもりでいた。もっとも、ウオルフが支払いを拒否するとは思えないが。

（あれはそういう子だ。そこだけは私もいい育ち方をしてくれたと思うが……）

　しかし、あの旗がいつまでもあると思いこんでいるヌケサクぶりは、いい点で補っても余りあるほどのスケールで、父親ながら目眩めまいがしそうだ。

（……父親、か）

　ベルンハルトは妻と少女に気づかれないよう、自じ嘲ちようした。だが、少女はめざとくそれに気づき、不思議そうに首を傾かしげる。

「どうかしたんですか」

「いや──今日は一人か。仲間はどうした？　ウィル・ゴーダもずっと顔を見せてないようだが」

「あ、あの二人は、ちょっと別のところへ行ってるんです」

　少女もどこか焦あせった口く調ちようで答える。ベルンハルトは眉び宇うをひそめた。

（さては、敵も旗探しが無意味なことに気づいたか？　当然だな、少し遅おそいくらいだ）

（いや、待てよ？　ウィル・ゴーダは家や捜さがしのあとは消えていたな。あのころから気づいていたとなると、この娘はなぜ私を未いまだに見張り続けている？）

　ベルンハルトの胸中に不安が走った。

　まさかとは思うが、ウオルフの方が上うわ手てだったら？

　旗を捜しているように見せかけ、ベルンハルトの気を捜し屋に引きつけておいて、自分は家を出る準備をしているとか？

（いや、あのウオルフにそんな器用なことが考えつくはずがない）

　ベルンハルトはその可能性を否定したが、すぐにそれを覆くつがえせる可能性を思いついた。

（ウオルフに考えつくはずがない。ステラとて気は強いが思考パターンは似たようなものだ）

（だが、この捜し屋の子供たちは？）

　目の前にいる少女やあの気の弱そうな金きん髪ぱつの少年は置いておくとして、リーダーたるウィル・ゴーダはどうだ。天才トレジャーハンター、トリック・ゴーダの息子むすこにして、陰かげの女帝シンシア・ラズボーンのお気に入り、あの聡そう明めいそうな少年なら。

　ベルンハルトはさあっと血の気が引くのを感じた。そう言えば、最近ウオルフの顔を見ていない！

　彼は椅い子すから立ち上がると、血相を変えて、

「うちのウオルフガングはどこに行った!?」

「え？　昨日会ったきりですけど」

「奴やつが今なにしているか知っているか!?」

「さあ……」

　ベルンハルトの勢いに圧あつ倒とうされ、マギーが曖あい昧まいに答える。気を揉もむ彼に、少女は上うわ目め遣づかいに、

「あのお、聞きたいことがあるんですけど」

「なんだっ？」

「ウオルフはなんで結婚に反対してるの？」

　ベルンハルトは意表を突つかれて、ロートラントを見た。彼女もキョトンとして夫を見返す。

「……なんだ、そんなことも知らなかったのか」

「ウオルフは暗黒大陸で山やま師しになりたいとか言ってたけど……でも、それだけじゃない気がするの。ステラとも満まん更ざらな仲じゃないみたいだし、あの二人お似合いだし」

　じーっとマギーはベルンハルトの目を見つめて言う。

（おお、やはり女の子だな。分かっているようだ）

　どうやら捜し屋たちも、結婚をブッ壊こわすことに懐かい疑ぎ的てきになっているようだ。これは敵を味み方かたにつけるチャンスである。

　ベルンハルトは内心ほくそ笑えみながら、勿もつ体たいぶって、心配そうなロートラントに頷うなずきかけた。

「そこまで分かっているなら、言っても差し支つかえないだろう──実は、ウオルフガングには今年十になる弟がいる」

「弟？　見たことないわ」

「今は寄宿学校にいるのだ、私もウオルフガングも五年間通った。私とそのロートラントとの間にできた子でな、ウオルフガングとは半分しか血はつながっておらん」

　半分、という言葉を強調してベルンハルトは説明した。

「ウオルフガングの母親はもちろん私の正妻だった、奴は嫡ちやく男なんで正当な後こう継けい者しやだ。だが、なにやら肩かた身みが狭せまいらしくてな、弟のダリルにすべての財産を譲ゆずる気でいるのだ」

「ウオルフは私に遠えん慮りよしているようなの。私は実の息子のように彼と接してきたつもりなのだけど……やはり八歳しか違わない義母なんて、信用してもらえなくて」

　ロートラントが悄しよう然ぜんとため息をつく。ウオルフはロートラントを気き遣づかってのことだろうが、逆にそれが彼女を傷つけているようだった。

　マギーはびっくり人にん形ぎようのように目を円まるくした。

「じゃあ、暗黒大陸に行きたいってのは、単なる出で任まかせなの？」

「あいつに暗黒大陸行きの船が乗れるものか、馬車でさえ酔ようような奴だぞ」

　憮ぶ然ぜんとベルンハルトは言い返す。

「あいつはこの家を出るつもりなのだ。だが、ステラと結婚してしまっては、ゼフィッツイに残らざるを得なくなる。そうなったら、私はあいつにこの家の財産を全て渡す。これで分かったであろう、奴が結婚したがらない理由が」

「うーん」

　少女は親指を嚙かんで考え込んだ。そして、妙みよう案あんが閃ひらめいたか、ぱあっと顔を輝かがやかせて、

「じゃあ、ウオルフに相続を放ほう棄きさせて、その弟さんを第一後継者にすれば、ウオルフは結婚を了りよう解かいするんじゃない!?」

「そんなことは絶対させん！」「させませんわ！」

　ベルンハルトとロートラントの大声がハモる。マギーが耳を手で塞ふさいで顔をしかめた。

「それは本ほん末まつ転てん倒とうというものだっ。そんなことをさせるぐらいなら結婚を取りやめる！　だが、ブリックス将軍との約束もあるのだ。だから、結婚は取りやめんし、相続も放棄させん。あれの母親に私は死の床とこで誓ちかったのだ、あれを立りつ派ぱな男に育てるとなっ」

「そうですわ、この家の長男はウオルフです。どうしてもと拒こばむなら、私とダリルがこの家を出ていきます！」

「ロートラント、そんなことはしなくていいっ。ウオルフガングを愛しているように、私はダリルも愛している。奴がステラと結婚してこの家を継つげばいいことだ。まったく、ウオルフガングの奴は一体どこに行ったんだ！」

「ぼくならここにいますよ、お父さん！」

　熱血する夫婦の会話に、明るい陽気な声が割り込んできた。全員で振ふり返ると、入り口にウオルフが佇たたずんでいた。まさか当人に聞かれていたとは思わず、ベルンハルトはカッと耳みみ朶たぶを赤くして、

「い、いや、これはな、今のは、その、なんだ」

「お父さん、お客さまです。ブリックス将軍ですよ」

　息子は両親の演説など聞いてなかったような笑顔で、玄げん関かんの方を指した。

「そ、そうか。捜し屋の少女よ、私は行くが、ゆっくりしていきなさい」

「まあ、将軍さまがいらっしゃったなら、私もお出で迎むかえしなくては」

　助かったとばかりに、ベルンハルトは妻とともに逃にげるように書しよ斎さいをあとにした。




　ザンダー夫妻がそそくさと出ていくのを見送りながら、マギーは、

（二人とも、つまり過保護なのね）

　ウオルフを心配するのも分かるが、彼とて二十一にもなった男だ、彼の意見を尊重してもいいだろうに。ウオルフを信用していないのは彼らの方だ。

　そのウオルフを見ると、彼は悩なやみごとなんかみじんもなさそうな笑顔で、

「やあ、マギー。調子はどうだい？」

「いろいろ分かってきたわ。どうして弟さんのこと言ってくれなかったの？」

　咎とがめる口調でマギーが尋たずねると、ウオルフは困ったように笑った。

「君たちによけいな気遣いをさせたくなかったんだよ」

「でも、大事なことじゃない。あたしたちの話を聞いてたなら聞くけど、ねえ、弟さんがこの家を相続することになれば、結婚もオッケーってこと？」

「はっはっは、ぼくがよくても、ステラはだめだろう？」

　吞のん気きに笑って答えるが、否定しないとなると、ウオルフの方は結婚自体は別に嫌いやではないらしい。マギーはぐっと拳こぶしを握にぎりしめた。

（よおーっし、狙ねらい通りね！　これでウオルフは攻こう略りやくできたも同然だわ！）

「ねえ、ウオルフがもしステラと結婚したら、ブリックス家は誰が継ぐの？」

「ステラだよ」

　あっさりウオルフは答える。ウオルフがブリックス家を、ダリルがザンダー家を継げば公平になるではないかとマギーは考えていたのだが、少々当てが外れたようだ。

「そういうものなの？」

「うん。ステラは騎き士しじゃないから、ぼくたちの間に子供ができたら、その子が騎士の称しよう号ごうを受け継ぐことになるだろうけどね。別に結婚したからって、ぼくがブリックス家の当主にはならないよ」

「でも、ザンダー家は商売やってるんでしょ？　ぼくなんかに継がせたら一夜にして潰つぶれちゃうよとかなんとか説得してみたら！」

「はっはっは、マギーもステラ並みにひどいなあ」

　言葉のわりには傷ついた様子もなく、ウオルフは豪ごう快かいに笑って言う。もしかしてこの人は大おお物ものかもしれないと、マギーは思わず感心してしまった。だが、商売人には向いてないだろう。

（よおーしっ、ますます狙い通りだわ！　あとはベルンハルトさんを説得すれば、こっちは万ばん事じオッケーよ！　あとはステラの方ね！）

　久ひさ々びさに絶好調のエンゼル・ハートクラブの活動に、マギーは気合いを入れまくった。そして、ウオルフの腕うでを摑つかんで、

「さっそくベルンハルトさんを説得に行くわよ！　ステラのお父さんも来てるならちょうどいいわ、ブリックス将軍を味方につければ鬼おにに金かな棒ぼうね！」

「気合い充じゆう分ぶんだねえ」

「もちろんよ！　エンゼル・ハートクラブに失敗の文字はありえないわ！」

　まったく現実性を伴ともなわないことをマギーは断言すると、意い気き揚よう々よう客きやく間まに向かって歩き出した。ウオルフはすべてマギーにお任まかせとばかりに、笑ってくっついてくる。

　そして、すでによく知った客間の前まで来て、扉とびらを叩たたこうとしたマギーの手が止まった。

　部屋の中から声が漏もれ聞こえてくる。

「？」

　なにか不ふ吉きつな言葉が聞こえた気がして、マギーはウオルフに指で静かにするよう合図すると、扉に耳を押おし当てた。

「……ステラが、ドブラエ公こう爵しやくに捕まった!?」

　ベルンハルトの声である。マギーとウオルフは顔を見合わせた。

「あのバカ娘が、とうとう……で……だから……キッチュの別べつ荘そうに忍び込んで……まったくどうしたらいいか……」

　おいおい、と、ブリックス将軍の泣き崩くずれる声もする。

　どうやらステラがキッチュの別荘とかいう場所に忍び込んで、ドブラエ公爵とかいう人間に捕まったようである。

　もちろん、マギーにはてんでなんのことか分からなかった。眉み間けんにくっきりしわを寄せた顔をウオルフに見せて、

「ステラの求婚者って、ベネッサなんとかっていう侯こう爵しやくさまじゃなかったの？」

「ベッサリオーネ侯爵。ドブラエ公爵は別人だね」

「なんでそんな人がステラを捕まえたりするの？　大体、忍び込んだってなに？」

「なにって言われてもねえ。ステラはぼくに自分のやっていることを話したことなんかないし」

　ははは、と楽しそうに笑うウオルフ。声を聞かれては大変と、マギーは慌あわててウオルフを引っ張って、部へ屋やから離はなれた。

　歩きながら、ウオルフが、

「もしかしたら、アレかな？」

「アレ？」

「この間の、王宮に忍び込んだ件。なんとかってデザイナーの服を見たいっていうの、アレをまたやったんじゃないかなあ」

「だってあれは、結婚をぶち壊こわす為ためにやったんでしょ？　その公爵ってどんな人？」

「ぼくの知っている噂うわさだと、とんでもない女好きだってことぐらいかなあ」

　もっとマシな噂を聞いてくればいいのに、ウオルフは瞼まぶたを閉とじて「うーん」と唸うなる。そんなことが聞きたかったわけではないマギーは、ウオルフを一いつ喝かつしようとしたが、とある可能性に気づき、さあっと青ざめた。

「ま、まさか、そのなんとかって公爵さま、ステラを手ごめにしようとか!?」

「あははは、それはまた酔すい狂きような」

　幼なじみ兼けんいいなずけを摑つかまえて酷ひどい言いぐさのウオルフ。

「いくら老ろう若にやく男なん女によ手当たり次し第だいのドブラエ公爵だって、ステラみたいながさつで凶きよう暴ぼうな女性は手に余るんじゃないかなあ。そうだねえ、君も好みじゃないと思うよ。どちらかというとバズくんの方が資格があるんじゃないかい、あの気の弱そうなところが。公爵は男女問とわずらしいし」

「バズ！」

　マギーは悲鳴を上げた。ステラには今、バズが監かん視しでくっついているはずだ。

　あのとろくさいバズが、きちんとステラの監視を遂すい行こうできているかはなはだ疑問だが、彼女が捕まったというのになにも連れん絡らくが来ないということは、バズ自身も一いつ緒しよくたになって捕まっているのではないか？

「大変！　バズがエロジジイ二号の毒どく牙がにかかって食べられちゃう！　そんなことになったら、あたし、ドクターに一生顔向けできないわ！」

「別に、バズくんみたいなのが好みじゃないかって言っただけだよ？」

「バズはステラを見張ってたのよ、一緒に捕まっちゃったかもしれないわ！　ウオルフ、ステラとバズを助けにいかなくちゃ！」

　動転しまくるマギーに対して、ウオルフは「はっはっは」と吞のん気きに笑った。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、あのステラのことだ、自分でどうにかしてくるって。それより、なんで君たちはステラまで見張っていたんだい？」

「うっ。そ、それは」

　とっさに口を滑すべらせてしまったマギーは言葉に窮きゆうしたが、

「そんなことはあとでいいでしょ！　行くわよ、ウオルフ！」

　ごまかし半分、マギーはウオルフの腕をむんずと摑み、引っ張っていった。







　７　突とつ撃げき！　エンゼル・ハートクラブ！







「うーむ。助けるって、やっぱりこういうことかあ」

　屋根の上に仁に王おう立だちになったウオルフが、やけに感かん嘆たんして辺りを眺ながめた。マギーは立つことができず、腰こしが引けた状態で屋根にしがみつく。

　ゼフィッツイの市門から馬車で三十分、森と湖に囲まれた風ふう光こう明めい媚びなキッチュの地に、ドブラエ公こう爵しやくの別べつ荘そうはあった。市街からの交通の便がいいのに、ほとんど別荘がないのは、ここら一帯の土地がドブラエ公爵の所有地だからだ。

　そして、ロケーションのもっともいい、湖に突きだした小山の上に、公爵の屋敷はあった。

　屋根に覆おおい被かぶさるほど大きく生長した木をよじ登り、飛び移ったはいいが、さすがに三階建ての豪ごう邸ていの屋根は高かった。裏はすぐ湖ということもあって、高さは倍増している。しかも、今は夜だ。

「見てごらんよ、マギー。星の光が湖に映って、まるで夜空が地上に落ちてきたようだ。なんて幻げん想そう的てきな光景なんだろう」

「ああ、そう。それはよかったわ」

　マギーはしっかりと屋根の棟むねを摑つかみながら、素そっ気けなく答えた。本当は足がすくんできゃあきゃあ喚わめきたいところなのだが、自分から屋根に登ろうと言いだした手前、騒さわぐに騒げず、かといってウオルフほど余よ裕ゆうがあるわけでもなく、強こわばった声しか出せなかったのだ。

（もう、ウオルフがこんな元気者だったなんて、予想外だわ）

　相手がバズならば彼女以上に怖こわがるので、こちらがしっかりしなければという気になる。ましてやウィルなら、一いつ生しよう懸けん命めいついていかねばならないので、怖がっている場合ではない。

　だが、このウオルフ相手ではどうも調子が狂くるう。まさかステラのようにびしばし殴なぐるわけにもいかないし、かといってイニシアティヴをとってくれるわけでなし、まさにマギーにとっては困りどころの中ちゆう途と半はん端ぱな男だった。

　マギーは湖を視界に入れないよう、下を見た。部屋のほとんどに明かりがともっている。問題の公爵がいることは確かなようだ。だが、どこにステラとバズがいるかは分からなかった。

（もう、こんな肝かん心じんなときにウィルがいないなんて）

　ここに来る前に紋章院に寄ったのだが、とっくの昔にウィルはいなくなっていた。アパートに戻もどってもいなかったので、例の如ごとく鉄てつ砲ぽう玉だまと化して行ゆく方えをくらましたようだ。ウィルを捜さがしている間にバズの身になにかあっては大変と、しかたなく二人きりで来たのだが……

（ああああ、これでバズが変な道に走っちゃったらどうしよう！　じゃま者がいなくなるのはいいけど、でもいやああああ）

　考えれば考えるほど悪お寒かんが酷ひどくなり、じたばたとマギーは頭を抱かかえて身み悶もだえした。おかげで屋根の上から落ちそうになる。

「きゃっ！」

「マギー、なにを遊んでいるんだい？」

　慌あわてて屋根裏の窓にしがみついたマギーに、ウオルフがキョトンとした面おももちで尋ねる。マギーは肩かたで息をしながら、

「こ、こんなところでボヤボヤしてる場合じゃないわっ。ウオルフ、行くわよ！」

「気合い充分だねえ」

「ウオルフも行くの！」

　のんびりと傍ぼう観かんしているウオルフを引っ張り、マギーは屋根裏の窓から中に入ろうとした。だが、あいにくと窓には鍵かぎがかかっていた。

「もうっ、どうしてこんなところまで鍵をかけておくのよっ」

「どれどれ？」

　ウオルフがマギーを押しのけ、窓を蹴け破やぶる。バンッと派は手でな音を立てて窓は開いたが、ガラスには傷はつかなかった。

　マギーは呆あつ気けにとられて、ウオルフを見上げた。

「さあ、行こうか、マギー」

「……もしかして、窓から逃にげ出すの、得意だった？」

「寄宿学校時代にとった杵きね柄づかってやつだよ」

　片目をつむって、ウオルフは屋根裏部屋へと侵しん入にゆうする。どうにもウオルフのキャラクターが摑つかめず、マギーは当とう惑わくしながら、彼に倣ならって屋や敷しきの中に入った。

　屋根裏部屋から階段を下り、本ほん廊ろう下かに続く重たい扉を開く。

　扉を開いた途と端たん、つん、と鼻を刺さす刺し激げき臭しゆうがした。マギーは鼻を手で押さえ、渋じゆう面めんになる。

（消毒薬の臭におい……？）

　バズの父親は医者だ。だから、フェナット家はいつも消毒薬の臭いがした。あれと同じ臭いがする。

　ウオルフもマギーの頭の上で鼻をひくつかせた。

「あれ、お香こうの匂においがする」

「お香じゃないわよ、消毒薬よっ」

　とぼけたことを言うウオルフに、マギーが憮ぶ然ぜんと訂てい正せいした。だが、彼は鼻の頭にしわを寄せて、

「それもあるけど、消毒薬の臭いに混じって、お香の匂いもする。なんだろう、この匂い」

「ホント？」

　半信半疑でマギーもめいっぱい嗅かいでみた。よけいに消毒の臭いを吸すい込こんでしまい、げほげほと咳せき込こむ。

「あたしには分かんないわ」

「そう？　腐敗木系の匂いだなあ。なんだろう、ちょっと気持ちいいね」

　消毒薬の臭いが大半を占しめる空気を、ウオルフはすーはすーはと吸って満まん喫きつしている。マギーは辟へき易えきしながら、

「ウオルフ、匂いに詳くわしいの？」

「おじいちゃんが煙草たばこ屋だったからね。匂いにはちょっとうるさいんだ」

　匂いのことを尋たずねられて嬉うれしそうに、そして誇ほこらしげにウオルフは答えた。自分のことを自じ慢まんするウオルフを見たのは、マギーはこれが初めてだった。

（そういえば香こう木ぼく採集者になるって言ってたけど、本気だったのかしら）

　二人は消毒薬の充じゆう満まんする館やかたを、忍しのび足で探たん索さくし始めた。目指すはステラ（とバズ）が監かん禁きんされている部屋だ。

「どこら辺に閉とじこめられてるのかしら」

「適当に見ていったらどうだい？」

　まさか騎き士しの娘むすめを牢ろうにつなぐことはあるまい。そう考え、二人は虱しらみ潰つぶしに部屋を見て回ることにした。

「それにしても、この消毒薬の臭いはなにかな」

「あたしも気になってるんだけど。なんか、病院みたい」

　二人はコソコソと囁ささやきあいながら、壁かべにぴたりと背を付け、横歩きで進んだ。そして、適当な部屋のドアノブを回す。滑すべるように扉とびらが開いた。

　わずかに開いた扉の隙すき間まから中を窺うかがう。

「…………？」

　マギーは眉び宇うをひそめた。

　そこはまさに病院のようだった。広い部屋にベッドがずらりと並んでいる。まだ夜のとばりが下りたばかりだというのに、それぞれのベッドには膨ふくらみがあり、頭がちょこんと見えていた。

　ウオルフも中を覗のぞき込こんで、

「寄宿舎みたいだな」

「……公こう爵しやくの餌え食じきになる女の子の？」

　自分で言っておきながら、ぞわっと鳥とり肌はだが立つマギー。彼女は頭を抱かかえて、

「いやーっ、いやーっ、不潔だわ、そんなの！」

「消毒してあるから不潔じゃないと思うよ？」

「……ウオルフと一いつ緒しよだと、すぐ現実に目覚めていいわ」

「ありがとう」

　どこまで冗じよう談だんでどこから本気なのか分からないウオルフは放っておくことにして、マギーは果か敢かんにも部屋の中にするりと侵しん入にゆうした。ベッドの中の人々の様よう子すがおかしいことに気づいたのだ。

（こんな早くから寝ねちゃうなんて）

　きれいに掃そう除じされた床ゆかを四よつん這ばいになって、いちばん手前のベッドに近寄る。そして、そっとベッドのあるじを覗き込んだ。

　年は十七、八だろうか。金の髪かみの、少々そばかすは多いが、そこに目をつぶればなかなかの美少女だった。瞼まぶたは固く閉とざされ、瞳ひとみの色は見えない。健すこやかな寝ね息いきを立てて眠ねむり込んでいる。

　だが、顔色が青く血の気がないように見えるのは、わずかなランプの明かりで見ているからだろうか。

「よく寝ているなあ」

　隣となりにウオルフが立って、無ぶ遠えん慮りよにベッドの中の娘を覗き込んだ。四つん這いになって忍んでいたマギーはぎょっとして、

「ちょっと！　もう少しコソコソしたらどうなの！」

「大だい丈じよう夫ぶだよ、マギーの大声でも起きないんだもの。きっと薬で眠ねむらされているんだ」

　ウオルフのさりげない指し摘てきに、慌あわててマギーは自分の口を押さえた。だが、彼の最後のセリフに瞠どう目もくし、

「薬って……!?」

「よく分からないけど、これだけ騒さわいでも一人も起きないんじゃ、そう考えた方が正しいだろ？」

　ほら、とウオルフはほかのベッドを見回す。確かに、誰一人起きる気け配はいはない。

　マギーは立ち上がり、急いでほかのベッドを覗いて回った。老ろう若にやく男なん女によ、顔つきもさまざまな人々が、そこでぐっすりと眠っている。

「…………」

　試ためしに、一人の青年の頰ほおをつねってみたが、やはり反応はなかった。健やかな寝息だけが聞こえる。

「……どうなってるの？」

「ここにもお香こうの匂においがするな。なんだろう、催さい眠みん効果があるみたいだ」

「もしかして、眠らせておいて、その間に公爵がいやらしいことしようなんてわけじゃあ!?」

「はっはっは、もしそうだったら、ドブラエ公爵はすばらしく絶ぜつ倫りんな方かただなあ」

　ウオルフが十四のベッドを眺ながめて笑う。さっきから笑われっぱなしのマギーは、ぷうっと頰を膨ふくらませた。

「なによっ、あたしが一生懸命考えてるのに、否定ばっかりして！　ウオルフもなんか考えたらどう!?」

「じゃあ、隣の部屋も調べてみるか」

　ほいほいと、部屋を出ていくウオルフ。マギーはぽつねんと部屋に残されてしまい、

「な……なんなのよ」

　泣きそうな、あるいは怒おこっているような顔になる。どうにも彼女がいつも相手にしている二人とはまったくペースが違ちがうので、調子が崩くずれてしまうのだ。

（もしバズだったら、「そんな、まぎい」とか言って泣きベソかくし、ウィルだったらウィルで、最初っからすっとぼけたことなんか言わないわ）

　マギーはウオルフを追いかけながら、一体この青年はどういう性格をしているのだろうと訝いぶかった。

（見た目通りでもあるし、見た目とは全然違うところもあるし）

　二人は順次、部屋を覗いて回ったが、どの部屋も十台から二十台のベッドが並び、どれもが塞ふさがっていた。皆、心ここ地ちよさそうに寝息を立てて眠り込んでいるが、一律、深すぎる睡すい眠みんに陥おちいっているのは、果たして正常なことだろうか。

　マギーは次し第だいに薄うす気き味み悪わるくなって、部屋に入るのもためらわれてきた。ウオルフは神経が太いのか、まったく気にしないのか、彼女の代わりに中に入って調べてくる。

「なんか、下に行けば行くほど、病状が悪くなっているみたいだよ」

「悪くなってるって？」

「瘦やせてきてる。寝ね顔がおは健康そうなんだけどねえ、長く寝続けているみたいな、そんな感じだよ」

「もう、どうなってるのお」

「大丈夫だよ、マギー。別に酷ひどいことをされているわけじゃないみたいだから」

　自分こそが泣きベソをかくマギーの肩かたを、ウオルフがぽんぽんと叩たたく。やはりヌケサクと呼ばれていても、年下の少女への気き配くばりは忘れないようだ。

「それにしてもステラはいないなあ、どこにいるんだろう。このお屋や敷しきの規き模ぼからいって、部へ屋や数かずは二十ぐらいだと思うんだけどなあ」

　きょろきょろと屋敷を見回してウオルフが呟つぶやいた。こうも寝ている人間ばかりだと、彼も警けい戒かい心しんが薄うすれたらしく、大だい胆たんに廊ろう下かを歩き回る。

　マギーは彼とは別の意味できょろきょろしながら──誰か屋敷の人間に気づかれないか警戒しながら、ウオルフのあとについていった。

　だが、マギーの警戒を嘲あざ笑わらうかのように、屋敷は森しん閑かんとしていた。人はいるが、眠ねむっている。明かりがついているのに、それを利用する人間がいないのが、虚うつろさをひどく際きわだたせていた。

　裏うら手ての湖のさざなみの音がやけに耳についた。

「……ウオルフ。ねえ、ウオルフ！　待ってよ！」

　吞のん気きなわりには仕事は速く、どんどん先に行ってしまうウオルフを、マギーは大声で引き留めた。その声が廊下にこだまし、マギーはびくっと震ふるえる。

「どうしたんだい!?」

　負けじとウオルフが大きな声で返事をする。マギーは慌てて彼に駆かけ寄って、

「ダメよ、そんな大声出したら！」

「ダメって、マギーと同じくらいの声で言ったんだよ」

「ウオルフ、減へらず口ぐちが多いって言われたことない？」

「マギー、言葉の用法をちょっと間ま違ちがえているな」

　互いに譲ゆずり合わない二人。だが、笑顔のウオルフの方に分ぶがあった。

　マギーは仏ぶつ頂ちよう面づらで、

「……まあ、これからは気を付けてよね」

「マギーもね。それで、どうしたの？」

「え？　あっ、あの、そのね」

　まさか怖こわくなって引き留めたとは言えず、マギーはなにか言葉を捜さがした。

「ええっと、そう！　あのね、ちょっと話を聞きたいんだけど──ウオルフの本当のお父さんって、どんな人か聞いてる？」

　マギーの質問に、ウオルフの笑顔が困ったようにわずかに歪ゆがんだ。それを見て、その質問がいささかぶしつけだったことを知る。

「あっ、ごめんなさい……嫌いやなこと聞いた？」

「いやあ、そんなことないよ。ただ、ぼくもねえ、母とは十年前に死に別れているから、そのとき母に父のことを聞いただけで」

「…………」

「なんというか、すっかり忘れちゃってるんだよ」

　はっはっは、と笑ってなにもかもすまそうとするウオルフ。マギーはがくっとなった。

（や、やっぱり気を遣つかうほど、繊せん細さいな人じゃないんだわ）

「じゃあ、みじんも覚えてないわけ!?」

「うーん、なんか聞いたかなあ」

「例えば、本当のお父さんは貴族だったとか、そんな話は!?」

「あははは、そんなことになったら、今度こそお父さんもひっくり返っちゃうだろうね」

　他ひ人と事ごとのようにウオルフは笑う。

「じゃあ、可能性はないの？」

「旗の紋もん章しようのことを言ってるのかい？　そんなことは聞いてないけどなあ。ぼくの母親は貧しい出でね、南のヒューゴの小さな大衆劇場で歌手をやっていたんだ。あるとき海に浮うかんでいた土ど左ざ衛え門もんから、金かね目めのものを盗ぬすもうとして──ああ、思いだしてきたぞ、そうしたら、土左衛門はまだ生きていたんだ。それがぼくの父親らしい」

「土左衛門……」

「そのとき金目のものを包んでいた布が、例の旗だったんだ。だからぼくの父は盗人ぬすつとだったんじゃないかなあ」

「ぬ、盗人お!?」

　大変なことを飄ひよう然ぜんと言ってのけるウオルフに、マギーは仰ぎよう天てんして聞き返した。

「それ本当!?」

「いいや、ぼくの予想なんだけどね」

　あっさりウオルフは否定する。マギーはまたもやがくっとなった。

「おねがいだから、無責任なこと言わないで……」

「あながち外れてるとは思えないんだけどなあ。だって、ぼくの母の部屋には──」

「おまえたち、そこでなにをしている!?」

　言いかけたウオルフの言葉を遮さえぎって、怒ど号ごうが飛んできた。ギョッとして振ふり返ると、階段を上ってきた三人の男が、こちらに向かって走ってくるところだった。

「まずいわ、逃にげるわよ！」

　ウオルフの手を摑つかみ、慌あわててマギーは走り出した。しかし、

「まあ待ちなよ、ぼくたちは悪いことはしていないんだから、逃げるより説明した方がいいんじゃないかな」

　すっとぼけたことを言うウオルフに、マギーはかちんとなった。

「なにバカなこと言ってるのよ！　人の屋敷に忍び込んで、悪いことしてないなんて言える!?」

「あー、そういやあそうだねえ。あっはっは、ぼくもおっちょこちょいだなあ」

「自分で言ってりゃ世せ話わないわよ！」

　二人はばたばたと靴くつ音おとを響ひびかせながら、屋敷を逃げ回った。ちらりと振り返ると、最初は三人だった追つい跡せき者しやは、いつの間にか八人に増えている。

「待ちなさい！」

「ここがどこだか分かっているのか！」

「！！！」

　口々になにか怒ど鳴なっているが、待てと言われて待つ泥どろ棒ぼうがどこの世界にいるのだ。

「いやあん、あんなに人がどこにいたっていうのよ！」

「あっはっは、まいったねえ。いったん外に逃げるかい？」

「いいえ、逃げる前に戦うべきだわ！　ウオルフ、あいつらをちゃちゃーっとやっつけちゃってよ！」

　戦うべきとか言いながら、他人に押しつけるマギー。ウオルフは笑いながら、でも逃げる速度は緩ゆるめずに、

「いやあ、そんなに頼たよりにされるなんて光栄だなあ」

「だって、ステラと決けつ闘とうしたとき、みんなウオルフは腕うでの立つ男だって感心してたわよ！」

「ぼくも剣けんにはそれなりに自信があるんだけど」

「だったら！」

「でも、ぼくは今、丸まる腰ごしだよ？」

　彼は両手を広げてみせる。確かに体のどこにも武器は持っていない。

「どうしてなにも持ってこなかったのよ！」

「ぼくは商人の息子むすこだからねえ、剣の稽けい古こでもないかぎり、そうそう持ち歩かないよ」

　ということは、この間のステラとの「決闘」は彼にとって「剣の稽古」だったらしい。マギーはがっくりしたが、ふと廊下の隅すみに威い風ふう堂どう々どうと飾かざられてあった甲かつ冑ちゆうの置おき物ものが目に入った。

　当然、その腰には剣を帯びている。

「あれ！」

　マギーはウオルフの手を離はなし、甲冑に飛びついた。そして、剣を抜ぬこうとしたが、なにせ鞘さやと剣を足した長さがマギーより高いので、抜ききれない。

「なにがしたいの、マギー」

　ひょいと、ウオルフがマギーの頭の上から剣を抜く。マギーは剣を指し、

「それよ、それ！」

「これ？　はい」

　ウオルフは疑うこともなく、マギーに剣を手て渡わたした。マギーはこめかみに青あお筋すじが浮かび上がりそうになりながら、

「あたしに渡してどうするのよ！　戦うのはウオルフ！」

「あっ、そういうことか。頭いいねえ、マギー」

「こ、この、ヌケサクーっ！」

　疲つかれと苛いら立だちを吹ふき飛ばすように、マギーは追っ手に向かってウオルフを突つき飛ばした。ウオルフはよろめきながら、それでもしっかり剣をかまえる。追っ手たちがぎょっとして、足を止めた。

「さあて、とりあえず斬きらないように加減するけど、ぼくとしては逃げてほしいなあ」

「ちょ、ちょっと、待て！　話せば分かる！」

　追っ手の先頭を切ってきた若い男が、顔面を蒼そう白はくにして叫さけんだ。ウオルフも少々首を傾かしげて、

「ぼくもそう思うんだけど、相あい棒ぼうが許してくれないんだ。残念だけど」

　そう言って、ウオルフは見るから重そうな剣を軽かる々がると振ふる。シャッと空気を斬る小こ気き味みいい音がした。

「う……うわあっ」

「ダメだ、これは！」

「──を呼んでこい！」

　わあわあと、大おお騒さわぎで追っ手が逃げていく。どうやら全員丸腰だったらしく、はなから戦意はなかったようだ。

「おや、簡単なものだなあ」
















「加か勢せいを呼びにいったのよっ。今のうちに！」

　剣の威い力りよくに感心しているウオルフを、マギーは引っ張り、再び逃げようとした。その途と端たん、

「きゃーっ！」

　絹きぬを裂さくような女の悲鳴が。はっと二人は振り返った。

　ウオルフの顔がいつになく強こわばった。

「あれはステラの声だ！」

　そう怒ど鳴なると、ウオルフは走り出した。出で遅おくれたマギーも、慌あわてて彼のあとを追う。

「ステラ！」

「助けてーっ！　誰か助けてーっ！」

　悲鳴は階下から聞こえてきた。ウオルフは階段をひらりと飛び降り、一いち目もく散さんに声がした方に向かう。一いつ生しよう懸けん命めいマギーが駆かけても追いつかないほどだ。

　吞のん気きなウオルフがいいなずけの為ために突つっ走ぱしっていく後ろ姿に、マギーは、

（なんのかんの言っても、ウオルフ、ステラが好きなのね）

　心こころ温あたたまるというか、これこそマギーがエンゼル・ハートクラブ結成以来求めていたシチュエーションというか、こんな場合でなければうっとりと手を組んで明後日あさつての世界に行ってしまいたい気分だ。だが、今はそんなことはしていられない。追っ手に捕つかまってしまうだろうし、なによりいちばんの醍だい醐ご味み、「窮きゆう地ちを乗り切った恋こい人びとたちの感動的な再会」が見られないではないか！

「ま、待ってーっ。あたしが行くまで、喜びのキスはしないでええ」

　マギーはステラの悲鳴の意味をまったく考えず、ウオルフのあとを追った。

　そして、一階の、いちばん玄げん関かんホールに近い部屋までやってくる。その中から、

「きゃああーっ！　助けて、ウオルフ、助けてえ！」

「ステラ！」

　ばん！　とウオルフは勢いよく扉を蹴けり飛ばした。







　８　キリワスから







　街外れのモーティマー家から無む我が夢む中ちゆうで走ってきて、人ひと混ごみの中に紛まぎれると、ウィルはようやく人ひと心ごこ地ちがついた。

　サンパリス広場の階段に、愛し合う恋人たちや憂ゆう鬱うつそうな老人に紛れて座すわり込こむ。階段の中央は噴ふん水すいになっていて、水がちょろちょろと流れていた。もうそろそろ給水制限が出される時期だ。

　顔を上げると、高層住宅の狭はざ間まに沈しずんでいく夕ゆう陽ひが見えた。

「…………」

　ふところから持ち逃にげしてきた首くび飾かざりを取り出す。

　紫の小さなガラス玉の連つらなりだった。一粒一粒が一センチ前後で、それぞれ三つから四つの眼球模様が貼はりつけられてある。そう、黒い瞳ひとみの眼球だ。

（一体なんだったんだろう）

　モーティマー家に集まっていた男たちは、この首飾りを待っていた。ガラス玉だ、宝石的価値はあまりないだろう。

　首飾りを持ってきた目つきの悪い男は、たぶん、運び屋だ。あの旗は運び屋の印しるしだったに違いない。

　そして、襲しゆう撃げき者しやたち。

　この首飾りを狙ねらったものだろうか。

（そんなに価値があるようには見えないけど……それとも、襲撃は全然別件だったのかな？　あそこには大おお物ものがけっこういたみたいだし）

　だとしたら、狙われる可能性がいちばん高いのは、やはりオリヴァ・グロースター卿だろう。彼はいつ殺されてもおかしくない──言い換かえれば生きているのが不ふ思し議ぎな存在だ。彼の兄きよう弟だいはすべて殺されている。

　ウィルは王家なんてそんなものだと思っていたので、そのことについてはなんの感かん慨がいもなかった。どちらかというと、オリヴァが運よく生き残っていて、閑かん職しよくに就つかされて政治からは遠い桟さ敷じきに置かれているだけですんでいることの方が、奇き妙みように感じられた。

（そうか。そんな王族が有名人と会ってること自体、襲撃のいい理由になるんだ。謀反を企たくらんでいたんじゃないかとか、インネンつけられて）

（そんな人が、どうしてこんな首飾りを待ってたんだ？）

　いくらウィルが貴族連中に顔が利きくからといっても、王族とは関かかわったことがなかった。オリヴァ・グロースターはほとんど未知の存在で、街角で聞く噂うわさ程度の知識しかない。

（この首飾りに歴史的価値があった？　うーん、もしかして、裏オークションかなあ。ジェラルド・モーティマー氏の赴ふ任にん先さきはキリワス、あそこはトレジャーハンターのメッカだし。モーティマー氏が総そう督とくの地位を使って、裏オークションを経営してて、そのシステムが彼の死後も続いているとか）

　ジェラルド・モーティマーがキリワスに赴任していた期間は、約三十年と長い。ウオルフが生まれたころは、まだ前の総督の下で働く書記官かなにかだったが、その地位でも充じゆう分ぶんだ。

　裏オークション。なるほど、それはなかなか妥だ当とうな解かい釈しやくに思えた。王家で爪つま弾はじきにされた人間は蒐しゆう集しゆう癖へきがつくものだと語ったのは誰だれだろう。

（ウオルフの実じつの父親って奴やつは、裏オークションの運び屋だったのかもな。モーティマー氏が父親だって考えるよりも、その方が可能性が高いか。モーティマー氏はずっとキリワスにいたわけだし）

　ウィルはそう自分に納なつ得とくさせようとしたが、できなかった。

　では、なぜオリヴァ・グロースターたちは襲おそわれた？　その問いがまだ片づいていない。

　オークションとはまったく関係なく、あのメンバーの誰かを狙った犯行だった──そう思えばいいのだが、ウィルにはどうしてもそれを受け入れることができなかった。

　確かくたる証しよう拠こがあるわけではない。だが、捜さがし屋の星が言うのだ。「あれはこの首飾りを狙った犯行だ」と。

　大体、あれが裏オークションだったという説も、自分で考えておきながらまったく信しん憑ぴよう性せいがなかった。

（オークションなら──裏オークションだったとしても、あんなに妙みような雰ふん囲い気きになるはずないよな。そりゃ、無口にはなるだろうけど）

　だが、あれはそういう雰囲気ではなかった。一つの目的を持った者たちの集団──どこか狂きよう信しん的てきな空気とまなざしを持った男たちではなかったか？

　この首飾りを巡めぐって二つの組織が対立している、そう考えた方が自然ではないか？

　熱気漂ただよう七月だというのに、ウィルはぶるっと悪お寒かんに震ふるえた。

　なにかとんでもないことに巻き込まれてしまったかもしれない。

（やばいことにならなきゃいいけど……処分した方がいいかな）

　心なしか手の中の首飾りが熱くなってきたようだった。

（処分するとしても、なにか分からないうちは、下へ手たに処分して大変なことになったら厄やつ介かいだし……じいちゃんに見せて……うーん。まさか、またハワード・イコナに頼たよるわけにもいかないし。シンシアは……）

　シンシア・ラズボーン公こう爵しやく。王家を凌りよう駕がする権力と財力の持ち主である彼女ならば、ちよっとやそっとの権力闘とう争そうに巻き込まれても、まったく揺ゆるぎない力を持っている。特に王族が関係しているとあれば、一いつ介かいの考古学者であるエドよりは、彼女に頼った方が得策だろう。

　だが、その代だい償しようとして彼女と一晩過ごさなければならないのは、なんとも遠えん慮りよしたい。

　ウィルがどうすべきか迷っていると、

「ウィル」

　背後から声をかけられ、ウィルは飛び上がった。とっさに首飾りをふところに押しこめ、振り返ると、亜あ麻ま色いろの髪かみの少女が佇たたずんでいた。

　けぶるような長いまつげの少女だった。鳶とび色いろの瞳ひとみが驚おどろいたように見開かれている。その少女が誰か考えつくまでに、ウィルは数秒かかってしまった。

「……ルミニタ？」

　目を細めて、ステップの一段上に佇む少女に呼びかける。名前を呼ばれた少女は、明らかにほっとした様よう子すで、

「ああ、よかった。おまえなんか知らないって言われたらどうしようと思っちゃった」

　そう言って破は顔がん一いつ笑しようする。ウィルは眩まぶしそうに目を細めた。いつもは高い窓を仰あおいで彼女を見ていたので、こんなに間ま近ぢかだと印いん象しようがかなり違ちがった。近くで見た方がさらに可愛かわいい。

　ウィルがなにも言わないので不安になったらしく、ルミニタはすまなそうに、

「ごめんなさい、そんなに驚くとは思わなかったんだけど……今、話しかけたら迷めい惑わくだった？」

「そ──そんなことないさ。ただ、ちょっとびっくりしたんだ、ルミニタが外に出てきているから」

　ウィルは慌あわててとりつくろった。彼女に悲しい思いをさせたくなかったので、強こわばっていた顔にむりやり笑え顔がおを作る。

　ルミニタはそれに気づかなかったか、あるいは無視してくれたか、大きく息をついてとびっきりの笑顔を見せた。夕ゆう陽ひによく映はえる愛らしい笑顔に、ウィルはどぎまぎする。

「私もね、外に出られてとっても嬉うれしいの！　公爵さまがキッチュの別べつ荘そうに出かけられたから、私も外に出ていいって屋や敷しきの人が言ってくれたのよ」

「ドブラエ公爵はルミニタのこと離はなしたがらないの？」

「心配してくださっているみたい。私、田舎いなか者ものだから。ゼフィッツイはとても大きな街でしょう？」

　無む邪じや気きな笑えみを見せる。公爵の独どく占せん欲よくに気づかないルミニタに、ウィルはちょっとムッとしたが、彼女が立ったままなのに気づき、

「ルミニタ、座りなよ」

「うん」

　ふわりと淡あわいピンクのスカートが揺ゆれたかと思うと、ルミニタは風のようにちょこんと隣となりに座っていた。公爵家の人のセンスがいいのか、田舎者と自分では言ったが、なかなか似合っている服だ。

　ルミニタは眩しそうに街に落ちていく夕陽を見つめて、

「私、こんな時間に外に出るの久しぶりなの。街がい灯とうがついて、なんだかとても幻げん想そう的てきね」

「ルミニタは公爵のところで働いてるんだろ？　だったら、買い物とか行かされない？」

「お買い物当番の人はちゃんといるの。私はまだ見習いだから、公爵さまの身の回りのお掃そう除じをするのが仕事なのよ」

　ルミニタはそう答えると、じっとウィルを見つめた。彼女に見つめられ、ウィルは心臓が高ぶるのを懸けん命めいに隠かくしながら、

「なに？」

「不思議だなあって思ったの」

「？」

「せっかくお休みがとれて、外に出てこれて、それで、ウィルに会いたいなあって思ったら、本人がこんなところでお休みしているんだもの。サンパリス広場は人がいっぱいいるから怖こわいなって思っていたけど、勇気出してきてみてよかった」

　にこっ、と天使のほほえみを浮うかべるルミニタ。ウィルは狼ろう狽ばいし、所しよ在ざいなげに辺りに視線を漂ただよわせた。

（おかしいな。女の子に笑われたくらいで、なんでこんなに緊きん張ちようするんだろう）

「あ、あのさ、せっかくのお休みなら、どこかに遊びに行かないの？　買い物とか」

「ううん。必要なものは公爵さまが買ってくださるし……それに、私、お友だちいないから」

　ルミニタは寂さびしそうにほほえむ。それを聞いて、ウィルはずきんと胸が痛んだ。

（そっか、ゼフィッツイに連れてこられて、それからずっと公爵のところで働きっぱなしなんだ。友だちなんて作れないよな）

　それはウィルも同じだった。エドの仕事の手て伝つだいをし、シンシア・ラズボーン、クラドック一家と付き合っていれば、並みの子供よりもはるかに世界は広がるが、同おない年どしくらいの子供たちの輪にはほとんど入れなくなってしまう。ヨルカ村の幼なじみたちが、彼の唯ゆい一いつの年の近い友だちであるのだ。

「俺おれでよかったらいつでも会うよ」

「ありがとう」

　はにかんだように笑うルミニタ。この少女は笑顔だけでも何通りも表情を持っているようだった。ウィルまで嬉うれしくなって、もっと彼女を喜ばせようと、早口に言葉を続けた。

「今度俺の仲間も連れてくるよ。ルミニタもあいつらのこと気に入ると思うな。バズは泣き虫だけど、細こま々ごましたことに気がつくし、マギーはちょっと乱暴だけど、世せ話わ好ずきだし、きっとルミニタのいい友だちになると思うよ。あの二人の掛かけ合いを見てるだけで楽しいって」

「うん、絶対会わせてね！」

　それからウィルは、普ふ段だんはわずかしか話せない反動か、怒ど濤とうのように喋しやべった。モーティマー家の一件の興こう奮ふんが続いていたのかもしれない。ヨルカ村のこと、仕事のこと、クラドック家のこと、エドのこと──それらをルミニタは一つ一つ頷うなずき、目を輝かがやかせて聞き入った。そして、

「ウィルってすごいのね。とても同い年とは思えないくらい、いろんな体験しているんだもの！」

　無条件に感動してルミニタははしゃぐ。ウィルは照れて、頭を搔かいた。

「いいなあ、私なんかこのゼフィッツイもほとんど知らないのに、ウィルは国中を飛び回っているのね」

「そんな、大したことじゃないよ……そうだ、ルミニタの故郷ってどこ？　行ったことあるかな」

「たぶんないわよ、外国だもの」

　ちょっとだけ勝ち誇ほこったように、ルミニタは言う。挑ちよう戦せん的てきなまなざしだ。

「外国？」

「ええ、キリワスっていう国なの。知っている？」

「キリワス」

　ウィルは硬こう直ちよくした。ルミニタが無邪気な笑顔で彼の返事を待っている。

（キリワス）

（キリワスから送られてきた荷物）

（キリワスの総そう督とく）

（キリワスから来た少女）

　この符ふ合ごうはなんだ？

「ウィル、どうしたの？」

　よっぽど酷ひどい顔をしていたのだろう、ルミニタが不安そうに尋たずねた。ウィルは手を振ふったが、すぐには言葉は出てこなかった。掠かすれた声で、

「な……なんでも、ないよ。ちょっと、喉のどの調子がおかしくなっただけ」

「大だい丈じよう夫ぶ？」

「ああ……キリワスって、エキーナ半島にある国だろ？」

「うん。やっぱり知っているのね」

　ウィルの心境を知らずに、ルミニタは嬉うれしそうに言う。ウィルもむりやり歪ゆがんだ笑みを浮かべた。

「でも私、ほとんどキリワスのこと覚えてないの。八歳さいのときにゼフィッツイに連れてこられたから」

「なんでまた、キリワスからゼフィッツイに……？」

「私の家、貧しかったから。当時キリワスに赴ふ任にんされていた総督さまが、いい奉ほう公こう口ぐちを紹しよう介かいしてあげようって連れてきてくださったの」

「その総督の名前、モーティマー──ジェラルド・モーティマーって名前だった？」

「そうよ。すごい、そんなことまで知っているの!?」

　純じゆん粋すいに驚おどろいて目を円まるくするルミニタに、慌ててウィルは手を振った。

「偶然だよ、つい最近、キリワスの話を聞いたから」

（ルミニタを巻き込んじゃいけない）

　あの屋敷での騒さわぎがなんであれ、死人が出ている以上、迂う闊かつに人には喋れない。どんな些さ細さいなことにしても、だ。

　そのとき、ウィルはルミニタが首から下げている二連れんのネックレスに気がついた。

　小さな珠たまが連つらなったネックレスだった。一つはオレンジ地じに青い瞳ひとみの眼め、一つは緑地に黄色い瞳の眼がある珠の連なりだ。

「そのネックレス……？」

「これ？」

　ルミニタは首からネックレスを外し、ウィルに手て渡わたした。

　持ってみるとよく分かる。重かさね貼ばり眼がん珠じゆと呼ばれる、眼がん型けい紋もんを施ほどこされたガラス玉である。珍めずらしくないものだ。そう、ウィルのふところの中に入っているものも、珍しくもない、ガラス玉の首飾りである。

「家を出るとき、おばあちゃんにもらったの。魔ま除よけだって」

「キリワスじゃ、こういうのを持つの、普通？」

「それは覚えてないけど……でも、すごくきれいでしょ？」

　期待のこもったまなざしでルミニタは尋ねる。自分の持ち物をウィルに認めてほしいのだ。確かにそれはきれいだったので、ウィルは素す直なおに頷うなずいた。彼女は嬉うれしそうに、

「それはね、私の持っているたった一つのものなの。公爵さまはなんでも与あたえてくださるけど、でも、全部それは借り物だもの。私が持っているのは、それだけ」

「ルミニタはちゃんと公爵家で働いてるじゃないか」

「でも、向こう十年間の賃金は、前まえ払ばらいでもらっちゃったもの。お姉ねえちゃんの持じ参さん金きんに」

　寂さびしそうにルミニタは呟つぶやいた。年の離れた姉を嫁とつがせる為ために弟妹きようだいを売るというのは、貧乏な国ではよく行われていることだ。

　ウィルも働けども働けどもなくならない借金を背負っている身なので、慰なぐさめの言葉も無責任に勇気づけることもできなかった。黙だまって、ネックレスをルミニタの手に握にぎらせる。

　ウィルの複雑な気持ちが伝わったか、ルミニタは顔を上げてにっこりと笑った。そして、すっかり建物の陰かげに沈しずんだ夕陽を見て、残念そうに、

「ああ、もう帰る時間だわ」

「公爵は別べつ荘そうなんだろ？」

「でも、夜には帰られるの。キッチュの別荘は遊びで行かれるわけじゃないから」

「？」

「公爵さまはとても素す晴ばらしい方なのよ。ご自分の別荘を、ドルチナ先生──高こう名めいなお医者さまなんだけど、先生に頼たのまれて、治ち療りよう病院としてお貸しになられたの」

「治療病院ねえ。行ったことある？」

「ううん、感染病だから、おまえはまだ連れてけないって言われたわ」

「ふうん？　噂うわさとは全然イメージが違ちがうんだ」

　何なに気げなくウィルは呟いた。医療に関してあまり関心がなかったのだ。だが、ルミニタは聞き逃のがさず、

「噂って？」

「え？　いや、別に大したことじゃないよ」

　焦あせって手を振ふる。まさか、こんなにルミニタが尊敬している公爵が、「色いろ好ごのみでしかも老ろう若にやく男なん女によ問わずの鉄人」だなんて噂は、口が裂さけても言えまい。

　そこでウィルはハッとした。

（まさか公爵はルミニタを──）

　と考えてみたものの、即そく座ざに否定した。ルミニタの口く調ちようは、なにか酷ひどい仕打ちを受けている者のものではない。

　だが、今日きようまではよくても、明あ日すは？　明後日あさつては？　まだ子供だからと見み逃のがしてくれていても、ルミニタとて成長する。

　ウィルはやきもきしている自分に気づき、憮ぶ然ぜんとなった。

（俺おれ、なに考えてるんだろ）

　ウィルは立ち上がると、ルミニタに手を差し出した。

「送るよ」

「ありがとう、でも、近くだから」

「近くだから、送ってくよ」

　半なかば強ごう引いんにルミニタの手を摑つかむと、一いつ緒しよに歩き出した。

　公爵の家は本当に近くにあった。サンパリス広場から二ブロック行くと、もう着いてしまった。広場に近いからこそウィルも毎日通えるのだが、今日ばかりはあまりにも短い距きよ離りをウィルは恨うらんだ。

「どうもありがとう、ウィル。またね」

「うん──ルミニタ、大丈夫？」

　思わずウィルは尋ねてしまった。ルミニタは一いつ瞬しゆん、なんのことか分からなかったようで、きょとんとしたあと、クスッと笑うと、

「私は大丈夫。ウィルこそ、平気？」
















「あ？」

「なんか、会ったとき泣きそうな顔していたから」

　そう言うと、ルミニタは首からネックレスを一本を取り、ウィルが反論する前にその首にかけた。

「はい、魔ま除よけねっ。これでイヤなことも全部追い出せちゃうから。元気出してね！」

「ルミニタ──」

「じゃあね、ばいばい」

　笑顔で言うと、ウィルになにか言わせる隙すきを与えず、ぱたぱたと勝かつ手て口ぐちへと走っていってしまった。

　残されたウィルはぽつねんと佇んでいたが、頭を搔かくと、のろのろとアパートに向かって歩き出した。

　なにもかも見み透すかされた気がした。




「いやああ、助けてーっ、ウオルフ、どうにかしてーっ！」

　ステラが泣き叫さけぶ部屋にウオルフに続いて突とつ入にゆうしたマギーは、そこで繰くり広げられている光景に目が点になってしまった。

　白衣を着た、一いつ見けんで医者と分かる男が、四人がかりでステラを押おさえようとしている。ステラは泣きながら手を振り回し、蹴けりを入れ、逃げようとしていた。そして、

「いい加か減げんにしなさいっ。チクッとするだけだから！」

　注射器を持った老医師が、ステラの腕うでを必死に摑もうとしている。ぼろぼろのよれよれになった白衣と顔の痣あざが、物語のすべてを語っているようだ。

「こ、これは……」

　どっと気が抜ぬけるマギーに対して、ウオルフは異様にハイテンションで、

「ステラ！　やっぱりそうか！」

「ウオルフ、助けてえーっ！　こいつら私を殺そうとしているのよ！」

「だ、誰だれが殺すかっ。ワクチンを打っておかないとそなたが死んでしまうわいっ」

　老医師が立りつ腹ぷくした様子で怒ど鳴なる。ステラも負けじと、

「ウオルフ、あなた、このクソジジイと私の言うことと、どっちを信用するの！」

「もちろんステラ、君さ！　君がスズメ蜂ばちに刺さされてから、重度の針恐きよう怖ふ症しようだって知っているもの！　今助けるからね！」

　ウオルフは嬉き々きと叫ぶと、剣を振りかざして医者たちに斬きりかかった。

「ばかもん！　やめなさい！」

「ばかウオルフ！　私まで殺す気!?」

　ぎゃあぎゃあと、狭せまい部へ屋やで大おお騒さわぎになってしまう。その一いち部ぶ始し終じゆうを見て、マギーはどっと脱だつ力りよくしてしまいそうになった。そして、部屋の隅すみでうずくまり、しくしく泣いているバズに気づく。左頰ほおでなく、右頰が腫はれているのは気のせいではないだろう。

　マギーは乱らん闘とうに巻き込こまれないよう、這はってバズに近寄ると、

「ちょっと、バズ、どうなってるのよ？」

「あっ、マギー。迎むかえにきてくれたんだ」

「迎えって、あんたたち監かん禁きんされてたんじゃない──わよね、やっぱり」

「うん」

　バズはすまなそうに頷うなずいた。

「ぼくたちはまだ発病してないから、ワクチンを打ったら帰っていいって言われたんだけど。あの通り、ステラさんが大の注射嫌ぎらいで……」

　そう言って、包帯を巻かれた自分の腕を見せる。バズはすでに注射し終おえたようだ。泣いていたのは、どうせステラのパンチを食くらったせいに違いない。

　マギーはますます訝いぶかって、

「ねえ、ここなんなの？」

「ここは、マシル性ネムリ病の治療院だよ」

「ねむり……？」

　聞き慣れない病名にマギーは首を傾かしげた。だが、そのネーミングからして、上で眠ねむりこんでいる人々の病気だとすぐに判断できる。

「ここはドブラエ公爵の別荘なんだけど、ドクター・ドルチナが提供してもらって、ネムリ病の治療院を開いているんだ。感染症なんだけど、ワクチンを打っておけば感染しないからって、打ってもらって……」

「それでああなのね。まったく、人ひと騒さわがせな！」

　マギーは憤ふん然ぜんと言った。よく考えてみれば、ベルンハルトとブリックス将軍の会話は、恐おそれ戦おののいているというよりは、羞しゆう恥ちのあまり穴あながあったら入りたいという感じだった。先さきの泥どろ棒ぼう事件を考えれば呆あきれるのは当然と思っていたが、本当に公爵に捕つかまったとしたら、もっと慌あわてたはずだっただろう。

　そして、マギーの推測を裏うら付づけるように、

「おまえたちはなにをしている！」

　怒ど号ごうが轟とどろき、マギーたち、そして暴れていたウオルフたちもぴたりと動きを止め、扉とびらを振り返った。

　そこにはこめかみの血管が切れそうなほど大変立腹したベルンハルトと、今にも倒たおれそうなほど青ざめたブリックス将軍、そして苦笑している身なりのいい老人の姿があった。







　９　大逆転だ、エンゼル・ハートクラブ！







　治ち療りよう室しつに割り当てられた客きやく間まを覗のぞいた途と端たん、ベルンハルトはこのまま気を失って倒たおれたらどんなに楽だろうかと考えた。

　ステラがここにいると聞いて迎むかえにきたはいいが、まさか彼の息子むすこまで、しかも物ぶつ騒そうなことにいかめしい剣けんを振ふり回しているとは！

「おまえたちはなにをしている！」

　彼の怒ど号ごうで、揉もみ合っていた彼の息子と未来の娘むすめと、そして四人の医師がぴたりと動きを止め、阿あ呆ほう面づらを向けた。

　ベルンハルトはどんなにか倒れてしまいたかった。だが、その特権は親友でステラの父親チャールズ・ブリックス将軍に奪うばわれてしまった。

　地面に引き寄せられるように、どさっと音を立てて倒れるチャールズ。

　いつもながら先に倒れてしまう親友に、このときばかりはベルンハルトは舌した打うちをした。自分がこんなに苦労しているのに、いつもいつも、さっさと前後不覚になって責任逃のがれするなんて酷ひどいではないか！

「チャールズ！　こんなときに倒れている場合ではないぞ！」

　ゆさゆさと、親友の胸むなぐらを摑つかんで揺ゆさぶる。今度は許さない。

　父親の失しつ神しんにびっくりして、ステラが慌あわてて駆け寄ってきた。

「お父さま！　しっかりして！　一体どうなされたの!?」

　その娘の言いぐさにもかちんと来た。もはや堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れた！

「一体どうなされたじゃないだろう！」

　ありったけの息を吐はいて、ベルンハルトはステラを怒ど鳴なりつける。ステラは耳が痛そうに顔を歪ゆがめ、それから啞あ然ぜんと彼を見た。彼はウオルフを叱しかることはあっても、ステラを叱ることは滅めつ多たになかったのだ。

　だが、もう我が慢まんならない。

「このバカ娘！　おまえの愚おろかしい推測の為ためにこのようなことになったのだ！　世の為に尽じん力りよくされておられるドブラエ公こう爵しやくさまに、あらぬ疑いをかけるなど言ごん語ご道どう断だん！　二十歳はたち過ぎてもやっていいことと悪いことの区別もつかんのか！」

「だ、だって……」

　ステラがなにか反論しようとしたが、口をぱくぱくさせているだけで声が出ないようだ。完全にベルンハルトに気き迫はく負まけしている。

　隣となりからウオルフが、両りよう掌てのひらを広げて、

「お父さん、まあ、そんな頭ごなしに怒鳴らなくても。ステラだって悪わる気ぎがあって忍しのび込こんだのではないだろうし」

「悪気と毒どく気けばかりだ！　大体おまえこそなんだ！　なぜここにいて、そんなばかばかしいものを振り回している！　私はおまえになにを教えた!?　分かったぞ、その剣を吞のみ込む芸を披ひ露ろうするんだなっ。よーし、おまえは今から大だい道どう芸げい人にんだ、うちの息子でもなんでもない！　この、考えなしの阿呆息子！」

　いったん堰せきを切った言葉は止まらなかった。もうウオルフもステラもどうにでもなってしまえ、と投げやりだった。彼のうしろに佇たたずむ屋や敷しきのあるじ、ドブラエ公爵の苦にが笑わらいのまなざしが痛かった。公爵は心の広い方だから、今回の不ふ祥しよう事じを許してくれるだろう。だが、ベルンハルトのプライドと道徳心が許さなかった。

　ベルンハルトはさっきまでチャールズと二人、平へい身しん低てい頭とうでステラが忍び込んだ暴挙を公爵に謝あやまっていたのだ。彼女がこの仮治療院を錬れん金きん術じゆつの工こう房ぼうなどと、そして患かん者じやを公爵が集めた生いけ贄にえなどと思いこんでいたと聞かされたときには、全身から血が引き、このまま首を吊つろうかと思ったくらいだ。だが、それもチャールズに先を越こされ、公爵が宥なだめてくれたからまだ二人は生きているのだ。

　公爵にはすまなさすぎて一生頭が上がらない、と思った矢や先さきに、更さらに輪をかけてステラは騒さわぎを起こした。しかも、今度はなぜか息子までいる。

　ヌケサク息子。

　バカ娘。

　まったく頼たよりにならない親友。

　もはやベルンハルトの我が慢まんの限界は超こえていた。

「もうステラとも結けつ婚こんなどせんでいい！　こんなバカ娘、もらいたくもない！　こんなヌケサク、跡あと取とりなんかにしたくもない！　とっとと二人でどこへでも行ってしまえ！」

「それは──」

「ちょっと待て！」

　がばっとチャールズが飛び起きた。聞きき捨ずてならないとばかりに、

「ベルンハルト、うちの娘を摑まえて、そうバカバカ連発しないでくれ！　確かにこれはバカだが、君にそんなに言われるほどじゃない！」

「バカなのは君もだ！」

　泣きそうな顔で叫さけぶチャールズをもベルンハルトは一いつ喝かつした。チャールズは鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽうを食くらったような表情で親友を見返す。

「君がしっかりしていないから、ステラがこんな風になったんだろう！　親バカもいい加か減げんにしろ、いっつもいっつも私にばっかり尻しり拭ぬぐいさせて！　それでも国を守る将軍か！」

「なんだと！」

　さすがに職務のことを引き合いに出されたチャールズは憤いきどおって、食いかかってきた。彼は極度の親バカだが、公おおやけの立場になるとまったく正反対の性格になる。

「このことと将軍であることはまったく関係ないではないか！」

「戦場にいる最中にステラが倒たおれたなんて知らせが来たら、君は兵士たちをほっぽりだして駆かけつけかねんと言っているんだ！　君に十万の兵士の命を預かる資格があるのか！」

「言わせておけば！　おぬしとて、どうやったらあんな間ま抜ぬけな息子が育てられるのか分からんな！」

「お父さま、いい年してやめてよ！」

「お父さん、ここでやることはないでしょう」

　ステラとウオルフが二人を止めようとしたが、聞く耳持たなかった。二人の口論は互たがいの子供から寄宿学校時代まで話題が広がっていった。彼らはここが公爵の屋敷であることも忘れて言い争い、果ては、

「おまえとは絶交だ！」

「こっちこそ！」

　我ながら大人おとなげないと思いながらも、ベルンハルトは捨てぜりふを吐はいて、その場を立ち去った。

　もっとも、苦笑するしかない様よう子すのドブラエ公爵にすぐに気づき、慌あわててとって返したのだが。




「それで……どうなったって？」

　マギーとバズからキッチュの別荘の報告を聞いていたウィルは、テーブルに頰ほお杖づえをつきながら、くだらなそうに尋ねた。その目が赤いのは、昨晩寝ねていないからだ。

　結局、あそこに忍び込んだ二組、ステラとバズ、マギーとウオルフの全員が予防注射を打たれる羽は目めになり、このまま帰したのではベルンハルトに悪いと思ったらしい公爵が、四人を一晩みっちり説教したのである。

　ウィルはといえば、アパートに戻もどっても誰だれもいない、待てども待てども帰ってこない二人を心配して、寝ないで待っていたのだ。まあ、その間にキリワスのことを調べていたのだが。

「ウオルフは勘かん当どうされちゃったんで、今はステラの家にいるの」

　マギーがテーブルの向こうに座るウオルフとステラを見ながら答える。さすがにこの二人も、今日は肩かたを落とし、しゅんと大人しくしていた。

「別に、そんなに落ち込むことないじゃないか」

　ウィルは素そっ気けなく言うと、椅い子すから立ち上がった。そして、水差しから水を飲むと、憮ぶ然ぜんと、

「ウオルフは勘当されて晴れて自由だし、ステラは結婚を破は棄きされたんだ。なにもかも望みどおりになったじゃん」

　突つき放すように言うウィル。彼は心から呆あきれていたのだ。

（本当になんにも考えてない人たちだな）

　悄しよう然ぜんとしている二人を、ばかばかしそうに見つめる。とても自分よりも九つ年上とは思えない。

　だが、二人がうつむいたままなにも言えなくなっているのを見て、さすがに哀れに思い、ウィルは大きく息をついた。

「……まったく。それでなにが言いたいのさ」

「あれからお父さま、すっかりしょげちゃって」

　自分こそがしょげ返りながらステラは話を切り出す。

「お父さまとベルンハルトおじさまは四十年来の親友だったの。昨日は売り言葉に買い言葉で喧けん嘩かしてしまったけど、家に帰るころには、ベルンハルトの言うとおりだ、儂わしは情けない人間だって、自分を責めて、寝込んでしまって……」

「ぼくのお父さんも、キャリーに盗ぬすみ聞きいたんだけど、塞ふさぎ込んでしまって部屋から一歩も外に出ないそうなんだ」

「私たち、とても親おや不ふ孝こうだわ」

　ぽつりとステラが呟つぶやいた。後こう悔かいと反省の念でいっぱいといった表情だ。

　ウィルは頭をぼりぼりと搔かいた。そして、やはりすまなそうに小さくなっているマギーとバズを一いち瞥べつする。

（うーむ。拡大図と縮小図って感じだな）

　十二歳コンビがそのまま大きくなったような二十一歳コンビだ。多少、ウオルフとバズには違いがあるが、でも、女性陣じんの尻しりに敷しかれているのは一いつ緒しよである。

　なんだか九年後の展望を見せつけられた気がして、ウィルはげんなりした。だが、それは今は関係ないことだ。

「つまり、二人は父親たちを仲直りさせたいわけだ」
















「ええ。いい知ち恵えはないかしら」

「簡単じゃん、二人が結婚すりゃいいだけだろ」

「それはイヤよ」

　口を尖とがらせて即そく答とうするステラ。ウオルフも乾かわいた笑いを見せる。

「ウオルフは勘かん当どうされて当初の目的は達成できたんだから、別に結婚してもいいんだろ？」

「ぼくはね。でも、ステラの気持ちは尊重されるべきだと思うな」

「じゃあ、ステラは家に帰って、将軍にその旨むねを伝えればいいさ。そして、じいさん侯こう爵しやくと結婚すりゃいいや」

「もう、親しん身みになって考えてよ！」

「これで親身になれるかよ」

　仏ぶつ頂ちよう面づらのステラに、ウィルは呆あきれて言い返した。

「あれもやだ、これもやだ、でも、やることなすこと事態を悪化させるようなことばっかり！　あったま悪いなあ、まったくもう。もっと脳のう味み噌そ使って行動してよ、面めん倒どう見切れないや」

「いやあ、面めん目ぼくない」

　ウオルフがははは、と笑って謝る。ウィルは肩かたをすくめると、テーブルの上に座った。

「ここではっきりさせよう。ウオルフは家は弟に継つがせたい、だから勘当された今は目的は達成された。これはいいんだろ？」

　ウオルフが頷うなずく。

「そして、ステラとの結婚には異い存ぞんはない」

「ちょっと、それは──」

　ステラが反論しようとしたが、それをウィルは指をびしっと突つきつけ、封ふうじた。

「ステラ。あなたはどうしたいんだ？」

「どうって」

「ウオルフと結婚したくない、侯爵ともイヤ。探たん偵てい事務所からもクビを言い渡わたされたんだろ。じゃあ、どうしたいのさ」

　ウィルの鋭するどい追つい及きゆうに、ステラはうつむいて押おし黙だまった。昨日きのうの一件はすでに彼女の勤めたがっていた探偵事務所に報告され、

「そんなトラブルメーカーはお断り」

　とすげなく言い渡されたそうだ。付き添そっていったバズによると、先方はいちばん最初にステラが訪おとずれた時点で、はっきり「向いてない」と断言してやらなかったのを悔くやんでいる様子だったらしい。

「女は、結婚しか逃にげ道がないわけ……？」

　ステラが泣きそうな声で呟つぶやいた。ウィルはハッと胸を突かれたような気分になった。

「結婚したくないなら結婚しろなんて、理屈に合わないわ。私だってまだやりたいことがあるのよ。結婚相手ぐらい、自分で選んだっていいじゃない」

「相手ぐらいって、ステラはいつだって自じ分ぶん勝かつ手てに生きているじゃないか」

　わはは、とウオルフが大笑いする。その額ひたいをステラは思いっきり扇せん子すでブッ叩たたいた。

「人が真しん剣けんに話してるときに茶化さないでよ！」

「ぼくは真実を語ったまでなんだがなあ」

「そんなに自分で好きなことしたかったら、ステラも家を出りゃいいじゃん。なんでそうしないのさ？」

　ウィルは何なに気げなく尋たずねてみたが、ステラはぽかんと間まが抜ぬけた面おももちになった。その選せん択たくに今まで気づかなかったとでもいうかのように。

　彼女は視線をあちこちに飛ばし、所しよ在ざいなげに、

「あ……で、でも、私お金持っていないし、一人で暮らしたことなんかないし」

「別に、生まれたときから一人暮らしの人はいないと思うけど」

　ウィルはステラの弱点を摑つかめた気がして、それを突く為ためにことさらぶっきらぼうに言った。

　彼女は突き放されることに弱いのだ。

「金がないなら働けばいいじゃん。別に働けないほど体が弱いんじゃないんだし」

「で、でも、私、働いたことなんかないものっ。働こうと思った探偵事務所はクビになっちゃうし」

「そんな、生きてく為に職種なんか選んでる場合かよ。親の金で生きてるなら、親の意見に従うのが当然じゃねえ？　もう大人おとななんだから」

　さっとステラが顔を赤らめた。それを見たバズが身を縮める。

　ウィルも身を固くして構えたが、ステラは孔く雀じやくの羽根の扇子を握にぎりしめると、なにも言わず立ち上がって部屋を出ていってしまった。

　やはり相当痛いところを突かれたようだ。

「君も言うなあ」

　ウオルフが苦笑して言った。彼はステラの弱点を分かっていたようだ。ウィルは仏頂面のまま、

「いいんだよ、あれくらい言った方が。ウオルフ、あなただって、とっとと家を出ればこんな苦労しなかったんだ」

「ぼくはいつでもよかったんだけどね。ステラのことが片づかないと、心配だから」

「じゃあ、ステラに求婚者がいるって最初から知ってたの!?」

　ここぞとばかりマギーが口を挟はさんだ。ウオルフは笑って、

「ステラとぼくは幼いころからの親友なんだ。親友の窮きゆう地ちを見過ごして、自分だけ逃にげるわけにはいかないだろ？」

「そりゃそうでしょうけど……」

「ぼくたちはね、親友なんだ」

　ウオルフは断言した。

「ぼくたちは誰よりも互いのことを分かり合っている。恋こいとか愛とか、そういう甘あまい感情はどうしてか湧わかないんだ。でも、ぼくたちは互たがいに必要だと思っているし、互いのピンチを見過ごすことなんかできない。自分がピンチに陥おちいったら、相手が真っ先に駆かけつけてくれることも知っている。これはぼくの父とステラの父が互いに持っている感情と一いつ緒しよだと思うよ。あっちは同性で、ぼくらは異性だったということだけで。

　ねえ、君たち。男と女の友情は成り立たないなんてよく言われるけど、成り立たなくさせているのは誰なんだろうね？」

「…………」

　ウィルとマギーとバズは、互いに困こん惑わくした顔を見合わせた。ウオルフは更さらに言葉を続けた。

「ぼくたちは互いを親友と見なしているんだ。親友ってのはね、恋人よりももっと大切で、作るのが難しいものだと思うよ」

　そう言うと、ウオルフは立ち上がった。マギーが慌あわてて、

「帰るの？　これからどうするかまだ決めてないのに？」

「大だい丈じよう夫ぶだよ、ステラの方は。あれだけ騒さわぎを起こしたんだ、きっと侯爵さまから求婚を取り下げるだろうね。ウィルもそれを見み越こして、ステラにきついことを言ったんじゃないかな」

　ウオルフがちらりとウィルを一いち瞥べつしたので、彼は肩かたをすくめてみせた。とぼけているわりには、妙みようなところだけは鋭するどい男だ。

（やっぱり、この人は本当は鋭いのかな？　弟にあとを継つがせる為ためにワザと──）

「ベルンハルトさんたちの喧けん嘩かのことはどうするのよ」

「心配だけどね、でも、お父さんたちは子こ離ばなれできていないだけなんだ。だから、なるようになるんじゃないかな」

「たぶんね」

　ウィルが一言、相あいづちを打った。ウオルフは笑うと、アパートを出ていった。

　階段を下りていくその背中を見送りながら、マギーが心配そうに、

「大丈夫かしら、本当に」

「大丈夫だろ、あっちは。当面の問題はクリアしたんだし」

「それで──結局ぼくたちはなんだったわけ？」

　それまで沈ちん黙もくしていたバズが、おずおずと口を挟はさんだ。

「当初の目的は達成できたんだからいいんじゃないの？　あたしたちが役に立ったかどうかは知らないけど！」

　マギーが少々投げやり気ぎ味みに答える。当初の目的。もちろん、結婚ブッ壊し大作戦のことだ。途と中ちゆうまではマギーの思うとおりになっていたのに、最後の最後で逆転してしまったのが気にくわないらしかった。

「でも、今回の仕事、なんかすっきりしないよ……やっぱり旗が見つかってないからかな」

「旗なんかこうなった以上、もうどうでもいいだろ」

　ウィルはことさら素そっ気けなく言った。

（あの旗はだめだ。これ以上関かかわらない方がいい）

「ウオルフは勘かん当どうされたんだし、今さら実じつの父親のことなんか」

「あ、そう言えば、ウオルフが言ってたんだけど、彼の本当のお父さんって盗人ぬすつとだったんだって」

　何なに気げなく、それこそ「明日の天気は晴れなんだって」とでも言うかのように、マギーは二人に伝えた。ウィルとバズはギョッと目を剝むいて、テーブルに身を乗り出した。

「盗人だあ!?」

「そ、それ本当？」

「ウオルフがそうじゃないかって。なんか、お母さんの部へ屋やにその証あかしがあるようなこと言ってたけど」

　マギーのなんともあやふやな言葉に、どっとバズが崩くずれるように椅い子すに座り直した。大きく肩で息をつき、

「それじゃあベルンハルトさんが認めないのも無理ないよ。泥どろ棒ぼうの息子かもしれないなんて」

「どうする、ウィル。その証の方、捜さがしに行く？」

「うーん」

　ウィルは腕を組んで唸うなった。マギーが不安そうな顔でいるのは、それを見つけることがあの父子にとって本当にいいことなのかどうか、判断しかねているのだろう。彼女とて以前の、ただものを捜せばおしまい、といった甘あまい考え方ではいないのだ。

　だが、ウィルが考え込こんだのは、そのことではなかった。ウオルフの実じつ父ぷが本当にただの盗人だったらいい。いや、よくはないが、得え体たいのしれない運び屋よりはマシだ。

　ウオルフの実父が、モーティマー家に集まっていた面めん々めんの仲間でない保証はどこにある？

（……やっぱりバズとマギーは関わらせない方がいい）

「いや……やっぱりやめよう」

「そうね」

　マギーもホッとしたように頷うなずいた。他人の過去を暴あばくのが捜し屋ではない。

「じゃあ、これからどうするの？」

「とりあえず、結婚式までウオルフとステラの見張りを続行しよう。あとベルンハルトさんとブリックス将軍──将軍は大丈夫か。俺おれがベルンハルトさんを見張るから、二人はどっちか好きな方について」

「えーっ、またバラバラあ？」

　マギーが不満の声を上げた。この仕事に関しては、ウィルと一緒でなくてもあまり文もん句くを言わなかった彼女だが、さすがにイヤになってきたようだ。

　彼女は口を尖とがらせて、

「ウオルフと一緒だと疲つかれちゃうんだもん。やっぱりウィルと一緒の方がいいわ」

「マギー、ぼくもマギーと一緒の方が──」

「いいとか悪いとかいう問題じゃないだろっ、大だい体たい誰だれのせいでこんなことになったんだよっ。ほら、さっさと行く！　俺はちょっと寝ねてから行くから！」

　慌てて自分をアピールするバズの言葉を遮さえぎって、ウィルは二人を追い立てた。

　ぶつぶつ文句言いながら出ていくマギーと、それを慰なぐさめて殴なぐられるバズを見送り、

（うーん。やっぱりやってることは同じだな）

　バズにもうちょっと余よ裕ゆうが出てくればウオルフになるのだろう。あまりに似ているコンビに、感心してしまうウィルだった。

「さて、と……」

　大きなあくびをする。本当に昨日きのうは一いつ睡すいもできなかった。二人がバカなことをしていないか心配するのと、モーティマー家の事件の衝しよう撃げきが、全く睡すい魔まを寄せつけなかった。昼を回ってようやく眠ねむ気けが襲おそってきたのだ。

　仮か眠みんを取ろうと──そのまま明日あしたの朝まで寝てしまいそうだが──自分の寝しん室しつに向かおうとしたときだった。

（ウィル……）

「え？」

　名を呼ばれた気がして、ウィルは振ふり返った。夏なので扉とびらは開あけ放はなしにしてあるが、マギーとバズが出ていった今、このアパートにはウィルしかいない。

　エドが帰ってきたのだろうか？

「エド？」

　ドアから外を覗のぞいてみても、誰もいない。階段にもいない。

「？」

　空そら耳みみかと、頭を搔かいて部屋に行こうとすると、やはり、

（ウィル……こっちよ）

「誰だ！」

　反射的にウィルは怒ど鳴なった。そして、その可能性に気づく。

　荷物だ。

　すぐさまエドの寝室に飛び込み、彼のベッドを見た。キリワスからの荷に札ふだをつけていた娘は、固く目を閉とざし、なにごともなかったようにひたすら眠っていた。もう見慣れた光景だった。腹に布をかけているだけなので、剝むき出しの小麦色の肩かたが、いやになまめかしい。

　このアパートには自分のほかに彼女しかいないので、まさかと思ったが、違ったのか？

（ウィル）

　鈴すずを振るような声が、はっきりと耳の中に伝わってきた。彼女の唇くちびるは動いていない。

　だが。

「やっぱりあんたか!?」

（私の額ひたいに、手を……）

　ウィルは硬こう直ちよくした。これは一体なんだ？　口が動かないのに声が聞こえる。腹ふく話わ術じゆつというものは知っているが、それとは違うと断言できた。

　彼女は口を使わずに、言葉をウィルに伝えることができるのだ。

「…………」

　立ち尽つくしていても、次の言葉は来ない。ウィルは固かた唾ずを吞のみ込こむと、ぎこちない動きでおもむろに左手を娘の額に置いた。娘の額はしっとりと汗あせばんでいて、掌てのひらが吸すいつくようだった。

「これで、いいのか？」

　慎しん重ちように尋たずねる。すぐに、前よりもはっきりと明確な声が耳に飛び込んできた。

（ええ……これで聞こえやすくなったわ。お互いに）

「あんた、喋しやべってるのか？」

（それは問題ではない。ベティ・ザンダーの部屋に行きなさい）

「ベティ？」

　聞き慣れない名前にウィルは眉び宇うをひそめた。だがすぐに、彼の素す晴ばらしい記き憶おく力りよくが、ウオルフの実じつ母ぼの名であると告げる。

　ウィルはますます警けい戒かいを強めて、死んだように横たわる彼女を睨にらみつけた。

「なんだ、あんた……俺たちの話を聞いてたのか？」

（おまえが動いたことで、狼おおかみが動く。狼が嗅かぎつけないうちに、ここに持ってきなさい）

「狼……？　持ってくるって、なにを？」

（おまえは分かっているはずよ、ウィル・ゴーダ）

　からかうような娘の言葉に、さっとウィルは顔を赤らめた。

　彼女は知っている。

「……狼って、あの、襲しゆう撃げき者しやたちのことか？」

（…………）

　彼女は答えなかった。だが、なぜか笑っているように感じられた。掌を通して額から感じられる、かすかな笑いの震ふるえ。

　彼女の言いたいことはすぐに分かった。ウィルは片方の手で拳こぶしを作り、固く握にぎりしめた。彼女が持ってこいと言っているのは、さっきマギーが言っていた「ウオルフの実父が盗人である証あかし」に違ちがいない。

　だが、なぜこの娘がそんなことを言いだす？　モーティマー家の事件となにか関係があるのか？

　ウィルは用よう心じん深ぶかく彼女を睨にらんだ。

「……なんで持ってこなくちゃなんないんだよ」

（気のいい家庭を狼おおかみの餌え食じきにしたいの？）

　くすくすと娘はからかう。ウィルは絶ぜつ句くした。気のいい家庭──ザンダー家のことだ。

　やはりウオルフの実父は運び屋だったのだ。おそらく、「証」というのが運んでいたブツで、あの襲撃者たちはそれも狙ねらっている──もし、襲撃者たちがザンダー家のことを嗅かぎつけたらどうなると思う？　そう彼女は問うているのだ。

「……ここに持ってきたからって、どうにかなるのかよ」

（狼は臭においで行動する。獲え物ものが動けば、獲物が前にいた位置なんか見向きもしないわ）

　それを聞いてウィルはホッとした。自分が危険になるとはいえ、自分のせいで他人を危険にさらすつもりはない。

「持ってくるものの形は？」

（おまえが持ってきた首くび飾かざりと共鳴するわ。ええ、すぐに分かる）

「ウオルフの本当の父親は、あの屋や敷しきにいた奴やつらの仲間だったのか？」

（…………）

「大体、あんたは何者なんだ？　なんでずっと寝てるんだ？　なにも食べなくて平気なのか？　キリワスから来たってことは、あんたもあいつらの仲間か？　それとも──」

　それ以上は言葉が出てこなかった。

（それとも、クソ親おや父じの仲間か？）

　そう尋ねたかったのに、なにかが喉のどに詰つまっているようで、声が出ない。

　ウィルの苦く悶もんに歪ゆがんだ顔が見えたのか、それとも掌を通して伝わってしまったのか、

（話はあとよ。行ってきなさい）

「……分かったよ。ええっと……なんて呼べばいい？」

（私はヴィヴィアン。マシルのヴィヴィアン）

　ヴィヴィアン。そう言ったきり、彼女は沈ちん黙もくしてしまった。







　10　女じよ帝てい、忠告す







　ベティ・ザンダーの部へ屋やは彼女の生前のままに保存されてあると、メイド頭がしらのキャリーは説明した。最初はウィルたちに冷たく接していたザンダー家の使用人たちも、いつの間にか親切にしてくれるようになっていた。ウィルは最初の家や捜さがし以来、ほとんどザンダー家に近寄らなかったから、おそらくマギーとバズが彼らの心をほぐしてくれたのだろうと考えた。

　ベルンハルトに知られずにベティの部屋を見たいと頼たのんだら、渋しぶい顔はされたが、意外にあっさりと承知してくれた。前に家捜ししたときは許されなかったのだが。

　それというのも、

「旦だん那なさまはキッチュの別べつ荘そうから帰られて以来、ずっと部屋に閉とじこもりっぱなしで、奥おくさまとも話をしないよ。ウオルフさまも出ていかれたきりだし、一体どうなさったんだろう。おまえ知らないかい？」

　心配そうに尋たずねるキャリーに、ウィルはマギーたちから聞いた一いち連れんの話をしてやった。すると、彼女はがっくりとこうべを垂れ、

「いつかはそうなると思ってたよ。あの二人のことで、いつ旦那さまがキレるかって冷ひや冷ひやしてて。今回はウオルフさまの勝ちということになるのかねえ」

「もしかしてウオルフは、ベルンハルトさんに勘かん当どうを言い渡わたされる為ために、あんなうつけぶりをしてたとか？」

「いんや、あれは地じだ」

　きっぱりはっきりキャリーは断言した。歯に衣きぬを着せない使用人である。

　ともかく、ベルンハルトが勘当を言い渡してしまったのだから、もうかまわないと思ったらしく、ベティの部屋にあっさり通してくれたのだ。

　前の奥おく方がたの部屋は、キルティングの小こ物ものに埋うめ尽つくされた、やけに少女趣しゆ味みな部屋だった。日が燦さん々さんと当たる中、淡あわいパステルカラーの布とフリルの洪こう水ずいに、ウィルは一ひと目め見ただけでうんざりしてしまった。

（たしか、貧しい出の歌手とか言ってなかったか？　こりゃ反動だな）

　一人にしてもらってから、ウィルは部屋を見回した。天てん蓋がい付きの豪ごう奢しやなベッド、クローゼット、テーブル、飾かざり棚だな、開かい閉へい式しき机、絨じゆう毯たん、絵──ごく普ふ通つうの、裕ゆう福ふくな家の女性の部屋である。

　前は調べられなかったが、まさかここに旗はないだろう。誰だれが考えたって、いちばん最初にこの部屋を疑う。裏をかくだろうと思ったところで、ここは調べ残さない。前の家捜しでは、故人の部屋なので強きよう行こうするつもりがなかっただけだ。

「さて、と」

　誰も覗のぞいていないのを確かく認にんしてから、ポケットから例のモーティマー家から持ってきたネックレスを取り出した。

　ルミニタが持っていた首飾りと同じ、重かさね貼ばり眼がん珠じゆだ。

　それを宙にかざし、ゆっくりと全方位に向かって動かす。

　ベッドの方向へ向けたとき、首飾りはカチカチと小さな音を立て始めた。珠が小こ刻きざみに揺ゆれ、互たがいにぶつかり合う。

（首飾りと共鳴するわ）

　ヴィヴィアンの言葉がよみがえる。ウィルはゆっくりとベッドに近づいた。それにつれて音は大きくなり、その振しん動どうが手に伝わってくる。

　音はベッドの前まえ脚あしでいちばん大きくなった。

（この中か）

　フリルの布ふ団とんをめくり、脚あしを剝むき出しにする。脚には継つぎ目らしいものはない。となると、土台とのつなぎ目か。

　ウィルは棚たなから本を数冊取り出すと、脚を補強するように積み重ねた。そして、鞄かばんから小さな鋸のこぎりを出し、見えない部分なのに手の込んだ細さい工くの施ほどこされた脚を、惜おしげもなく根元から切り始める。

　太くて堅かたい木だった。始めは苦労したが、途と中ちゆうから手て応ごたえが軽くなった。中が空くう洞どうになっている印しるしだ。

　人がやってこないうちに脚を切り落とし、逆さかさまに振ふってみる。果たして、中から出てきたのは、やはりガラス玉の首飾りだった。金地に赤い瞳ひとみの眼球模様──

　ウィルは慎しん重ちように、カチカチと音を鳴らし続ける二つの首飾りを重ねた。途と端たん、二つの首飾りに描えがかれた無数の小さな眼球の瞳が、いっせいに小さな光を放つ。

「！」

　ウィルは息を吞のんだ。だが、すぐに光はやみ、共鳴もしなくなってしまった。

　反応は終しゆう了りようした。そんな感じだった。

　ウィルはためらいながら、首にかけていた──服の中に隠かくして誰にも見られないようにしていたが──ルミニタの首飾りを取った。外気に触れた途端、

　カチカチカチカチ

　ルミニタの首飾りが、小さな珠をぶつけ合い始める。

　共鳴しているのだ。

　三つの首飾りを重ねると、それらは先ほどと同じように眼球から針のような細い光線を放ち、すぐに消えた。振動も止まる。

「…………」

　ウィルは大きく息を吸すい、全身から吐はき出した。

（やっぱり同じものなんだ）

　ルミニタがキリワスの出身で、ジェラルド・モーティマーの紹しよう介かいでゼフィッツイに来たと聞いたときから、そんな予感がしていた。

　ルミニタはあの事件にどう関係しているというのだ？

（ルミニタ、無ぶ事じかな）

　ともかく、アパートに帰ってあの女に話を聞かなくては。ウィルは三つの首飾りを首にかけると、服の中に押し込んだ。そして、部屋を出たところで、

「わっ！」

　驚おどろきのあまり飛び上がる。目の前にベルンハルトが立っていたのだ。

「び、びっくりしたあ」

　ナイトウェアのまま、幽ゆう鬼きさながらに佇たたずむベルンハルトは、げっそりと憔しよう悴すいしていた。ウィルは久しぶりに彼を見たのだが、さすがにウオルフとステラのバカ騒さわぎ攻こう撃げきに、すっかりと疲つかれ果てているようだ。

「ウィル・ゴーダ」

　泣いているような笑っているようなふしぎな表情で、ベルンハルトは声をかける。ウィルは思わずびくびくしながら、

「な、なにか？」

「あれは、どうしている？」

「あれ──ああ、ウオルフならさっき見たけど、元気そうだったよ」

「そうか」

　ベルンハルトは自じ嘲ちよう気ぎ味みに笑うと、どっと廊ろう下かに座り込んでしまった。慌あわてて支えようと駆かけ寄ったウィルを、手を振って断る。

　彼は疲れたように髪かみをかきあげると、天てん井じようを見上げた。

「私は、間ま違ちがっていたのかもしれんなあ」

「……ウオルフは子こ離ばなれできてないって言ってたけど」

　ウィルがためらいがちに言うと、ベルンハルトは虚きよを突つかれたような表情をして、それから声を立てて笑い出した。

「そうかもしれんな。心配ばかりかけさせてと思っていたが、あいつも二十一になったのだよな」

「ベルンハルトさん……」

「私もうすうす気がついていたんだ」

　大きな嘆たん息そくを洩もらすベルンハルト。ウィルは緊きん張ちようした。とうとう父親当とう人にんの口から、息むす子この秘密が明かされるのか？

「私もうすうす気がついてはいた。あいつには商才がないってことに」

「……は？」

「なにせあいつは、墜つい落らく的に算術ができん」

　拳こぶしを握にぎりしめてベルンハルトは断言する。

「しかも、未来を予測することもできん。まったく、商人にならない為ために生まれついた星を持っているような男だ。それを、親の欲よく目めで、実じつ践せんさせればどうにかなるもんだと、経験が重要だと思っていたが、やはり商売は生まれ持ってきたセンスが必要だ！」

「はあ……」

「ウオルフガングは出ていかせるのが正解なのかもな。幸い、ダリルには商才がありそうだ。わずか十歳にして、寄宿学校で高利貸しなんぞやって訓くん戒かいを受けたくらいだ。こっちは欲目もなにもないだろう」

　あながち強がりとは思えない発言だったが、ウィルにはやはりベルンハルトが自分自身にそう言い聞かせているように見えた。

　彼は歪ゆがんだ微び笑しようをウィルに向けて、

「ウィル・ゴーダ、あいつに言ってくれ。ザンダー家はダリルに継つがせる、だが、おまえの家はここだ。いつでも戻もどってきていいとな」

「分かったよ──あの、ベルンハルトさん」

　ウィルの声にベルンハルトが首を傾かしげる。一いつ瞬しゆんためらったが、意を決して、ウィルは話を切りだした。

「ウオルフの本当の父親が持ってたっていう旗、あなたが持ってるんだよね？」

「ウオルフガングの実父は私だ」

　頑かたくなにベルンハルトは言い張る。ここまで徹てつ底ていしていれば立りつ派ぱなものだ。

「あー、じゃあ、ウオルフの生みの母親が二十二年前付き合ってた男が持っていた、緑みどり地じに紋もん章しようの描かれた旗、持ってるよね？」

「……そんなものは知らんと言ったら？」

「それならいいんだ」

　あっさり答えるウィルに、今度はベルンハルトが拍ひよう子し抜ぬけする番だった。彼が疑問を挟はさむ前に、ウィルは急いで言葉を続ける。

「あの旗は持ってちゃいけない。もし仮に、この家で見つけるようなことがあったら、すぐに焼き捨てるかなんかして隠いん滅めつしてよ。持ってたことも誰にも喋しやべっちゃいけない」

「どういう意味だ」

　ウィルの口く調ちようにきな臭くさいものを感じ取ったか、ベルンハルトは顔つきを険けわしくして尋たずねた。さっきまでの落ち込んでいた父親の姿はなく、ザンダー家の当主──一代にして富と名めい誉よを築きずいた、時代の流れを敏びん感かんに読む男の姿になる。

　その豹ひよう変へんぶりに、ウィルは小こ気ぎ味みいいものを感じながら、

「旗の持ち主は、どこに行ったか知ってる？」

「……ベティの話だと、港に浮うかんだそうだ。今度はきちんと殺されていたと言っていた」

「あの旗が、運び屋の印だったってことは？」

「それも聞いた。あいつはやばい仕事に関かかわっていて、いつかは殺されるだろうと思っていたと。だから、旗はもうない。あれはベティとともにある」

　つまり、墓の下というわけだ。まあ、それならいいだろう。ウィルは頷うなずいた。

「ウィル・ゴーダ、なにがあった？」

「俺おれもよく分からないんだ──でも、なにかが起きてるのは確かなんだ。だから、なにが起きても知らんぷりしといて。たぶん、こっちまでは手は回ってこないと思うけど、じゃないと、俺たちもやばくなるから」

「……分かった。すまん、私たちの問題に巻き込こんでしまったようだ」

「そうじゃないよ」

　ウィルは口の中で呟つぶやいた。

　そうではない。ザンダー家に関わったから、妙みようなことに巻き込まれたわけではない。これは決められたことだったのだ。あの娘が届とどけられたときから。

（待てよ？）

　ウィルは自分の想念にたじろいだ。

　この時期、このすばらしいタイミングで、偶ぐう然ぜんザンダー家と関わることになったと考えるのは、無理がないか？

（偶然──確かに結婚をブッ壊こわすっていう依い頼らいから考えると偶然っぽいけど、でも、いちばん最初の依頼は、旗を捜せってことだったんだ）

（もし、ウオルフの方が上うわ手てだったら？）

　ウィルはぞくっと鳥とり肌はだが立つのを感じた。

（もしウオルフの方が上手で、本当は旗と一緒にあるはずだったこの首くび飾かざりを捜してほしかったのだとしたら、ウオルフは一体なにを知っている？　ウオルフがもし──）

　あのとき、モーティマー家にいたメンバー、もしくは襲しゆう撃げき者しや、そのどちらかの仲間だったら？

（まさか……な。あのウオルフにかぎって）

　だが、一度湧わいた疑ぎ惑わくは、ざわざわと細こまかい繊せん毛もうが這はうように、胸の中にわだかまるのだった。




　アパートに急ぎ足で戻もどる途と中ちゆう、ウィルの横を豪ごう華かな馬車が走りすぎた。その馬車は十数メートル先で停てい止しし、窓から美しい綾あやの扇せん子すがぬっと出てきた。ウィルに停止しろと言わんばかりに。

「…………」

　ウィルはその馬車がどこの家のものか一ひと目めで分かったので、仏ぶつ頂ちよう面づらで、躊ちゆう躇ちよすることなく馬車に乗り込んだ。

　黒くろ塗ぬりに金の象ぞう眼がんが施ほどこされた優ゆう雅がな箱の中で待っていたのは、豊かな巻き毛のブロンドを胸むな元もとに垂らした女性だった。

　シンシア・ラズボーン公こう爵しやく──狭せまい馬車の中にあって、真まっ赤かな大たい輪りんの花が咲さき誇ほこっているような、華はなやかなイメージを持つ女性だ。

　ウィルが乗ると、馬車は静かに動き始めた。

　年ねん齢れい不ふ詳しようの美女は扇子で口くち元もとを隠かくすと、目だけで婉えん然ぜんと笑った。

「久しぶりだこと、ウィル・ゴーダ」

「なんの用さ」

　挨あい拶さつもせず、ウィルはつっけんどんに尋たずねる。シンシアは目を細めた。

「王宮の帰りなのよ。今け朝さ、緊きん急きゆう招集がかかったの」

「それが、俺となんの関係があるわけ？」

　王宮に行ったというわりには華か美びでない、実用的な──もちろんその服一着だけでも庶しよ民みんが一年暮らしていけるほどだが──ドレスを着ているので、政治的な会議が行われたと分かる。シンシアほどの大貴族になると、女であれ国務に就つくことができるのだ。

　シンシアは表情を変えず、

「オリヴァ・グロースターが殺されたわ」

「！」

　ウィルは瞠どう目もくし、それから露ろ骨こつに顔かお色いろを変えてしまったことを後こう悔かいした。今ので彼がこの事件になんらかの関かかわりあいがあることを、シンシアは見み抜ぬいただろう。彼女は鋭するどい。

　ウィルはなんとか抵てい抗こうを試みた。今初めて聞いたとばかりに、

「その人、現国王の叔お父じさんだろ？　王族が殺されたなんて、一体どうしてそんなことになったのさ？」

「どうしてそんなことになったかは、おまえの方が詳くわしいんじゃなくて？」

　シンシアは婉然とほほえみながら、ウィルの頰ほおをつねりあげる。やはり無む駄だだったらしい。

「あいてて。俺、本当に分からないんだよ。どっから俺が関係してるって聞いてきたんだよ！」

「おまえがジェラルド・モーティマーの紋もん章しようを調べていたことは、もう知られているのよ」

　呆あつ気けなくシンシアは言った。「うっ」とウィルは呻うめく。やはり彼女にはかなわない。

　ウィルは視線を逸そらし、渋しぶ々しぶ、

「……違う用で、調べてたんだよ。モーティマーの屋や敷しきに行ったのも、偶ぐう然ぜんなんだ。そしたら叔父さまとその仲間がいて、得え体たいの知れない奴やつらに襲おそわれて……俺、見てただけなんだ、すぐ逃げ出したんだよ！」

「犯人が誰なのか分からないのね？」

「知らないよっ。大体、なんの集まりなのかも分からなかったんだから」

　まるで自分が犯人扱あつかいされた気分になって、ウィルは躍やつ起きになって反論した。

　シンシアが扇おうぎを差し出した。なんだろうと思っていると、腕うでを引っ張られて彼女に抱きしめられる。

「……シンシアあ」

　シンシアの抱ほう擁ように抵抗することはウィルには許されていない。彼女の張りを失っていない豊満な胸に頰を押おしつけられながら、ウィルは情けない声を洩もらした。

　シンシアは抱擁を解かず、いつもと変わらない口調で、

「紋章院の口は封ふうじたわ。わたくしが筆ひつ頭とう調査員だったことを感謝しなさい」

「……ありがとう」

「おまえも面めん倒どうに頭を突つっ込こんでいく習性があるのね──トリックのように」

　そう言って、シンシアが小さくため息をついたように感じられたのは、そうであってほしいと思ったウィルの気のせいだろうか？

「シンシア、あの事件は、一体……」

「おまえは知らなくていいわ」

　有う無むを言わさない強い口調でシンシアは言った。ウィルは口をつぐむ。

「おまえが答えなさい、なぜジェラルド・モーティマーを調べていたの？」

　ウィルは一瞬、真実を話すか否いなか、迷った。だが、こうなったらザンダー家をラズボーン家の傘かさの下に入れた方が得とく策さくだと判断し、残さず説明する。

　ただ、首飾りのことは言わないでおいた。シンシアを騙だますつもりはないが、

（ルミニタを巻き込むわけにはいかない）

　不用意に首飾りのことを言いだしたら、ルミニタの名を出さなければならないだろう。あの、なにも知らない無む垢くな少女を、血なまぐさいステージに引きずり出すことはできなかった。

　案あんの定じよう、シンシアは、

「そう。分かったわ、ザンダー家のことはわたくしに任せなさい。悪いようにはしないわ」

「頼たのんだよ──それから、クソ親おや父じのことなんだけど」

「トリックから連れん絡らくがあったの？」

「なんだか、キリワスにいるみたいだ」

「そう」

　それっきり会話が途と切ぎれる。ウィルはシンシアに抱きしめられたまま、身じろぎしなかった。今、彼女の聡そう明めいかつ怜れい悧りな頭脳が忙せわしなく回転しているのだ。それを邪じや魔ましてはいけない。

　キリワスと聞けば、彼女も思うところがあるのだろう。

（王族が殺害された事件と密接な関係が？）

　そのうち、馬車が静かに停止した。窓を見ると、アパートの前だった。

「……シンシア。アパート着いたんだけど」

「ウィル、忠告しておくわ」

　ウィルは顔を上げようとした。シンシアがはっきりと「忠告する」と宣言して忠告してくれるのは珍めずらしいことだった。だが、彼女の手が顔を上げることを許さなかった。

　シンシアは手を緩ゆるめず、声こわ色いろもまったくいつも通りのまま、

「さっきの話にあった、ドブラエ公爵のことよ。あの男に近寄るのはやめなさい」

「……それ、国王の叔父さまが殺されたこととなんか関係があるの？」

「あなたがトリックの息子むすこだからよ」

「どういうことさ。ちゃんと説明してくれなきゃ──」

「あなたがなにも見なかったというなら、説明することはなにもないわ」

　ウィルの疑問を遮さえぎって、シンシアはぴしゃりと言った。

　ウィルは迷った。やはり首飾りのことを話すべきか？　その方がルミニタにとってもいいことだとしたら？　ドブラエ公爵の元もとで働いている彼女が、すでに事件に巻き込まれていないと言い切れるか？　話すことが彼女を救うことになるか？

　ウィルは迷った。いつもみたいに冷静な判断が下せなくなっているのはなぜだろう。理性は話した方がいいと分かっているのに、なにかが話すことに怯おびえていた。

　話すことでルミニタに嫌きらわれるのではないかと、そう怯えているのだ。

　ドブラエ公爵を尊敬しているルミニタ。

　公爵に近づくなと、警告するシンシア。

　唇くちびるを嚙かみしめる。

「シンシア、俺──」

　そのとき、ダンダン！　と馬車の扉が叩たたかれた。シンシアの腕の中で、びくっとウィルは震える。

「シンシアお嬢じようさま！　そこにウィルいるんでしょう！　緊きん急きゆうの用なの！」

　マギーの声だ。ウィルはホッとした。

「ちょっと待ちなさい、今、お二人でお話をされているのですから」

　御ぎよ者しやのロバートが制止する声も聞こえる。子供たち相手には気さくに話しかけてくれるラズボーン家の御者も、あるじがいるときは厳しい、よそよそしい口調になる。

「邪魔が入ったわね」

　シンシアはそう呟つぶやくと、やっとウィルを解放した。彼女を仰あおぐと、やはりいつもの、人を食くったような微び笑しようを浮かべていた。

　だが、そのアイスグリーンの冷たい双そう眸ぼうはいつにも増して冷ややかで、見るものを抉えぐるように感じられ、ウィルは射いられたように身を強こわばらせた。

　彼女はウィルが噓うそをついているのを見み抜ぬいている。

　それでも、なにも言わないのは彼女の慈じ悲ひだ。自分から言えと、その目が命令している。

　わたくしをごまかすことは許さない──女じよ帝ていの権限において。

「……あの、俺」

　ウィルはうつむき、もじもじと手を組んだり解いたりした。彼女には逆さからえない。

「言わなくちゃならないことが──」

「ウィール！　たーいへーん！　ウオルフが外国行きの船に乗っちゃーう！」

「マ、マギー、駄だ目め、だ、よ、今、重要な、話を、してる、って」

　馬車の中の緊きん迫ぱくを知らずにマギーが怒ど鳴なり、それを息を切らしたバズが止める声がする。緊張が妙な具合に崩くずれ、ウィルはくたくたとクッションに身を沈しずめた。そして、吐はき出せずに胸の中に溜たまったもやもやに苛いら立だち、頭を搔かきむしる。

　シンシアはもう一度婉えん然ぜんとほほえむと、

「言いたいことがあるなら、今夜わたくしのところへいらっしゃい。それまでは保留にしてあげてよ」

「ありがとうよ」

　ぶっきらぼうに言うと、ウィルは外に出ようとシートから立ち上がった。

「ウィル・ゴーダ」

　シンシアが呼び止める。ウィルが振り向くと、彼女は扇を開いて口くち元もとを覆おおい、その向こうから、

「気を付けていきなさい」

「……なんか気き味み悪わるいな。そう気にかけられちゃうと」

「だって、わたくしはお前を愛しているもの」

「そのセリフ、来年聞いてみたいね」

　せめてもの報ほう酬しゆうと、ウィルは毒どくづく。シンシアの許容範はん囲いは十二歳さいまでだ。

　シンシアが目を細めた。笑っているのか怒おこっているのか、口元が隠かくれているので分からなかった。

「大だい丈じよう夫ぶよ。おまえだけは五年経たっても、十年経っても愛している。早く大きくおなり。トリックにはその価値がなかったけど、おまえにはあるのだから。さあ、わたくしにキスしてお行き」

「俺おれ、きっと女性不信になると思うよ」

　ウィルは憎にくまれ口ぐちを叩たたくと、シンシアの紅べにを引いた唇に、おざなりにキスした。そして、口紅のついた唇を手で拭ぬぐい、馬車から出る。

　馬車を出ると、カッと夏の日差しが肌はだを刺さした。そこで初あて、馬車の中の気温がひどく低かったことに気づく。いや、低かったように感じられただけかもしれない。

　馬車の前で待っていたマギーが、ウィルを見るなり飛びついて、

「ウィル、大変よ！　ウオルフが船に乗っていっちゃう！」

「それ、どういう意味だよ」

「だから、勘かん当どうされたから自由の身だって言って、本当に行っちゃうのよ！」

「暗黒大陸に行って香こう木ぼく採集者になるって言ってただろ。午後三番の船でチェルザー川を下くだって、ヒューゴの港から発たつって言ってたよ」

　うしろにいたバズが補足する。二人ともどうしていいか分からず、ともかくウィルの指示を仰あおぎに走ってきたようで、顔が真まっ赤かだ。

「このことベルンハルトさんは？」

「ザンダー家にブリックス家の人が遣つかいを出したわっ」

「バズ、ステラは？」

「それが、アパートを出てったきり、行ゆく方えが分からなくて」

「どうする、止める!?」

「ともかく船ふな着つき場ばに行ってみようっ」

　ウィルは即そく断だんすると、もう一度馬車の扉とびらを開けた。

「シンシア、シャオピンの船着き場まで連れてって！　行きだけでいいから！」

「わたくしに命令するとはおまえも偉えらくなったものねえ。ロバート、馬車を回しなさい」

　シンシアは呆あきれながら、御ぎよ者しやに命令した。




　海に面していないゼフィッツイと海をつなぐ、もっとも便利な交通手段は、チェルザー川の船だ。チェルザー川は大きな川なので、大型船でもかなり上流まで進しん入にゆうできる。だが、外洋に出られるほどの船は無理なので、海外へ行くときは小さな船で海に出て、海岸沿いにヒューゴまで行くのが普通だった。

　その船着き場から、もうすぐ連れん絡らく船せんが出ていこうとしている。乗客はあらかた乗り込み、出しゆつ航こうの鐘かねを待っているところだった。馬車から降りたウィルたちは急いで駆かけ寄る。

　デッキにウオルフの姿を認め、ウィルは声を張り上げた。

「ウオールフ！」

　船上には大勢の人間がいたが、ウオルフは自分の名を聞き分け、ウィルたちを見て手を振ふった。

「やあ！　見送りに来てくれたのかい！」

「ばーか！　勝かつ手てにどっか行くなーっ！　金払はらってから行けーっ！」

「駄だ目めだよ、契けい約やく不ふ履り行こうなんだから！　旗を見つけられなかっただろう!?」

　笑顔でウオルフは拒きよ絶ぜつする。ウィルは絶句した。確かに不履行だが、普通は払うものだ。ヌケサクと思っていたが、意外とちゃっかり者だったわけだ。

「あんた、始めからトンズラする気だったのか!?」

「始めから言っていたと思うけどなあ！　気がかりもなくなったことだし、ぼくは行くよ！」

「だから、急に行くなって言ってるんだよ！」

「ウィルくーん！」

「なんだよ！」

「あとは頼たのむよ！　ぼくが逃にげるから！」

「！」

　ウィルは今度こそ本気で絶句した。

　ぼくが逃げるから──つまり、モーティマー家でぶつかった二つの勢力の目をくらます、囮おとりになるということか？

　一体、彼はなにを知っているというのだ。

　二十二年前、一人の運び屋が一つの首飾りを持ってヒューゴに流れ着いた。運び屋は殺されたが、首飾りは恋こい人びとの手に渡わたり、行ゆく方え不ふ明めいになった。

　二十二年後、同じようなほかの首飾りを巡めぐって、二つの勢力が奪うばい合いを始めた。理由は分からない。だが、似たような首飾りが複数あると知れば、ほかのものも手に入れようとするのが普通だ。奴らは二十二年前に消えた首飾りの行方を追い始め、それにウオルフが気づいて、不ふ審しんに感じた彼はゴーダ家に来た──ことの真しん相そうを調べさせる為ために？

（違ちがう。俺がトリック・ゴーダの息子だからだ！）

「待てよ！　あんた一体、なにを知って──!?」

「ウオルフガング！」

　ウィルの声は別の怒ど号ごうで搔かき消された。振り返ると、ベルンハルトが血けつ相そうを変えて駆けてくるところだった。そのまま船に飛び乗ろうとするのを、慌あわてて三人で押おさえる。

「おとーさーん！」

　ウオルフが頭上から、吞のん気きに手を振ふる。

「さよーならあ。そのうち顔を見せに帰りますねえ！」

「ばかもーん！　二度と帰ってくるな！」

　こめかみに青あお筋すじを立ててベルンハルトは怒ど鳴なる。そして、

「よく聞けえ！　おまえの母親は、当時、私とあの男と、二ふた股またをかけていたんだ！　だから、おまえは私の息子である可能性もあるんだ！　それを忘れるな！」

　それを聞いたウオルフが、一いつ瞬しゆん、ひゃっくりを吞のみ込こんだような、間ま抜ぬけな面つらになった。それから喜き色しよく満まん面めんになり、

「覚えておきますよお！　お母さんとダリルによろしくう！」

　思いっきり手を振る。

　出航の鐘かねが鳴り、タラップが外される。そこへ、一いち陣じんの風がウィルたちの横を吹ふき抜ぬけた。

「待って！　その船、待ってちょうだい！」

　川風にスカートをひるがえしながらタラップに足をかけたのは、鍔つばの大きな水色の帽ぼう子しをかぶったステラだった。その手には大きな旅行鞄かばんを携たずさえている。

「ステラ、君も来たのかーい!?」

　手を振るウオルフに彼女も手を振り、タラップを上る。カンカンカン、と小こ気き味みいい金属の音が響ひびいた。

　タラップが外され、くぐもった、大きな汽笛が鳴る。

　ばたばたと、プロペラが回転する音が聞こえてきた。

　申し合わせていたとは思えないステラの登場に、ウィルたちがぽかんとしていると、

「ステラあああ！」

　情けない悲鳴が聞こえてきて、振り返ると、ブリックス将軍が頭もぼさぼさのまま、転こけつまろびつ走ってきた。

　当然のようにウオルフの隣となりに立ったステラは、自分の父親の登場に気づき、やはり手を振った。ブリックス将軍が埠ふ頭とうを離はなれていく船に飛びつく勢いで走ってきたので、慌ててウィルたちとベルンハルトで押しとどめる。

「ステラっ！　有あり金がね持ってどこへ行くつもりだああ！」

「お父さまーっ、ちょーっとウオルフと世間勉強に行ってまいりますわあ！」

　にこやかに、みじんの罪ざい悪あく感かんも感じさせずにステラは声を張り上げた。まったく二人してちゃっかりしていることである。

「おまえたちバカ二人が、そんな、やっていけると思っているのか！」

　泣きそうな声でブリックス将軍は怒鳴り返した。ウオルフはともかく、まさかステラまで家を出ていくとは夢にも思わなかったのだろう。

　だがステラは、ウィルたちが初めて見るとびっきりの笑顔で、

「大だい丈じよう夫ぶよお！　だって、私たち親友だもの！　心配なさらないでえ！　そのうち帰りまあす！」

　ぶんぶんと、扇せん子すを振るステラ。その姿がにぎやかな蒸気機関の音とともに小さくなっていく。

　へなへなとブリックス将軍はその場にへたりこんだ。

「な、なんで、ステラが……」

「ウオルフが行くなら私も行くのが当然！　って感じだったよな」

　ぼそっとウィルが呟つぶやく。マギーもバズも複雑な表情ながら頷うなずいた。

「置いてかれるのはイヤって感じだったわよね」

「ステラさんって、負けず嫌ぎらいだから……」

　ベルンハルトに肩かたを抱だかれたブリックス将軍が、世にも情けない顔を上げた。

「それほど仲がいいなら、なぜ結けつ婚こんしない？」

「だから、親友だからじゃん？」

　ウィルは肩をすくめてみせた。将軍とベルンハルトを見比べて、

「おじさんたちがいくら仲よくたって、結婚したいとは思わないだろ？」

「当たり前だっ、儂わしらは男同士だ。あれたちとは違う」

「でも、あの二人にはそういうことだったのさ」

「大丈夫よ、将軍さま」

　マギーがブリックス将軍に話しかける。怪け訝げんそうに仰あおぐ将軍の前で、マギーは手を組み、目をキラキラさせて、

「長い間、二人っきりの船旅だもの、絶対ロマンスが生まれるはずだわ！　ええ、これは二人の愛を育てる第一歩なのよ、ただの親友から恋こい人びとに生まれ変わる旅なんだわ！　大おお船ぶねに乗った気で見守ってあげなくちゃ！」

「二人っきりって、今までもずっと二人っきりだったのだが……」

　ぼそっと突っ込むベルンハルトの顔面に、マギーが拳こぶしでパンチを食くらわせた。食らわせてから、飛び上がり、

「きゃっ！　バズと思って殴なぐっちゃった！　ごめんなさい、ベルンハルトさん！」

「ぼくと思ってって……」

　耳みみ朶たぶまで真まっ赤かになって平ひら謝あやまりするマギーに、バズが大きくため息をついた。







　ことの終わり







「今回はエンゼル・ハートクラブ結成以来、いちばんの出で来きだったわ！　きっとあの二人が帰ってくるときには、珠たまのように可愛かわいい赤ちゃんを連れてるわね」

　船ふな着つき場ばからの帰り道、歩きながらマギーがうきうきと喋しやべった。彼女の中ではすでに、ウオルフとステラが愛し合っていることは確信になっているようだ。

「でも分からないよな」

　バズが不可解そうに呟つぶやく。

「ベルンハルトさんはウオルフさんの弟にあとを継つがせるって断言したんだろ。なら、出ていかなくたってよかったのに」

「いたら気まずいからでしょ。ベルンハルトさんが納なつ得とくしても、ロートラントさんはまだ反対しているんだし。しばらく冷れい却きやく期間を置くつもりなのよ」

「でも、わけが分からない依い頼らいだったね。結けつ婚こんをブッ壊こわしてくれっていう依頼だったのに、最後は駆かけ落ちみたいに終わるなんて」

「そうよ、やっぱりあれは駆け落ちなのよね！　駆け落ち！　なんてステキな響ひびきなの！」

「誰だれも反対してなくても、駆け落ちって言うの？」

　強ごう引いんにハッピーエンドに持っていこうとするマギーに、本当にやめればいいのにバズが突つっ込こむ。

　マギーがバズの尻しりに蹴けりを入れるのを横目に、じっと考えていたウィルは、ある決心をし、顔を上げた。

「行こうっ」

　そう言って走り出す。いきなり走り出したウィルに、慌あわててマギーとバズもあとを追って走り出した。

「どうしたの、ウィル！　どこ行くの!?」

「…………」

　ウィルは答えなかった。二人を振ふり返らず、まっすぐ街の中心へ、高級住宅街へと入り、慣れた路ろ地じを曲がる。

　そして。

「ウィル」

　ルミニタはいつものように、窓まど辺べに佇たたずんで彼を待っていた。息を切らすウィルに、愛らしく手を振ふってみせる。そして、あとから追いついてきたマギーに、ちょっと驚おどろいたように目を開いた。

「お友だちも一いつ緒しよ？」

「ウィル、誰だれ、あの子」

　マギーも息を切らしながら、胡う乱ろんそうにルミニタを指す。バズはまだ来ない。

「ルミニタ！」

　ウィルは辺りに響ひびかないよう、声を抑おさえながら怒ど鳴なった。

「今出てこれるか!?」

「え？　無理よ、公こう爵しやくさまがいらっしゃるもの」

　困こん惑わくしてルミニタは答える。公爵という言葉にマギーがびっくりして、ウィルを見た。

　ウィルはマギーの問いかけるようなまなざしを無視した。

「大事なことなんだ！　聞きたいことがあるんだ！」

「え……じゃあ、ちょっと待って。公爵さまにお伺うかがいをたてるから」

「駄だ目めだ！　誰にも見つからないように来て！　お咎とがめなら俺おれが受けるから！」

　懸けん命めいなウィルの訴うつたえに、ルミニタはすぐには返事が出てこないようだった。目を円まるくし、狼ろう狽ばいして、

「あの……でも、見つからないように出るなんて……」

「じゃあ、今から行くっ」

　ウィルは街がい路ろ樹じゆに飛びついた。

「ちょ、ちょっと、ウィル!?」

「マギー、誰も来ないか見張ってて」

　驚いて止めようとするマギーに、ウィルは有う無むを言わせない強い口く調ちようで命令する。彼女は頰ほおを膨ふくらませながら、しぶしぶ命令に従った。ルミニタは慌あわてて窓から引っ込み、すぐに街路樹の目の前にある部へ屋やの窓から顔を出した。

「ウィル、危ないわ」

「ルミニタ。来て」

　ウィルは真しん剣けんな面おももちで、少女に手を差し出した。嫌きらわれてもかまわないと思った。とにかく、彼女を連れていかなければ。

「どうして？」

　ルミニタが泣きそうな顔で尋たずねる。なにがなんだか分からないのだろう。

「俺もよく分からないんだ」

　ウィルは素す直なおに答えた。

「でも、確かめなくちゃならないことがあるんだ。ルミニタも関かかわってることなんだ。おねがいだから」

　祈いのるような気持ちで手を差し伸のべる。ルミニタは鳶とび色いろの目を大きく開き、両手を組んで、じっとウィルを見つめた。

　そして、折れたのはルミニタだった。

「……分かったわ。一緒に行く」

「ルミニタ」

「でも、すぐ帰してくれるんでしょう？　理由を説明してくれるんでしょう？」

「もちろん」

　ウィルは大きく頷うなずいた。ルミニタは決心がついたようで、窓に足をかける。

「ルミニタ、手を」

「要いらないわ。ウィル、ちょっとどいて」

　そう言うと、ルミニタはふわりと飛んだ。

「きゃっ！」

　下から見ていたマギーが悲鳴を上げる。だが、傘かさのようにスカートを膨らませ、ルミニタは妖よう精せいのように軽かろやかに木に飛び移った。
















　ウィルも彼女がこんなに身み軽がるだとは知らなかったので、心臓をどぎまぎさせてルミニタの横顔を見つめた。彼女は自分がそれほど二人を驚かせたとは気づかずに、するすると木を下りた。ウィルもあとに続く。

　二人が着地したころ、バズがようやく角を曲がって現れた。




　四人は急いでアパートに戻もどってきた。ウィルがルミニタの手を引いているので、マギーは頰を膨らませたが、さすがに彼の様よう子すがいつもと違ちがうと気づき、黙だまっていた。バズはバズで、ずっと走りっぱなしなので、ついていくのがせいいっぱいで口をきく余よ裕ゆうはなかった。

　ウィルがエドの寝しん室しつのドアを開ける。

「ルミニタ、この人に見覚えある？」

　ウィルに促うながされ、ルミニタが部屋の中に入った。愛らしい外見とは裏うら腹はらに、度ど胸きようは据すわっているようだ。

　彼女はベッドに眠ねむる「ヴィヴィアン」を見つめ、

「いいえ……？　誰なの？」

　ウィルは無言のまま、胸むな元もとから三本の首くび飾かざりを取りだした。一本はモーティマー家の庭で拾ったもの、もう一本はザンダー家で見つけたもの、そして最後の一本はルミニタにもらったものだ。

　マギーとバズはウィルがこれからなにをするつもりなのか分からず、不安そうにじっとドアから中を見守っている。

　三本の首飾りを差し出され、ルミニタは目を細めた。

「これ、私のと同じ……」

「ヴィヴィアン、持ってきたぜ」

　ウィルは首飾りを眠ねむる娘むすめに突きだした。すると、

（ええ、いいわ……言われなくてもルミニタも連れてきたようね、おりこうさんだこと）

「それで、どういうことなんだよっ。ちゃんと説明しろよな！」

　からかうようなヴィヴィアンの声に、ウィルは苛いら立だって言い返す。彼女はルミニタをも知っているのだ。

　ルミニタが不安そうに、

「ウィル、どうしたの？　誰と話しているの？」

　どうやら彼女にはヴィヴィアンの声が聞こえないらしい。振り返ると、マギーとバズも顔を歪ゆがめて、不ふ吉きつな表情をしていた。

　ウィルは唇くちびるを嚙かむと、

「……こいつ、寝ねながら俺と会話ができるんだ。ちょっと待って──ヴィヴィアン！」

（怒ど鳴ならなくても聞こえているわ。信しん頼らいをなくしそうね、ウィル）

「てめえが手て間まかけるからだろっ。それで、この首飾りはなんなんだ？」

（その首飾りは本来は五本あるの。ルミニタにそれを渡わたして、彼女のも重ねてもらいなさい）

　ヴィヴィアンの命令口く調ちようが癇かんに触ったが、今はこらえる。聞きたいことは山ほどある。

　ウィルはルミニタに三本の首飾りを渡すと、

「ルミニタ、悪いけど、君のもう一本の首飾りと一いつ緒しよにしてくれるか」

「……分かったわ」

　不ふ審しんそうにウィルを見ながら、ルミニタは首にかけていたガラス玉の首飾りを取って、ほかの三本と一緒にした。今度はなぜか共鳴もしなかったし、光も出なかった。

（それを私の額ひたいに……）

「あんたの額に？」

　ウィルは聞き返したが、ヴィヴィアンは答えなかった。ウィルはしかたなく、ネックレスを持つルミニタに頷うなずきかけた。

「…………」

　ルミニタは警けい戒かいしながら、四本のネックレスをゆっくりとヴィヴィアンの額に載のせる──

　首飾りが額に触れた刹せつ那な、四連の首飾りのすべての眼球模様から、カッと閃せん光こうがほとばしった！

「きゃっ！」

「うわあ！」

　マギーとバズの驚きよう愕がくの声が聞こえる。

「こ、これは……!?」

「ウィル！」

　光の風にあおられ、ルミニタが悲鳴を上げた。

　ウィルは見た。

　それまで固く閉とざされていたヴィヴィアンの瞼まぶたが、カッと開く。

　その目──瞳ひとみのない、真っ白の眼球！

「ルミニタ！」

　とっさに危険を察知し、ウィルはルミニタに手を伸のばした。腕うでに触ふれると思った瞬しゆん間かん、光こう度どが一気に増す。




　その爆ばく発はつ音おんを聞いたとき、エドは図書館の前をアパートに向かって歩いていた。今日は久しぶりに家に帰るつもりだった。

　周まわりの人々も驚おどろいて、爆発音のした方角を振ふり向く。

「おや？　工場でも爆発したか？」

　エドは一人ごち、白い靄もやのような煙けむりが立ち上のぼる空を見上げた。あっちの方角には工場はなかったはずだが。それに、煙は工場の爆発にしてはやけに白い。抜ぬけるような青空の中に、すぐ溶とけていってしまう。

　やけに白く、光っている。







　あとがきドキュメンタリー「紋章の秘密の秘密」







　　　　「夢」二題　その壱いち

　夢を見た。

　煉れん瓦がを丁てい寧ねいに組み合わせた壁かべがそそり立っている。どこかの屋や敷しきの壁だ。白く美しい飾かざり窓まどが、等とう間かん隔かくに並んでいる。

　その壁に寄より添そって、太い、葡ぶ萄どうの木のような蔦つたが生はえている。その蔦を、ウィル、マギー、バズの順に登のぼっている。ウィルはまっすぐ上を向き、マギーはバズを叱しつ責せきしながら、バズはいつものように半泣きで。

　三人は木を登っている。行き着く先に、一つの窓がある。

　行き着く先に、永遠の人が待っている──

　目が覚さめた私は思った。

「……シリーズが始まったばかりなのにもうラストの夢なんて、気が早いもんだ」

　お捜さがし人１が発売される直前に見た夢である。




　　　　「夢」二題　その弐に

　夢を見た。

　ウィルとマギーが小さな部屋から外を窺うかがっている。

　外には悪い奴やつらが二人を捜さがしている。

　ウィルは旗はたを握にぎっていた。これを彼に届とどけなければならない。彼はすぐそばの礼れい拝はい堂どうの中にいて、ウィルを待っている。その旗を捜し出して、持ってくるのを待っている。

　バズはウィルに変へん装そうして、彼のそばにいる。奴らの目をごまかす為ためだ。

　ウィルが決死の表情で部屋を飛び出す。奴らが気づいて追ってくる。

　間かん一いつ髪ぱつ、ウィルは礼拝堂に飛び込む。今まさに結婚させられそうになっていた彼が振り返る。彼に旗を手渡す。

　彼は旗をマント代わりにして羽は織おる。旗がひるがえる。彼は笑え顔がおで言う。

「ありがとう、ウィル。これでぼくは王として認められる！」

　──お捜し人６の著者校正をやっている最中に見た夢である。

　この、職業病的二つの夢が組み合わされると、「紋章の秘密」になるのだった。どこをどうするとああいう内容になるのか分からないが、とりあえずこの巻がラストではないことは確かである。







「必殺　お捜し人７　紋章の秘密」は平成十年五月後半から六月前半にかけて書いた話です。毎回執しつ筆ぴつ最短記録を更こう新しんしているのは、このシリーズに慣なれていく証しよう拠こか？

　今回参さん照しようにしたのは、

「ヨーロッパの紋章　◆紋章学入門◆　著・森護　　河出書房新社」

　という本です。おもにイギリスの紋章について紹しよう介かいされてあります。この本を読めば、あなたも紋章に詳くわしくなれる！──わけはないんだけど、紋章のおもしろさにハマることは請うけ合い。読んでみると世界が広がります（オススメだけど、小中学生には手が出しにくい本だ）。

　お捜し人の中の紋章学については、私なりにアレンジしてあります。

　では、また。




　平成十年八月十三日


小林めぐみ
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紋もん章しようの秘ひ密みつ
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